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１．事後評価のプロセス 

（１）「事後評価の方法」の実行の有無 

 事後評価の実施にあたって、都道府県計画に記載した「事後評価の方法」に記載した事項につ

いて、記載どおりの手続きを行ったかどうかを記載。 

 

□ 行った 

 ■ 行わなかった 

  岐阜県医療審議会（令和 2 年 2 月開催）において報告を実施し、総合的な観点で 

評価を行う。 

 

２．目標の達成状況 

 
平成30年度岐阜県計画に規定する目標を再掲し、平成29年度終了時における目標の達成状況に

ついて記載。 

 

■岐阜県全体 

１．目標 

岐阜県では、平成 26・27年度計画において、地域における医療及び介護を総合的

に確保するための基本的な方針（以下「基本方針」という。）で対象事業とされてい

る５つの事業区分を、計７つの柱として事業を実施してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年度計画においては、これまでの２年の経過と平成 28 年７月に策定した

地域医療構想を踏まえ、地域における医療及び介護の総合的な確保を図るため、「効

率的かつ質の高い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」を達成

するよう、各種事業に取り組み、どの地域にあっても切れ目のない医療・介護の提

供を受けることができ、地域において安心して生活できることを目標とする。 

 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標 

病床の機能分化・連携について、医療機関の自主的な取り組みや医療機関相互の

Ⅰ 病床機能の分化・連携の推進 

Ⅱ 在宅医療・介護体制の充実 

Ⅲ 中山間・へき地医療体制の充実 

Ⅳ 障がい児者医療・福祉体制の強化 

Ⅴ 医療・介護従事者等の確保養成・勤務

環境改善 

Ⅵ 介護施設整備等の支援 

Ⅶ 介護人材確保対策・資質向上の推進 

①地域医療構想の達成に向けた医療

機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 

②居宅等における医療の提供に関す

る事業 

③介護施設等の整備に関する事業 

④医療従事者の確保に関する事業 

⑤介護従事者の確保に関する事業 
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協議、また医療及び介護サービスの提供を受ける県民の理解のもとに、地域医療構

想が実現されるよう事業を展開する。 

特に、地域医療構想において、将来における回復期病床の必要量が約 3,600 床不

足すると試算されていることから、急性期病床及び慢性期病床からの病床の転換を

促進する。 

【目標値】    

  ・回復期病床への転換数  91床（平成 30年度） 

                                                 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

   県内に無医地区（またはそれに準じる地区）が１２地区存在する等、医療資源に

乏しい地区が存在していることや、へき地医療に従事する医師の疲弊や高齢化への

課題に対応するため、中山間地域やへき地の診療所等に対して拠点病院が人材派遣

を行うなどの体制を整備する。  

 【目標値】    

・中山間・へき地医療支援事業により派遣される医師数  

16人（平成 29年度） → 維持（平成 30年度） 

・へき地医療に関する研修会・講座の開催回数 

８回（平成 30年度） 

   ・同研修会・講座への参加者数 

80人（平成 30年度）  

   ・医学生セミナー参加者数   

10人（平成 30年度） 

 

④「障がい児者医療・福祉体制の強化」の目標 

医療的ケアを要する重度障がい児者が増加する一方、その在宅生活を支援する体

制は不十分であり、障がい児者医療推進体制の強化を図る。 

また、自閉症をはじめとする発達障がい児者が急増する一方、その診療・療育等

の支援体制は不十分であり充実を図る。 

 【目標値】    

・巡回訪問療育支援延べ実施回数 

0人（平成 25年度）→35回（平成 30年度末） 

・発達障がい児者専門外来等診療件数 

16,556人（平成 25年度）→ 20,000人（平成 30年度） 

 

⑤「医療従事者等の確保養成・勤務環境改善」の目標 

地域医療支援センター（岐阜県医師育成・確保コンソーシアム）等による医師確

保や医師不足地域の解消、また、医療勤務環境改善支援センターや病院内保育所等

の運営による医療従事者等の勤務環境改善を図る。 

  【目標値】 

・人口 10万人対医療施設従事医師数 
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208.9人（平成 28年） → 235.9人（令和 5年） 

・人口 10万対県内就業看護師等人数の増   

1,185人（平成 26年末）→ 1,261人（平成 30年度末） 

・勤務環境改善の取組を実施した病院数 

 17病院（平成 29年度末）→ 19病院（平成 30年度末） 

 

⑥「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第７期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

  【目標値】 

・地域密着型介護老人福祉施設 

1,221床（平成 29年度） → 1,225床（平成 30年度） 

・認知症高齢者グループホーム 

4,423床（平成 29年度）→ 4,441床（平成 30年度） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

11施設（平成 29年度） → 15か所（平成 30年度） 

・小規模多機能型居宅介護事業所  

84か所（平成 29年度） → 88か所（平成 30年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

8か所（平成 29年度） → 10か所（平成 30年度） 

 

 

⑦「介護人材確保対策・資質向上の推進」の目標 

介護の仕事の魅力を伝えることで、新たな人材の発掘・確保に努めるとともに、

介護職員の育児休暇取得、研修受講等への支援や介護技術を通じた交流機会の創出

など、勤務環境改善、やりがいや意欲向上につなげるための取り組みを通じて人材

の定着を促す。また、介護人材の育成に取り組む事業者等を認定するための制度を

創設し、「働きたい」「働きやすい」職場環境づくりの実現を支援する。 

             

 【目標値】    

  介護職員数 

  27,140人（平成 25年度）→ 35,426人（令和 2年度） 

   （※2025年に向けた介護人材に係る受給推計（確定値）） 

 

２．計画期間 

  平成 30年４月１日～令和３年３月 31日 

□岐阜県全体（達成状況） 

１）目標の達成状況 

 本県における目標指標の達成状況を以下により評価した。 
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＜達成率の計算方法＞

(※）基準年次から最終目標年次まで、年数ごとに均等に増加（減少）した場合の最新年次の値

＜評価＞

　A：全体的に順調（達成率75%）

　B：比較的順調（達成率50%）

　C：一部努力を要する（達成率50%未満）

　D：全体的に努力を要する（達成率25%未満）

達成率（％）＝
(最新値－基準値）基準値からどれだけ増加したか

（最新値年次の目標値（※）－基準値）基準値からどれだけ増加させるか

　×１００

 

 

○病床機能の分化・連携の推進

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

回復期病床への転換数 ―
91床
 （平成30年度）

0床
（平成30年度末）

0.0% D

○中山間・へき地医療体制の充実

中山間・へき地医療支援事業により派遣される医
師数

16人
（平成29年度）

維持
（平成30年度）

１３人
（平成30年度）

81.3% A

へき地医療に関する研修会・講座の開催回数
8回
（平成29年度末）

8回
（平成30年度末）

３回
（平成30年度末）

37.5% C

同研修会、講座への参加者数
151人
（平成29年度末）

80人
（平成30年度末）

７７人
（平成30年度末）

96.3% A

医学生セミナー参加者数 10人
11人
（平成30年度）

100.0% A

○障がい児者医療・福祉体制の強化

巡回訪問療育支援延べ実施回数
０回
（平成25年度）

35回
（平成30年度末）

34回
（平成30年度末）

97.1% A

発達障がい児者専門外来等診療件数
16,556人
（平成25年度）

20,000人
（平成30年度）

23,267人
（平成30年度末）

100.0% A

○医療従事者等の確保養成・勤務環境改善

人口10万人対医療施設従事医師数
208.9人
（平成28年度）

235.9人
（令和5年度）

215.1人
（平成30年度）

人口10万人対県内就業看護師等人数
1,185人
（平成26年度末）

1,261人
（平成30年度末）

1,206人
（平成30年度末）

95.6% A

勤務環境改善の取組みを実施した病院数
１７病院
（平成29年度末）

19病院
（平成30年度末）

20病院
(平成30年度末）

100.0% A

岐阜大学医学部の地域
枠医師の卒業により増加
が見込まれる
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○介護施設整備等の支援

地域密着型介護老人福祉施設
1,105床
（平成30年3月）

1,225床
（平成30年度）

1,124床
（平成31年3月）

91.8% A

認知症高齢者グループホーム
4,376床
（平成30年3月）

4,441床
（平成30年度）

4,484床
（平成31年3月）

100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
11か所
（平成30年3月）

15か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

93% A

小規模多機能型居宅介護事業所
81か所
（平成30年度）

88か所
（平成30年度）

83か所
（平成31年3月）

94.3% A

看護小規模多機能型居宅介護事業所
7か所
（平成29年度）

10か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

100.0% A

○介護人材確保対策・資質向上の推進

介護職員数
27,140人
（平成25年度）

32,563人
（平成29年度）

31,413人
（平成29年度）

78.8% A
 

２）見解 

多くの指標において目標を達成しており、「効率的かつ質の高い医療提供体制の

構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向けて、どの地域にあっても切

れ目のない医療・介護サービスの提供を受けることができ、地域において安心して

生活できる環境の整備が進んでいる。 

一部、進捗に遅れの見られる事業については、事業効果を検証の上、計画の見直

しを行うとともに、必要に応じて他のアプローチの事業を実施するなど、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保のため、精力的に取組んでいく。 

 

 ３）目標の継続状況 

  ☑ 令和元年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

  □ 令和元年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■岐阜圏域 

１．目標 

岐阜圏域は、岐阜県の中南部に位置し、県庁所在地岐阜市を中心とした県内人口

の約４割（約 80万人）が集中する圏域で、県全体の病床数の約４割が集中している。 

圏域内には、岐阜大学医学部附属病院や岐阜県総合医療センターなどの基幹病院

が複数あり、人口１０万人当たりの医療施設従事医師数も県内で唯一全国平均を上

回るなど、医療機能が集中した圏域である。 

平均在院日数は、全国平均よりも短く、県内の他の圏域と比べても短い。 

また、高齢化が顕著に進行しているものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平

均、全国平均を下回り圏域別では最も低い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 275.3人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…22.6日（全国 28.5日） 

○高齢化率（平成 30年）…27.4％（全国 27.6％） 

○後期高齢化率（平成 30年）…13.7％（全国 14.0％） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数） 
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これらを踏まえ、以下を目標とする。 

①  「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

基幹病院が複数集積しており、地域医療構想の実現には、機能の重複を解消する

ことも必要となることから、医療機関の自主的な取組及び医療機関相互の協議によ

り進められる病床の機能分化・連携を支援する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 30年度） 

 

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標整備数】 

・小規模多機能型居宅介護事業所 1か所 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所  1か所 

 

２．計画期間 

  平成30年4月1日～平成31年3月31日 

 

□岐阜圏域（達成状況） 

 【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

岐阜圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

回復期病床への転換数 ―
1病院

 （平成30年度）
0病院

（平成30年度）
0% D

地域密着型介護老人福祉施
設

388床
（平成29年度）

446床
（平成30年度）

427床
（平成31年3月）

95.7% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

35か所
（平成29年度）

37か所
（平成30年度）

35か所
（平成31年3月）

94.6% A

看護小規模多機能型居宅介
護事業所の床数

2か所
（平成29年度）

3か所
（平成30年度）

3か所
（平成31年3月）

100.0% A

 

２）見解 

 回復期病床への転換等おおむね計画通りに進んでいる。引き続き地域包括ケアシステ 

ムの構築が課題であり、今後も「介護施設整備等の支援」に関する事業の着実な実施に 

より地域密着型サービス施設等の整備を行うなど、環境の整備に努める。 

   

３）目標の継続状況 

 ☑ 令和元年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 令和元年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 
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■西濃圏域 

１．目標 

西濃圏域は、岐阜県の西南端に位置し、東部は岐阜圏域と愛知県に、西部は三重

県、滋賀県、福井県とに隣接している。圏域人口は約３９万人で、圏域中央部は中

京・関西・北陸を結ぶ交通の要衝となっており、県内最大の病床数を有する大垣市

民病院に医療機能が集中する傾向がある。圏域北部は 1,000 メートル級の山地が連

なり、揖斐川町には無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。 

平均在院日数は県内で最も長く、全国平均を上回っている状況であるため、効率

的かつ質の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の推進が求め

られる。 

高齢化は進んでいるものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平均を下回り、岐

阜圏域の次に低いが、将来を見据えた介護施設整備が必要になる。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30 年）… 166.9 人（全国 246.7 人）※ 

○平均在院日数（平成 28 年）…30.6 日（全国 28.5 日） 

○無医地区数（平成 30 年）…１地区（52 人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30 年）…２地区（58 人） 

○高齢化率（平成 30 年）…29.0％（全国 27.6％） 

○後期高齢化率（平成 30 年）…14.3％（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10 万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。  

①  「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を構

築する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 30年度） 

   

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する。 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26年度末    平成 30年度末 

医科   ５人    →    維持 
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⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

【目標整備数】 

・小規模多機能型居宅介護事業所 2か所 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 1か所 

 

 

２．計画期間 

  平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

 

□西濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

西濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

回復期病床への転換数 ―
1病院

 （平成30年度）
0病院

（平成30年度）
0% D

へき地診療所に勤務する常勤
医師数（医科）

５人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

４人
（令和元年6月1日）

80.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

13か所
（平成29年度）

16か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

87.5% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

1か所
（平成29年度）

2か所
（平成30年度）

2か所
（平成31年3月）

100.0% A

 

 

２）見解 

回復期病床への転換、へき地診療所に勤務する常勤医師数の維持等おおむね計画通り 

に進んでいる。引き続き地域包括ケアシステムの構築が課題であり、今後も「介護施設

整備等の支援」に関する事業の着実な実施により地域密着型サービス施設等の整備を行

うなど、環境の整備に努める。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 令和元年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 令和元年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■中濃圏域 

１．目標 

中濃圏域は、岐阜県の中央部に位置し、岐阜圏域、飛騨圏域、東濃圏域に囲まれ、

北部は福井県に、南部は愛知県に接している。圏域人口は約３９万人で、南部（美

濃加茂市・可児市）の平野部に圏域人口の約４割が集中している一方、郡上市や郡

部は山間部が多く、圏域内に無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。
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可茂地区には木沢記念病院、関・美濃地区には中濃厚生病院、郡上地区には郡上市

民病院というように、圏域内の各地区でそれぞれ中心となる医療機関が存在してい

る。 

平均在院日数は、全国平均を下回るが、県平均を超えているため、効率的かつ質

の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の更なる推進が求めら

れる。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を少し上回る。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 168.2人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…28.2日（全国 28.5日） 

○無医地区数（平成 30年）… １地区（508人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30年）… 1地区（257人） 

○高齢化率（平成 30年）…29.3%（全国 27.6%） 

○後期高齢化率（平成 30年）…14.7%（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

 

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ９人    →    10 人 

     歯科   ２人    →     維持 

    

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標整備数】 

・認知症高齢者グループホーム 18床 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1か所 

・小規模多機能型居宅介護事業所 1か所 

 

 

２．計画期間 

    平成 30年４月１日～令和 2年３月 31日 
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□中濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

  

１）目標の達成状況 

中濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

へき地診療所に勤務する常勤
医師数

9人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

10人
（令和元年6月1日）

100.0% A

へき地診療所に勤務する常勤
歯科医師数

2人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

2人
（令和元年6月1日）

100.0% A

認知症高齢者グループホーム
の床数

706床
（平成29年度）

751床
（平成30年度）

742床
（平成31年3月）

98.8% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0か所
（平成29年度）

1か所
（平成30年度）

0か所
（平成31年3月）

0% D

小規模多機能型居宅介護事
業所

10か所
（平成29年度）

11か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

90.9% A

 

２）見解 

へき地診療所に勤務する常勤医師数の増加等おおむね計画通りに進んでいる。引き続 

き地域包括ケアシステムの構築が課題であり、今後も「介護施設整備等の支援」に関す

る事業の着実な実施により地域密着型サービス施設等の整備を行うなど、環境の整備 

に努める。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 令和元年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 令和元年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

  

■東濃圏域 

１．目標 

東濃圏域は、岐阜県の南東部に位置し、南に愛知県、東に長野県と接している。

圏域人口は約３５万人で、特に多治見市は名古屋圏のベッドタウンとして東濃圏域

の中心都市となっており、圏域病床数の約４５％が集中している一方で、東部地域

（恵那市・中津川市）は山間部が多い。無医地区については平成 23年から 1地区増

加したが、無医地区に準じる地域が 1 地区減少している。当圏域は中央自動車道や

国道 19号線、ＪＲ中央本線が東西を貫き、各市で中心となる病院が存在している。 

平均在院日数は、県内の各医療圏において最も短い。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を上回り、飛騨圏

域に次いで 2 番目に高い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 187.7人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…20.0日（全国 28.5日） 

○無医地区数（平成 30年）… 3地区（192人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30年）… 2地区（56人） 



11 

 

○高齢化率（平成 30年）…31.2%（全国 27.6%） 

○後期高齢化率（平成 30年）…16.2%（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。） 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 
 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する。 

  

 

【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26年度末    平成 30年度末 

医科   ３人    →    ５人 

     歯科   ４人    →     維持 

 

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福

祉計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型

サービス施設等の整備を行う。  

 

 【目標整備数】 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 1か所 

 

２．計画期間 

    平成 30年４月１日～平成 31年 3月 31日 

 

□東濃圏域（達成状況）  

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

東濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

へき地診療所に勤務する常勤
医師数

3人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

5人
（令和元年6月1日）

100.0% A

へき地診療所に勤務する常勤
歯科医師数

4人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

4人
（令和元年6月1日）

100.0% A

認知症高齢者グループホーム
762床

(平成29年度）
762床

(平成30年度）
780床

(平成31年3月）
100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

2か所
(平成29年度）

3か所
(平成30年度）

3か所
(平成31年3月）

100.0% A
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２）見解 

 へき地診療所に勤務する常勤医師指数の増加等計画通りに進んでいる。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 令和元年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 令和元年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■飛騨圏域 

 

１．目標 

飛騨圏域は、岐阜県の北部に位置し、本県面積の約 40％を占める広大な圏域であ

る。圏域人口は約 16 万人で、医療機関数は県全体の１割に満たない数であるが、交

通不便、へき地・中山間地、冬季積雪といった不利な条件を抱える地域の医療を担

っている。３市１村に 10 病院が存在するが、民間病院は療養病床と精神病床が中心

となっており、高山市中心市街地にある高山赤十字病院、久美愛厚生病院に医療機

能が集中している。しかし、これらの病院においても、産科等、医師の不足する診

療科の問題等が顕在化している。 

平均在院日数は全国平均よりも短く、ほぼ岐阜県の平均日数と等しい。 

また、岐阜県において最も高齢化率・後期高齢化率が高く、認定率（65 歳以上の

被保険者数における 65 歳以上の要介護認定者の割合）も最も高い圏域である。 

   家庭介護においては、配偶者が介護を担う傾向が強く、老々介護が他圏域より高

率となっている。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 183.0人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…27.7日（全国 28.5日） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30年）… １地区（21人） 

○高齢化率（平成 30年）…34.5%（全国 27.6%） 

○後期高齢化率（平成 30年）…19.0%（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26年度末    平成 30年度末 

医科   13人    →    14人 

     歯科    １人    →     維持 
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⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標整備数】 

・地域密着型特別養護老人ホーム 4床 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 1か所 

 

２．計画期間 

    平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

□飛騨圏域（達成状況）  

【継続中（平成 30 年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

飛騨圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

へき地診療所に勤務する常勤
医師数

13人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

13人
（令和元年6月1日）

100.0% A

へき地診療所に勤務する常勤
歯科医師数

1人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

0人
（令和元年6月1日）

0% D

地域密着型介護老人福祉施
設

78床
（平成29年度）

82床
（平成30年度）

78床
（平成31年3月）

95.1% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0施設
（平成29年度）

1施設
（平成30年度）

1施設
（平成31年3月）

100.0% A

 

 

２）見解 

 回復期病床への転換や、広域的なへき医療機関の運営等おおむね計画どおり進んでい 

る。 

医師確保対策については、中山間・へき地における医療体制を維持するとともに、「医 

療・介護従事者等の確保養成・勤務環境改善」に関する事業を実施することで、医師を

はじめとした医療従事者の増加、定着を図る。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 令和元年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 令和元年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 
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３．計画に基づき実施する事業 
 事業区分１：地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は 

       設備の整備に関する事業 

 事業区分２：居宅等における医療の提供に関する事業 

 事業区分４：医療従事者の確保に関する事業 

 

(1) 事業の内容等 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備

に関する事業 

事業名 【No.1（医療分）】 

医学的リハビリテーション施設設備整備事

業 

【総事業費】 

4,209千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 久美愛厚生病院、西美濃厚生病院 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

急性期病床が多く、在宅復帰に向けた医療やリハビリテーション機

能を提供する回復期病床が不足しており、地域医療構想の達成のため

には、回復期病床への転換及び回復期病床の機能充実が必要である。 

アウトカム指標：必要整備量に対する H30 年度の整備予定病床数 

（整備予定病床数）／（病床の必要量－27 年度病床機能報告） 

高度急性期：-53 床／-428 床（1,692 床－2,120 床） 

急性期  ：-524 床／-4,197 床（5,792 床－9,989 床） 

回復期  ：354 床／2,838 床（4,765 床－1,927 床） 

慢性期  ：-95 床／-766 床（2,729 床－3,495 床） 

事業の内容（当初計画） 医学的リハビリテーション施設として必要な医療機器の購入費に対

して補助を行い、回復期病床への転換を促す。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・制度を活用してリハビリテーション設備を整備する施設数  ４施設 

アウトプット指標（達成値） 県内３病院に対し、医学的リハビリテーションに必要な低周波治療

器・超音波治療器組み合わせ理学療法機、能動的下肢用他動運動訓練

装置及び運動負荷検査システムの購入についての補助を実施した。 
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事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

医療機関が行う、リハビリテーションに資する設備整備に補助

し、今後の医療需要に応える体制を整えた。 

（２）事業の効率性 

 補助事業者において、計画的な設備整備が行われている。ま

た、この補助制度により、医療機関の財政的負担が軽減され、リ

ハビリテーション設備の整備を促進していると考える。 

その他  
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備

に関する事業 

事業名 【No.2（医療分）】 

医療電子情報ネットワーク化促進事業 

【総事業費】 

1,811千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 市町村 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

■継続 ／□ 終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

医師不足が深刻なへき地においては、一つの医療機関に勤務する一

人の医師への依存が課題となっており、医師の確保を困難にしている

ことから、一人の医師が 365 日一つの地域を見るのではなく、複数の

医師で複数の地域を支える仕組みを構築する必要がある。 

事業の内容（当初計画） アウトカム指標：常勤医師の勤務するへき地診療所数 

37 か所（H29 年度）→ 維持（H35 年度） 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

複数のへき地医療機関における電子カルテ等医療電子情報のネット

ワーク化を通じて診療機能の強化や医療機関運営の効率化等を図る市

町村に対して、支援する。 

アウトプット指標（達成値） 医療電子情報のネットワーク化を行った施設数 ６施設（30 年度） 

 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

複数の医師で複数の地域を支える仕組みを構築するためには、複数

の診療所の患者情報が他の診療所でも、担当以外の医師でも得ること

ができることが必要なほか、複数の診療所をテレビ会議システム等で

つなぐことで診療方針等について意見交換、情報共有する場を構築す

ることが有効であり、ネットワーク化がこれに寄与している。 

（２）事業の効率性 

当事業の補助対象経費として、新たな設備を導入する場合の経費の

ほか、既存のシステムを新たに導入するシステムに対応させるための

改修費用も対象としており、最小の費用で効果を発揮できるよう、効

率化を図っている。 

その他  
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する

事業 

事業名 【No.3（医療分）】 

医療機能特化推進事業 

【総事業費】 

55,085千円 

事業の対象となる医療介護総

合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜病院、県立多治見病院、県総合医療センター 

事業の期間 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニーズ 本県の地域医療構想においては、医療ニーズからみて過剰と思われる急

性期病床から今後必要となる回復期病床への転換を図ることとしており、

そのためには主として急性期を担う病院や政策医療分野で貢献している

病院等における医療機能を特化することで、それ以外の病院が回復期に転

換する下地を整える必要がある。 

アウトカム指標： 

今後整備予定病床数 ／（病床の必要量－30 年度病床機能報告） 

高度急性期：-795 床（1,692 床－2,487 床） 

急 性 期：-2,599 床（5,792 床－8,391 床） 

回 復 期：2,264 床（4,765 床－2,501 床） 

慢 性 期：-718 床（2,729 床－3,447 床） 

事業の内容（当初計画） 救命救急あるいは特定の疾患の治療など、病院が特定の機能に特化・強

化するために必要となる施設整備、設備整備に対する助成（他の国補助が

ないものに限定） 

アウトプット指標（当初の目標

値） 

・機能の特化・強化を行う病院数 ３病院 

アウトプット指標（達成値） 機能の特化・強化を行った病院数 ３病院（平成 30年度） 

岐 阜 病 院：光トポグラフィの新規購入、 

県 立 多 治 見 病 院：新生児搬送用保育器 6台の導入 

県総合医療センター：小児科病室の改修、電子内視鏡システムの更新 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

 本事業により、補助対象となった医療機関が有する医療機能が強化さ

れ、地域における質の高い医療を確保し、症状に応じた適切な医療を効率

的に提供する体制が整備された。 

（２）事業の効率性 

 補助事業者を、5 疾病 5 事業の拠点病院等の指定を受けている医療機関

に限定することで、医療機能の集約・強化を促している。 

その他  
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備

に関する事業 

事業名 【No.4（医療分）】 

診療情報共有推進事業 

【総事業費】 

648千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

  

事業の実施主体 病院、診療所 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

病院を退院し、かかりつけ医が医療を提供していくことになる際に

は、病院から診療情報が提供されるが、症状に変化が生じた際には、

別の診療情報が必要となる場合があり、病院へ行き情報提供を依頼す

るなど医師と患者の双方に負担が発生していることから、病院と診療

所間での情報の共有が求められている。 

アウトカム指標：病院とかかりつけ医の診療情報共有件数（患者数） 

         524（Ｈ29 年 12 月末）→ 800（Ｈ30 年度末） 

事業の内容（当初計画） 患者が入院する病院の検査データや画像データ等の診療情報を患者

の同意を得た上で、かかりつけ医が閲覧できるサーバ等の整備を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 
・診療情報共有システム導入病院数８（H29 年度）→ 11（H30 年度） 

アウトプット指標（達成値） 診療情報共有システムを導入する病院の増加により、かかりつけ医と

多くの患者情報の共有を図り、スムーズな在宅移行を推進する。 

・診療情報共有システム導入病院数８（H30 年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

 病院の検査データや画像データ等の診療情報を他の医療機関

が閲覧できる体制の整備が進み、病院・診療所間の切れ目ない医

療連携が可能となっている。 

（２）事業の効率性 

県病院協会と県医師会が中心となって事業に取り組むことに

より、病院と診療所の連携が進み、効率的に整備を進めることが

できた。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.5（医療分）】 

へき地医師研修支援事業 

【総事業費】 

1,091千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 市町村 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

へき地においては、医師不足が顕著であり、一人の医師の離職がそ

のまま当該地域の診療所閉鎖や診療日の減少に直結する状況が続いて

いる。 

現行の医療体制を維持するためには、新規医師の確保だけでなく、

離職防止が不可欠だが、へき地診療所に新たに赴任する医師は少なく、

また赴任しても離職してしまうこともある。その背景として、医師側

の、へき地では思うようなキャリアアップができないのではないか、

との懸念があることから、へき地診療所で勤務する医師のキャリアア

ップを支援する必要がある。 

アウトカム指標：常勤医師の勤務するへき地診療所数 

37 か所（H29 年度）→ 維持（H35 年度） 

事業の内容（当初計画） へき地診療所の医師が勤務しながらキャリアアップできるよう、学

会や研修会への参加を支援する市町村を支援する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・研修会・学会参加へき地診療所勤務医師数 ８人 

アウトプット指標（達成値） へき地医療機関で勤務する医師 10 名がこの制度を使い研修に参加

（30年度） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1年以内のアウトカム指標：へき地診療所勤務医師数

34人（平成 30年度） 

（１）事業の有効性 

研修会に参加した医師がその研修を受けた内容を地元に還元

し地域医療の質の向上が期待される。また、へき地に勤務しても

自己の医療技術の向上の場が保障されることにより、へき地勤務

医師のモチベーションの維持・向上が期待される。 

（２）事業の効率性 

制度の創設により、財政力に余裕のないへき地医療機関を抱え

る市町村も、医師の資質の向上のため積極的に研修を受けさせる

ことができ、研修を受けた医師により、研修の成果が地元に還元

されている。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.6（医療分）】 

地域医療支援センター運営事業（岐阜県医

師育成・確保コンソーシアム） 

【総事業費】 

28,087千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県医師育成・確保コンソーシアム 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全国 37

位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態

となっている。 

医師の定着・確保するためには、県内の病院で勤務すれば自身の成

長（キャリアアップ）に繋がると実感できる指導・医師育成体制を構

築することが必要。 

アウトカム指標： 人口 10万人対医療施設従事医師数の増加 

          208.9人（H28調査）→235.9人（H35調査） 

事業の内容（当初計画） ○初期臨床研修医の教育研修事業 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

 知識・技術向上のための初期臨床研修医等を対象としたセミナーや、県

内病院における指導体制強化のための研修会を開催。 

アウトプット指標（達成値） 個人に合わせたキャリアパスによる配置調整（派遣）により、医師の

キャリアアップと医師不足の解消を図る。 

医師派遣・あっせん数：76名  

キャリア形成プログラムの作成数：76名 

地域枠卒業医師数に対するキャリア形成プログラム参加医師数割合：

100％ 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

県内病院における指導体制を強化することで、研修医の受入れ体制

の強化が図られた。また、多くのセミナーの開催により研修医の育成

とともに県内医療機関での勤務について意識づけされた。 

（２）事業の効率性 

県内医療機関全体をコンソーシアムとすることで、県全体で医師を

育てるという意識を共有できたと考える。 

 

 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.7（医療分）】 

へき地医療従事者マインド養成事業 

【総事業費】 

1,263千円 

事業の対象となる医療介護総合

確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（一部市町村委託） 

事業の期間 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニーズ へき地においては、医師不足が顕著であり、一人の医師の離職がそのま

ま当該地域の診療所閉鎖や診療日の減少に直結する状況が続いている。 

へき地医療体制の維持・充実には、へき地で勤務する医師の確保が課題

であるが、へき地においては、専門医ではなく総合的な診療能力を持った

医師が必要であり、早い段階からへき地への志向を持った医師を養成する

必要がある。 

アウトカム指標：常勤医師の勤務するへき地診療所数 

37 か所（H29 年度）→ 維持（H35 年度） 

事業の内容（当初計画） ・へき地医療に従事する医師等を養成するため、高校生、大学生等を 

対象としたへき地医療を体験する研修会を開催。 

・県のへき地・地域医療に関心を持ってもらうため、県出身の自治医 

科大学生や岐阜大学医学部地域枠学生等を対象とした講座を開催。 

アウトプット指標（当初の目標

値） 

・研修会・講座の開催回数 ８回以上 

・研修会・講座の参加者数 80 名以上 

アウトプット指標（達成値） 平成 30年度、次の事業を実施した。 

・へき地医療研修会（郡上市へ委託）   １回・51名 

・医学生地域医療推進事業（自治医科大学）２回・26名 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：へき地診療所勤務医師数 34 人

（平成 30年度） 

（１）事業の有効性 

研修会に参加した高校生のうち、岐阜大学医学部地域枠や自治医科大学

に進学するなど、成果が得られている。 

（２）事業の効率性 

医学部を希望する高校生に対しては、「へき地医療研修会」によりへき

地医療を体験する機会を提供した。また、医学部生に対しては「医学生地

域医療推進事業」による講義等の開催により、へき地医療や地域医療に対

する理解を促進しており、段階に応じた内容を実施している。 

その他 前年度に医学生地域医療推進事業として、岐阜大学医学部において地域医

療ゼミを６回開催したが、毎回参加者が少なく、開催方法を見直すため平

成 30年度は実施をしなかったことから、目標値を下回ることになった。 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.8（医療分）】 

医学生セミナー開催事業 

【総事業費】 

499千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（公益社団法人地域医療振興協会へ委託） 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

多くのへき地を有する本県においては、へき地医療体制の維持・充

実のため、へき地で勤務する医師の確保が課題であるが、卒業後に県

内（へき地）に定着する医師の増加を図るには、医学生の時点から地

域医療への理解を深めてもらう必要がある。 

アウトカム指標：人口 10 万人対医療施設従事医師数の増加 

         208.9 人（H28 調査）→235.9 人（H35 調査） 

事業の内容（当初計画） 岐阜県の地域医療に理解のある医学生を増やすことで将来県内に定

着する医師数を増やす。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 
・セミナー参加者 10 人 

アウトプット指標（達成値） 医学生セミナー参加者 11名（30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

県内外から医学生が多く参加し、実際の医療機関を訪問して診

察の見学や体験等を通じて、地域医療への興味を持たせることが

できた。 

（２）事業の効率性 

地域医療振興協会へ委託することにより、そのネットワークを

通じて、地域医療に関心のある学生への周知が効果的に行われ

た。 

その他  
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.9】 

 地域医療研修推進事業 

【総事業費】 

210千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全

国 37位）と、全国平均数 240.1人を大きく下回り、医師不足は深

刻な状態となっている。 

研修医等の教育システムがない医療機関では、研修医・専攻医

の受入が困難であることから、医師確保のためには、研修医等の

教育システムの確立が必要。 

アウトカム指標：人口 10万人対医療施設従事医師数の増加 

         208.9人（H28調査）→235.9人（H35調査） 

事業の内容 初期臨床研修における地域医療研修プログラムの策定や岐阜県

ブランドの研修体制を確立するための検討会を開催し、岐阜県内

の地域医療研修の質の向上を図る。 

総合診療医の増加を図るため、総合診療に係る講演会の開催や

関連学会への参加支援を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・地域医療研修検討会への参加医療機関数の増 90機関以上 

アウトプット指標（達成

値） 

平成 30年度においては、 

○地域医療研修検討会への参加医療機関数：86 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

大学・臨床研修病院と地域の病院・診療所が一体となって

卒然・卒後の地域医療研修を実施する体制が整備されるとと

もに、総合診療専門医の育成のための講習会や啓発事業が行

われた。 

（２）事業の効率性 

 個々の医療機関が地域医療研修に係る事業を実施するの 

ではなく、県全体を統括した 1 つの団体を立ち上げ、そこへ 

支援することにより効率的な執行ができた。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.10（医療分）】 

小児救急電話相談事業 

【総事業費】 

1,224千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（民間事業者委託） 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

小児の保護者等が休日夜間の急な病気やけがにどう対処したらよいか

判断に迷う事例が増えている。また、軽症の患者が二次、三次救急を

担う中核病院を受診することにより、重症患者の受入に支障をきたし

ている。そのため、時間外受診の適正化を図る必要がある。 

アウトカム指標：時間外受診をせずに済んだ相談対象者の割合 

72.9%（平成 28年度）→75.0%（平成 29年度） 

事業の内容（当初計画） 専門業者に委託し、夜間・休日（休日は 24時間体制）に全国共通の

「#8000」小児救急電話相談を実施する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

小児患者の保護者患者の向けの電話相談体制を整備し、不急の小

児患者の時間外受診を適正化し、医療従事者の負担軽減を図る。 

○指標となる項目：小児救急電話相談件数 

  19,034件（29年度）→19,500件程度（30年度） 

アウトプット指標（達成値） 小児救急電話相談件数： 

18,731件（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

小児の保護者等が休日夜間の急な病気やけがにどう対処したらよい

か判断に迷った際の電話相談に応じる事業を実施し、軽症の小児の救

急患者が時間外に二次救急を担う小児救急医療拠点病院を受診する数

を抑制し、小児の重症患者の受け入れに支障を来すことを防ぐことが

できた。 

（２）事業の効率性 

全国共通の「＃８０００」小児救急電話相談事業を専門業者に委託

する方法により、夜間・休日（休日は２４時間体制）を絶え間なく効

率的に実施している。 

その他 目標を下回った理由 

例年同様の体制、対応時間で業務にあたったものの、相談件数減少。 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.11（医療分）】 

小児救急医療拠点病院運営事業 

【総事業費】 

89,292千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県総合医療センター、大垣市民病院、高山赤十字病院、県立多治

見病院 

事業の期間 平成 29年４月１日～平成 31年３月 31日 

■継続 ／□ 終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

病院を中心に小児科医の不足・偏在が存在し、特に、休日・夜間の

診療体制の確保が困難となっている。また、小児患者は自ら症状を説

明できないことや症状が急変することが多いため、小児専門医による

診察が重要となる。そのため、小児専門に対応した救急医療体制の確

保が求められる。 

アウトカム指標：乳児死亡率 

1.9％（平成 27年）→1.8％（平成 30年） 

事業の内容（当初計画） 小児救急医療拠点病院の運営に必要な経費を助成 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

小児救急医療拠点病院数：４ 

アウトプット指標（達成値） 県内すべての２次医療圏において体制を確保できている。 

 ・岐阜県総合医療センター（岐阜／中濃） 

 ・大垣市民病院（西濃） 

・岐阜県立多治見病院（東濃） 

・高山赤十字病院（飛騨） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

休日及び夜間の入院治療を必要とする小児の重症患者の医療を確保

することができた。 

（２）事業の効率性 

 小児救急医療体制は、初期・二次・三次の役割分担と連携により確

保を図っている。また、小児二次救急医療体制（小児救急医療拠点病

院）は市町村域を超えて、より広域的に取り組んでいる。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.12（医療分）】 

発達障がい医療支援人材育成・確保事業 

【総事業費】 

9,594千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

 

事業の期間 平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

 自閉症をはじめとする発達障がい児者が急増する一方、医療従事者の不

足などからその診療・療育等の支援体制は未だ不十分である。最新の発達

障がいの病理や診断・治療の研究内容を踏まえた支援体制の充実を図る必

要がある。 

アウトカム指標：発達障がい児者専門外来等診療件数 

日本児童青年精神医学会認定医取得者数 

2 人（Ｈ27 年度）→ 6 人（Ｈ30 年度） 

事業の内容（当初計画） 16,556 人（Ｈ25 年度）→ 20,000 人（Ｈ30 年度）  

アウトプット指標（当初の

目標値） 

再整備を経て平成 27 年９月から供用を開始した希望が丘こども医療福

祉センター内に設置する「発達精神医学研究所」において、発達障がいの

病理や診断・治療の研究を行い、その研究内容を踏まえた、発達障がい児

の外来診療を通した専門医の育成、医師・心理士・作業療法士等がチーム

となり県内各地を巡回訪問するアウトリーチ型の相談・指導、県内の医

師・療育関係者等に対する研修・相談等を実施し、医療従事者の育成・確

保等を推進する。 

アウトプット指標（達成値） 巡回訪問療育支援延べ実施回数  35回 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

常設化した児童精神科を有する県立希望が丘こども医療福祉

センター内に設置した「発達精神医学研究所」の運用により、同

センターが有するノウハウや研究成果を県内に広め、発達障がい

の診療・療育現場の支援体制の整備が図られている。 

（２）事業の効率性 

県内の発達障がい診療の中心である上記センターにおいて本

研究所を運営することで、上記センターが持つ充実したリハビリ

機能との連携が可能となっている。これにより、医師・ＯＴ・Ｓ

Ｔ・心理士・福祉職など多職種による現場支援や、県内各地から

困難ケースが集まる利点を生かした症例検討など、効果的・効率

的な運用が可能となっている。 

その他  

事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.13（医療分）】 

広域的へき地医療体制支援事業 

【総事業費】 

856千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 市町村 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

へき地においては、医師不足が顕著であり、一人の医師の離職がそ

のまま当該地域の診療所閉鎖や診療日の減少に直結する状況にある。  

一人の医師に過重の負担がかかることによって医師の疲弊や離職に

つながることがあることから、市町村域を超え、複数の医師で複数の

地域を支える取組みが必要である。 

アウトカム指標：常勤医師の勤務するへき地診療所数 

37 か所（Ｈ29 年度）→ 維持（Ｈ35 年度） 

事業の内容（当初計画） 人口減少や少子高齢化に即したへき地医療体制確保のため、市町村

域を越えて広域的に行うへき地医療機関の運営（センター化）に必要

な医師の移動に関する経費等に対して支援する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・広域的体制を構築する市町村数 ３ 

アウトプット指標（達成値） 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：へき地診療所勤務医師

数 34 人（平成 30 年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

市町村の垣根を越えて広域的に医師を派遣する体制を確保す

ることで、常勤医師の負担軽減と安定的なへき地医療体制が確保

できた。 

（２）事業の効率性 

へき地医療機関に勤務いただける医師の確保は難しく、確保や

養成には時間も費用もかかるため、財政力の弱い市町村では一朝

一夕にはできない、市町村の枠を超えて効率的に医師を派遣する

ことにより安定的なへき地医療体制の確保が可能となる。 

その他  
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事業名 【No.14】 

ふるさと分娩臨時支援事業 

【総事業費】 

11,718千円 

事業の対象となる医療

介護総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 三次周産期医療機関 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

産婦人科医師が不足しており、地域の分娩体制を維持するため、三

次周産期医療機関の産婦人科医師の確保が必要。 

アウトカム指標：三次周産期医療機関における分娩体制の維持 

         ４医療機関（H26年度）→ 維持（H30年度末） 

事業の内容（当初の目標

値） 

分娩体制が危機的な状況にある圏域の三次周産期医療機関の分娩体

制を維持するため、他医療機関から常勤産婦人科指導医２名を招聘し、

市町村とともに分娩体制の維持を図る。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

・新規確保常勤産婦人科指導医数 ２人 

アウトプット指標（達成

値） 

平成 30年度 

 三次周産期医療機関の新規確保産婦人科医師数：１名 

事業の有効性・効率性 （１） 事業の有効性 

分娩体制が危機的な状況にある三次周産期医療機関において常勤産

婦人科医師を１名確保し、又もう１名確保できなかった常勤産婦人科

医師の宿日直を派遣医師で対応したことにより、圏域の分娩体制の維

持が図られた。 

（２） 事業の効率性 

市町村とともに、三次周産期医療機関の支援体制を構築したことに

より、確実な医師確保ができたと考える。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.15（医療分）】 

災害医療連携促進事業 

【総事業費】 

500千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜大学医学部附属病院 

事業の期間 平成 30年 10月～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

県では、２つの基幹災害拠点病院及び１０の地域災害拠点病院を指

定しているが、南海トラフ巨大地震等の大規模災害に備え、基幹災害

拠点病院を中心とした災害医療関係機関（ＤＭＡＴ、地域災害拠点病

院、保健所、消防等）の連携機能の強化を図る必要がある。 

アウトカム指標：ＤＭＡＴの整備状況 

         19 チーム（H25 年度）→ 33 チーム（H30 年度） 

事業の内容（当初計画）  県内の災害医療関係機関の連携機能の強化を図るため、基幹災害拠

点病院である岐阜大学医学部附属病院が実施する災害時の救助、トリ

アージ、処置、病院選定、搬送、情報伝達等の実際の現場を想定した

訓練の他、搬送から受け入れまでのより高度な連携を図るための災害

医療研修に対して補助を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 
研修受講者数 延べ 137人（H28～H30年度） 

アウトプット指標（達成値） 研修受講者数 延べ 41人（30年度） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：研修を受講した災害拠点病

院等の数 7病院 

（１）事業の有効性 

災害時の救助、トリアージ、処置、病院選定、搬送、情報伝達等の

実際の現場を想定した訓練を実施することにより、災害拠点病院、保

健所、消防、DMAT等の連携強化が図られた。 

（２）事業の効率性 

県の災害医療の中心的役割を担う基幹災害拠点病院である岐阜大学

医学部附属病院が研修を実施することで、県内の災害拠点病院及び消

防本部の協力が得られやすくなり、効率的に事業が実施できた。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.16（医療分）】 

地域医療確保事業 

【総事業費】 

69,334千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 市町村（一部事務組合を含む） 

事業の期間 
平成 30年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県は、人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全国

37 位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状

態となっており、加えて医師の地域偏在も存在している。 

偏在を解消するためには、各地域の実情に応じた対策を行う必要が

ある。 

アウトカム指標：人口 10万人対医療施設従事医師数の増加 

         208.9人（H28調査）→235.9人（H35調査） 

事業の内容（当初計画） 主として医師、看護師の確保を目的として、市町村（一部事務

組合を含む）が実施する地域医療確保策（ソフト事業）に対して

補助を行う。 

【対象事業例】 

・地域医療に関する寄附講座事業 

・医療人材養成機関で修学する学生への修学資金貸与事業など 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・市町村が行う地域医療確保事業数 20 

アウトプット指標（達成値） 地域医療確保事業数 22（30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

医師及び看護師の確保のため、市町村が主体となって行う地域の特

性に応じた地域医療確保対策に係る事業に要する経費に対し、支援す

ることにより、医師確保等の地域医療確保策を促進することができた。 

（２）事業の効率性 

 県内各圏域の保健所を通じて事業の照会を行うことにより、適 

切に地域のニーズをくみ取ることができたと考える。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.17】 

障がい児者医療人材育成・研究

事業 

【総事業費】 

27,000 千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 （１）岐阜大学、（２）岐阜県（岐阜大学医学部附属病院へ

委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

 自閉症をはじめとする発達障がい児者が急増する一方、医療従

事者の不足などからその診療・療育等の支援体制は未だ不十分で

あり、今後更なる充実を図るため、医療従事者の育成及び確保が

必要である。 

アウトカム指標：発達障がい児者専門外来等診療件数 

16,556人（Ｈ25年度）→ 20,000人（Ｈ30年度）  

事業の内容（当初計画） ○障がい児者医療学寄附講座の設置 

岐阜大学医学部に重症心身障がい、発達障がいを対象とする寄

附講座を設置し、院外実習等の医学教育や臨床研修、研究、講

演会等の普及啓発事業等を実施し、学生教育から臨床医に至る

幅広い人材の育成を一体的に取り組むことで、医療従事者の確

保等を推進する。 

○発達障がい療育人材の育成 

大学病院等の現場において、臨床心理士が医師の指導により発 

達検査やカウンセリング、ケースカンファレンス等の業務を通 

じ、臨床経験を積む実践的な研修を実施し、発達障がいの実務 

経験を備えた人材を育成し、医療従事者確保等を推進する。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

・障がい児者医療機関における院外実習延べ受講者数 385人 

アウトプット指標（達成

値） 

 障がい児者医療機関における院外実習延べ受講者数 

 ４０３人（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 
事業終了後 1 年以内のアウトカム指標： 

 発達障がい児者専門外来等診療件数 

16,556 人（平成 25 年度）→ 22,371 人（平成 29 年度） 

（１）事業の有効性 

1.障がい児者医療学寄附講座の設置 

・全国的に小児科医、特に医療的ケアを必要とする重度

障がい児者の診療に対応できる医師が不足する中、岐



32 

 

阜大学との寄附講座の協定締結により、障がい児者医

療に関する学生教育や研究のほか、臨床を行う医師の

育成、障がい児者医療の地域での推進やその普及啓発

を通じて県の障がい児者医療の向上が図られている。 

2.発達障がい療育人材の育成 

・外来診療の現場における医師のサポート等を通じた現

場研修の実施により、発達障がい療育に従事するため

の実務経験を備えた人材の育成が図られた。 

（２）事業の効率性 

・本事業は、今後の重度障がい児者医療支援の中心とな

る医師の育成や学生教育、発達障がい療育人材の育成

及び障がい児者医療の研究・普及啓発を目的とするこ

とから、県内唯一の医師養成機関でかつ障がい児者の

実情に精通している岐阜大学医学部において実施する

ことで、県内関係者のコンセンサスを得ながら迅速か

つ効率的に実施している。 

その他 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 
【No.18】 

専攻医確保対策事業 

【総事業費】 

286 千円 

事業の対象となる医療

介護総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

本県は、人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全

国 37 位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深

刻な状態となっており、加えて医師の地域偏在も存在している。 

医師確保のためには、専門医研修を行う専攻医を多く確保し、県

内への定着を図る必要がある。 

アウトカム指標： 人口 10万人対医療施設従事医師数の増加 

  208.9人（H28調査）→235.9人（H35調査） 

事業の内容（当初の目標

値） 

・専門研修基幹施設が実施する、研修プログラム説明会の開催・出

展経費への支援 

・医師不足圏域の基幹・連携施設が常勤指導医確保のために創設

した手当への支援  

アウトプット指標（当初

の目標値） 

研修プログラム説明会の開催：9診療科 

指導医招聘手当支給医療機関：５ 

アウトプット指標（達成

値） 

専門研修プログラムのＰＲ及び指導医の確保により、県内で専門研

修を行う専攻医数を増加させる。 

研修プログラム説明会の開催：１０診療科 

指導医招聘手当支給医療機関：０  

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

１０診療科のプログラム説明会に２９名の研修医が参加し、専門

研修プログラムのＰＲを行うことができた。 

（２）事業の効率性 

説明会の開催にあたっては、単独で行うのではなく、診療科間・

病院間で合同で行われており、効率的に事業が実施された。 

その他 指導医招聘手当支給医療機関が目標を下回った理由 

・補助金の交付を希望する医療機関がなかったため 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.19（医療分）】 

産科医等育成・確保支援事業 

【総事業費】 

35,088千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 分娩取扱機関 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

■継続 ／□ 終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全国 37

位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態

となっている。 

特に産科・産婦人科医療施設従事医師数が全国平均を下回っている

ことから、分娩に携わる産科医、助産師、新生児医療担当医等の不足

及び地域偏在の解消を図る必要がある。 

アウトカム指標： 

・手当支給施設の産科・産婦人科医師数 

9.1人（H26年）→ 維持（H30年度） 

・分娩 1000件当たりの分娩取扱医療機関勤務産婦人科医師数 

  132.1人（H26年）→ 維持（H30年度） 

事業の内容（当初計画） 分娩手当等を支給している医療機関に対し補助を実施。また、帝王

切開に対する他分娩施設の医師が立会う件数に応じて補助を実施。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・分娩手当の支給施設数 28件（H26年）→29件（H30年）   

・分娩手当の支給者数 272件（H26年）→329件（H30年） 

・新生児取扱い手当を支給している医療機関への支援件数  

３件（H26年）→維持（H30年） 

・リスクの低い帝王切開術を行う際に他分娩施設の医師が立ち会う体

制を整備する 200床未満の分娩施設への支援件数  

13件（H26年）→14件（H30年）  ＊H27年から基金事業 

アウトプット指標（達成値） （平成 30年度） 

・分娩手当支給医療機関数 31件  

・分娩手当の支給者数 334件 

・新生児取扱手当支給医療機関数 ３件 

・帝王切開術の際の応援体制整備医療機関数 15件 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

分娩やＮＩＣＵ担当医に係る手当を創設、支給することにより産科

医等の処遇改善を図り、産科医等の確保ができたと考える。 

（２）事業の効率性 

分娩を取り扱う医療機関全てに補助事業を周知することにより、産

科医等の処遇改善の必要性が周知できたと考える。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.20（医療分）】 

産科等医師不足診療科対策事業 

【総事業費】 

8,000千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜大学に委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

当県の人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全国 37

位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態

となっている。 

特に、産婦人科、小児科、救急科及び麻酔科の医師不足感が大きい

ことから、当該診療科医師の増加・診療科偏在の解消が必要である。 

アウトカム指標: 特定診療科の医療施設従事医師数の増加 

（各診療科において 10人増（H24→H34） 

  産婦人科：161人→171人  

小 児 科：224人→234人 

          救 急 科： 47人→ 52人 

麻 酔 科： 62人→ 72人 

事業の内容（当初計画） 特に医師が不足する診療科（特定診療科）の医局が中心となり、医

学生・研修医を対象とした診療科の魅力を伝える研修会等の開催や、

関連学会への出席を支援。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

４診療科の研修会及び講演会参加者数 300人 

アウトプット指標（達成値） 研修会及び講演会参加人数 532人（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

特に医師が不足する診療科の魅力を発信し、延べ 500 名ほどの出席

があったことで、将来的にこれらの診療科へ進むことを検討する医学

生等が増えた。 

（２）事業の効率性 

県内唯一の医育機関に事業実施を委託することで、広く学生や研修

医へ周知できた。 

その他  
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事業の区分 ３．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.21】 

 特定診療科医師研修資金貸付金事業 

【総事業費】 

14,400 千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

当県の人口 10 万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9 人（全国 37

位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態と

なっている。 

特に、産婦人科、小児科、救急科及び麻酔科の医師不足感が大きいこ

とから、当該診療科医師の増加・診療科偏在の解消が必要である。 

事業の内容（当初の目標値） 将来、県内の医療機関において特定診療科の専門医として勤務し、地

域医療に貢献する意思のある専攻医に対して、研修資金の貸付けを行う。

専門医認定後に一定期間、県内医療機関で特定診療科の専門医として勤

務した場合は返還を免除する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

特定診療科医師への新規貸付人数：８人 

アウトプット指標（達成値） 特定診療科医師への貸付け 新規 ３人、継続 ６人 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

特に医師が不足する診療科の医師を確保するため、県内勤務を返還免

除条件とすることにより、将来的な医師の確保ができたと考えられる。 

（２）事業の効率性 

 大学医学部を初め、県内の基幹型臨床研修病院へ周知したことにより、 

特に医師が不足する診療科へ進むことを検討している医学生及び研修医 

への意識づけができたと考える。 

その他 貸付人数が目標値を下回った理由 

・貸付希望者が３人しかいなかったため。 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.22（医療分）】 

女性医師等就労環境改善事業 

【総事業費】 

32,965千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 病院 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

人口 10 万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9 人（全国 37 位）

と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態とな

っている状況で、医師国家試験の合格者に占める女性の割合は約 1/3

となるなど、女性医師の占める割合が増加しているが、本県では女性

医師割合が 17.9％(平成２８年度)にとどまっている。 

女性医師等の再就業が困難な大きな要因として、就業前の乳幼児の

子育て等があることから、家庭と仕事を両立できる働きやすい職場環

境を整備する必要がある。 

アウトカム指標：医療施設従事女性医師割合の増加 

         18.0％（H28調査）→19.1％（H35調査） 

事業の内容（当初計画） 女性医師に限らず、全ての医師が働きやすい職場環境を整備する病院

の取組みを支援し、医師の離職防止や再就業の促進を図る。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・宿日直免除等の就労環境整備により勤務する女性医師数 10人以上 

 

アウトプット指標（達成値） 宿日直免除等の就労環境整備により勤務する女性医師数 

 46人（30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

子育て等でフルタイム勤務できない女性医師等の勤務条件を調整す

ることにより、働き続ける環境を整備するとともに、代務医を確保す

ることで他の医師の負担軽減をし、医師全体の負担軽減を促進した。 

（２）事業の効率性 

すでに実施している医療機関の事例を紹介することにより、勤務環

境改善の取り組みを周知することができた。  

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.23（医療分）】 

初期臨床研修医等確保対策事業 

【総事業費】 

9,571千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（一部岐阜県病院協会及び民間企業へ委託）、病院 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県の人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全国 37

位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態

となっている。地域医療を確保するためには、臨床研修医を県内定着

させる必要がある。 

アウトカム指標：人口 10万人対医療施設従事医師数の増加 

         208.9人（H28調査）→235.9人（H35調査） 

事業の内容（当初計画） ・医学生向けの臨床研修病院合同説明会を開催するとともに、全国規 

模で開催される民間主催の合同説明会へ岐阜県病院群として出展。 

・民間Ｗｅｂサイトを活用し、岐阜県の現状や施策を紹介。 

・臨床研修病院が行う臨床研修の魅力向上策に係る経費を支援。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・臨床研修医のマッチング数（内定者数） 130人以上 

 

アウトプット指標（達成値） 臨床研修医のマッチング数（内定者数）145人（H30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

県内外の医学生を対象とした県内臨床研修病院（全 24 施設）による

合同説明会の実施し、全国規模の民間主催の臨床研修病院合同説明会

へ「岐阜県病院群」として県内臨床研修病院をまとめ、参加すること

で県内外の医学生へ岐阜県での就業についてのＰＲを図ることができ

た。 

（２）事業の効率性 

 県内 24 の臨床研修病院が中心となり、県内臨床研修病院合同説明会

の開催し、全国規模の合同説明会に参加することで岐阜県全体として

医学生の県内就業への定着に係る取り組みを実施できた。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.24 】 

女性医師等就労支援事業 

【総事業費】 

2,529 千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜県医師会に委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニーズ 人口 10 万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9 人（全国 37 位）

と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態とな

っている状況で、医師国家試験の合格者に占める女性の割合は約 1/3

となるなど、女性医師の占める割合が増加しているが、本県では女性

医師割合が 17.9％(平成２８年度)にとどまっている。 

女性医師等の再就業が困難な大きな要因として、就業前の乳幼児の

子育て等があることから、家庭と仕事を両立できる働きやすい職場環

境を整備する必要がある。 

アウトカム指標：医療施設従事女性医師割合の増加 

         18.0％（H28調査）→19.1％（H35調査） 

事業の内容（当初計画） 女性医師に限らず、全ての医師が働きやすい職場環境を整備する病院

の取組みを支援し、医師の離職防止や再就業の促進を図る。 

アウトプット指標（当初の目

標値） 

研修会・講演会の参加者数 200人 

アウトプット指標（達成値） 研修会・講演会の参加者数 349人（30年度） 

事業の有効性・効率性 事業終了後 1 年以内のアウトカム指標：医療施設従事女性医師割合

の増加 18.0％（平成 26 年調査） 

（１）事業の有効性 

 事業開始前は、女性医師等の相談窓口は未整備であったが、地域の

医師会等に徐々に設置されており、事業効果が表れている。 

（２）事業の効率性 

 医学生や研修医等早い段階からの啓発を行うなど、更なる実効性を

確保するよう事業内容の見直しを随時行いながら事業を実施してい

る。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.25（医療分）】 

新人看護職員研修事業 

【総事業費】 

3,451千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 医療機関、岐阜県（公益社団法人岐阜県看護協会へ委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

新人看護職員が基本的な臨床実践能力等を学ぶことで、看護の質向

上を図るとともに、早期の離職を防止し、人材の確保・定着を図るこ

とが必要である。 

また、新人看護職員の教育に携わる職員は、新人看護職員が直面す

る技術的、心理的困難状況を理解し、適切に指導を行うことにより、

新人看護職員のストレスを軽減、就業意欲向上につなげる必要がある。 

アウトカム指標：県内就業看護師等人数の増加（人口 10万人対） 

1,185人（H26年末）→1,261人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） ・医療機関で新人看護職員の教育に携わる職員(教育担当者、実地指導 

者)に対し、それぞれの課題に即した研修会を実施する。 

・県内病院の新人看護職員を対象に、合同で新人看護職員研修を実施 

する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・指導者研修参加人数 200人 

・新人看護職員研修参加人数 40人 

アウトプット指標（達成値） 各医療機関の新人看護職員研修の指導体制を充実させることで、県

内の看護師の質の向上と新人看護職員の離職防止を図る。 

（30年度） 

・指導者研修参加人数 218人／年 

・新人看護職員研修参加人数 24人／年 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

自施設で研修が完結できない医療機関に対して、新人看護職員を

対象とした合同研修を開催し、新人看護職員の早期離職防止と看護

の質向上を図ることができた。また、新人看護職員研修を担当する

教育担当者、実地指導者に対する研修を実施することで、県内医療

機関における研修レベルの維持・向上を図った。 

（２）事業の効率性 

新人看護職員を対象とした合同研修の開催、指導者への研修実施

により、新人看護職員を対象とした研修体制の整備が図られてい

る。 

今後、更なる制度の利用拡大を促す。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.26】 

看護師実習指導者講習会開催事業 

【総事業費】 

630千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

全県域 

事業の実施主体 岐阜県（公益社団法人岐阜県看護協会へ委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

県内の病院等で勤務する看護師は不足しており、その解消手段の一

つとして看護学生の養成は不可欠である。 

看護学生は、実習病院等への就職を希望することが多く、指導力が

ある魅力的な実習指導者の存在は県内病院等への就職の誘因となるこ

とから、実習指導者が、看護学生個々の特性や能力、心理状況に応じ

た適切な指導を実践するための知識と技術を習得することができる研

修が必要である。 

アウトカム指標：県内就業看護師等人数の増加（人口 10万人対） 

1,185人（H26年末）→ 1,261人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） 実習指導者として必要な知識および技術を習得するための講習会を

実施。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・講習会修了者数 90人 

 ※看護全般（特定分野以外）60人、特定分野 30人 

アウトプット指標（達成値） 指導力のある実習指導者を養成し、臨地実習指導体制及び看護学生

指導を充実することで、看護師就業者数の増加につなげる。 

講習会修了者数 76人（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

   病院の実習指導者となる看護職員を対象とした講習会を 

実施することで、臨地実習の実習指導体制の整備と指導内容の充実

を図り、県民のニーズに対応できる看護職員の育成・確保を図った。 

（２）事業の効率性 

  厚生労働省の定めるカリキュラムに従い講習会を開催すること 

で、県内医療機関での実習指導レベルの維持・向上を図っている。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.27（医療分）】 

看護人材現任者研修事業 

【総事業費】 

1,000千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 医療機関、岐阜県（公益社団法人岐阜県看護協会へ委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

医療の高度化や専門家に対応できる看護職員を育成するためには、

看護教育の質の向上、指導体制の充実が必要であり、現状に見合った

教育と指導ができる看護専任教員を育成することが必要である。 

また、誰もが最後まで住み慣れた地域で生活を続けるためには、地

域の診療所の患者に必要な医療・看護を提供することが必要であるが、

その中において、診療所等に勤務する准看護師は地域医療の担い手と

なっている。高齢化が進む中、患者は複数の疾患をもっていることが

多く、地域医療の担い手となるには、それらの疾患について最新の情

報を学ぶことが必要である。 

アウトカム指標：県内就業看護師等人数の増加（人口 10万人対） 

1,185人（H26年末）→1,261人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） ・看護師等養成所の専任教員や実習指導者講習会修了者を対象に、よ 

り専門的な教育実践能力を高める研修会を開催する。 

・地域医療を担う診療所等に勤務する准看護師を対象に、医療環境の 

変化に対応した業務能力向上のための研修会を開催する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・研修参加者数 550人 

アウトプット指標（達成値） 看護教育の充実、看護職員のキャリアアップの機会を提供すること

により、看護職員の定着・確保を図る。 

研修参加者数 275名(平成 30年度) 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

      看護師等を養成している看護教員及び実習指導者である看護職

員を対象とした講習会を実施することで、医療の高度化や専門化

の実習指導体制の整備と指導内容の充実を図り、県民のニーズに

対応できる看護職員の育成・確保を図った。 

（２）事業の効率性 

      就業者が参加しやすいよう日程調整するとともに、准看護師対 

象研修は県内の認定看護師を講師とし、講義内容のレベル維持・ 

向上を図っている。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.28】 

助産師実践能力強化支援事業 

【総事業費】 

860千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

全県域 

事業の実施主体 岐阜県（公益社団法人看護協会へ委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

周産期医療を担う産科・産婦人科医の地域偏在と、高度医療機関で

の正常分娩の減少により、助産師の実践能力を向上させるための機会

が縮小しており、また、助産師が少ない医療機関では、助産師の実践

能力の向上に向けた教育体制が充実できていない現状があることか

ら、実践能力向上の機会を設ける必要がある。 

アウトカム指標：県内就業助産師数の増加（人口 10万人対） 

29.4人（H26年度末）→ 32.4人（H30年度末）  

事業の内容（当初計画） 助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）活用ガイド（日本看護

協会出版）を活用し、助産能力を高める研修を実施。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・研修会参加者数 120人 

 

アウトプット指標（達成値） 助産師としてキャリアを積み、実践能力を向上させることが、仕事

へのモチベーション維持、定着につながる。 

研修会参加者数 234人（39人×6回）（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

助産実践能力習熟段階の基礎的知識を持つ助産師が、レベ

ルⅢ認証申請に必要な研修を受講することにより、助産実践

能力の強化ができる。また、助産師は自信をもって、妊産婦・

褥婦や新生児に対して、良質で安全な助産とケアの提供がで

きる。 

（２）事業の効率性 

  「助産実践能力習熟段階（クリニカルラダー）活用ガイド」 

（日本看護協会出版）を活用し、さらに受講希望者のニーズを 

把握して講習会を開催することで、助産実践能力強化につなが 

る研修を実施している。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.29】 

看護師等養成所運営事業（民間分） 

【総事業費】 

121,455千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 民間立看護師等養成所 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

少子高齢化等に伴う医療・看護ニーズの増加に対し、県内医療機関

や高齢者施設等で勤務する看護職員は不足しており、今後も看護師等

養成所における看護職員養成と安定的供給は必要不可欠なものであ

る。 

アウトカム指標：県内就業看護師等人数の増加（人口 10万人対） 

1,185人（H26年末）→1,261人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） 民間看護師等養成所の運営に対し補助する。 

 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・補助を行う養成所数 10校 

 

アウトプット指標（達成値） 新たに看護師等を養成することで、県内医療機関等で就業する看護

職員の確保を図る。 

補助を行った養成所数 10校（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

看護職員確保対策の一環として、看護師等養成所の運営に要する

経常的な経費を補助することで、看護師等の確保と看護教育の質の

向上を図ることができた。 

（２）事業の効率性 

  養成所の安定した運営が可能となり、看護師等の安定供給が可 

能となっている。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.30（医療分）】 

看護学生県内定着促進事業 

【総事業費】 

6,020千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

全県域 

事業の実施主体 県内の大学及び短期大学 

 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

高齢化の進展や医療の高度化・専門化に伴い看護職員の需要が増大

する中、県内看護職員の確保・定着は大きな課題となっている。 

県内大学及び短期大学の看護学生には県外から進学している学生も

いるが、卒業後にＵターン就職する者も少なくないことから、県内看

護職員の確保・定着の一環として、県内看護学生の県内就業を促進す

るとともに、就業した卒業生の離職防止が必要である。 

アウトカム指標：大学・短期大学からの県内看護職就業者数の増加 

50.0％(H28) → 53.2％(H30)  

事業の内容（当初計画） 県内病院の特色、魅力を伝えるため県内の医療機関の見学や、就業

の意欲向上、離職防止のために在学生と県内病院で活躍する卒業生と

の交流を行う等、県内の大学及び短期大学が行う、看護学生等の県内

定着と新卒者の離職防止のための事業に必要な人件費等の経費に対し

助成を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

補助金を交付した大学等数：３ヶ所 

アウトプット指標（達成値） 看護学生等の県内定着促進に取り組む大学等が増加し、看護学生の

県内定着及び新卒者の離職防止の取組支援を強化することで、看護職

員の定着及び確保を図る。 

補助金を交付した大学等数 ３ヶ所（平成 30年度） 

 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

県内の大学及び短期大学が行う看護学生の県内就業促進と県内

に就業した卒業生の離職防止を目的とした事業を支援することで、

県内に就業する看護職員の確保が図られた。 

（２）事業の効率性 

医療機関に看護職員として就業した卒業生と在学生の交流を図 

るなど継続的に事業を実施することで、在学生が県内病院への就 

職に継続的に関心を高めることが期待できる。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.31（医療分）】 

ナースセンター拡充事業 

【総事業費】 

15,577千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（公益社団法人岐阜県看護協会へ委託） 

事業の期間 平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

少子高齢化に伴い、県内医療機関及び高齢者施設等の看護人材を安

定して確保していくことが必要であることから、看護職員の確保が困

難な地域における人材定着、潜在看護人材の就業促進を図るため、離

職した看護師等への復職支援を行う必要がある。 

アウトカム指標：県内就業看護師等人数の増加（人口 10万人対） 

1,185人（H26年末）→1,261人（H30年末）  

事業の内容（当初計画） ○離職した看護師等への復職支援を行うナースセンター機能を強化す 

るため、多治見支所、西濃サテライト、飛騨サテライトを設置し、 

無料職業紹介の他、再就業支援研修の紹介、ナースセンター事業の 

ＰＲ活動等を行う。 

○看護師等有資格者の離職時届出を確実に行うため、周知活動、登録

方法等問合せへの対応を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

ナースセンター多治見支所を通じた就職者数  

44人(H27年度) → 53人(H30年度) 

アウトプット指標（達成値） 離職した看護師等への復職支援を行うことで、看護職員の確保を図る。 

ナースセンター多治見支所を通じた就職者数  

44人(平成 27年度) → 43人(平成 30年度) 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

多治見支所において、職業相談、再就業支援研修の紹介、無料職

業紹介を行うことで、東濃地域の看護職員を潜在化させることな

く、人材の確保を図ることができた。 

（２）事業の効率性 

   県内ハローワークとの連携による職業紹介の中で、需要が高い 

と見込まれた東濃地域に支所を開設することで、効率的に 

看護職員の確保を図ることが可能となっている。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.32（医療分）】 

看護職員等就業促進研修事業 

【総事業費】 

4,996千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（公益社団法人岐阜県看護協会へ委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

医療機関等における看護人材不足を補うためには、育児等で離職し

た看護人材の復職を促進することが必要である。看護師等の復職と復

職後の定着を図るためには、事前に充実した研修を受けることができ

るよう体制を整備し、不安を軽減することが必要である。 

アウトカム指標：研修参加者の復職率 

60.8％（H27年度）→ 63％以上（H30年度）  

事業の内容（当初計画） 看護職員または看護補助者として、就業（復職）を希望する者を対

象とした研修会を医療機関等において実施する。また、訪問看護ステ

ーションにおいて新たに雇用した看護師に対し、随行研修等の OJT研

修を実施する。 

 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

医療機関研修 10件 40人 

訪問看護ステーション研修 7人 

 

アウトプット指標（達成値） 医療機関及び訪問看護ステーションにおける再就業研修を充実させ

ることで、看護職員の離職を防止し、確保・定着を図る。 

（30年度） 

 医療機関研修 19件（39人） 

 訪問看護ステーション研修 13人 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

就労を希望する看護職員又は看護補助者が安心して就業できる

よう、医療機関における研修を実施することで看護人材の定着・確

保が図られた。 

（２）事業の効率性 

就業前に希望する医療機関等で研修を受けることができ、就業 

に対する不安を軽減することで、定着・確保を図ることができる。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.33（医療分）】 

発達障がい児者支援者養成研修事業 

 

【総事業費】 

385千円 

事業の対象となる医療介護総

合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニーズ 発達障がいに関する相談や診療に対するニーズは、年々高まってお

り、それに従事の核となる医療従事者等の養成に対するニーズが高ま

っている。 

アウトカム指標：発達障がい児者専門外来等診療件数 

16,556 人（H25 年度）→23,267 人（H30 年度） 

事業の内容（当初計画） ○発達障がい支援医療従事者研修事業 

国が指定する研修を受けた医師等が病院を訪問し、看護師等、医 

療現場において発達障がい者と接する医療従事者に対し、発達障が 

いの特性等を踏まえた研修を行う。 

○発達障がい児者支援指導者養成研修事業 

発達障害者支援センターのぞみや希望が丘こども医療福祉センタ

ーにおいて発達障がい児支援業務に携わる職員（医療従事者等）を、

先進的な取り組みを行っている施設等へ派遣する。 

○発達障がい児者支援実地研修事業 

専門家を福祉施設等に派遣し、発達障がい児者支援に携わる医療

従事者等に対し、実地での研修を行う。 

アウトプット指標（当初の目

標値） 
・発達障がい支援医療従事者研修受講者数 40 名程度 

・発達障がい児者支援指導者養成研修参加者数 ４名程度 

・発達障がい児者支援実地研修実施施設数 ７施設程度 

アウトプット指標（達成値） 平成３０年度 

○発達障がい支援医療従事者研修事業 

  受講者数：９１名（訪問型４９名、参集型４２名） 

○発達障がい児者支援指導者養成研修事業 

  参加者数：４名 

○発達障がい児者支援実地研修事業 

  実施施設数：３施設 

事業の有効性・効率性 （１） 事業の有効性 

 発達障がいに関する相談や診療に対するニーズは年々高まっている

中、研修を通じて地域の医療機関（かかりつけ医）等の機能を強化し、
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発達障がいをもつ方が身近な地域で相談できる体制が徐々に整備され

てきている。 

（２） 事業の効率性 

 医療機関や福祉施設等と連携し、実際に発達障がい児者に接してい

る医療従事者等に対して研修を行うことで、効率的に在宅医療等を担

う人材の養成を実施している。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.34（医療分）】 

医療勤務環境改善支援センター事業 

【総事業費】 

4,162千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

全県域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

医療従事者の勤務環境が厳しい中、質の高い医療サービスを継続的

に提供するためには、医療従事者が安心して働くことができる職場環

境整備が大変重要である。そのため、病院が行う医療従事者の勤務環

境改善を支援し、職員の確保・定着の促進を図ることが必要である。 

アウトカム指標：県内就業医療従事者数の増加（人口 10万人対） 

1,388人（H26年末）→1,478人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） 医療従事者の勤務環境改善を促進するための拠点として、「医療勤務

環境改善支援センター」を設置・運営し、相談・助言・啓発活動等を

行い、医療機関が主体的に取り組む勤務環境改善を支援する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・センターの支援により医療勤務環境改善計画を策定する医療機関数 

19病院 

アウトプット指標（達成値） 医療機関の主体的な勤務環境改善の取組みを後押しすることで、医

療従事者の確保・定着の促進を図る。 

センターの支援により医療勤務環境改善計画を策定する医療機関数

（モデル病院数） 20病院（平成 30年度末） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

モデル病院の支援や戸別訪問による相談・助言・啓発活動を行う

ことで、医療機関の主体的な勤務環境改善の取組みが進んだ。 

（２）事業の効率性 

  研修会において、モデル病院が成果を挙げていると力みや活動 

状況を報告してもらい、他の医療機関へ情報共有することにより、 

効率化が図られている。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.35（医療分）】 

病院内保育所運営事業 

【総事業費】 

71,402千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

全県域 

事業の実施主体 県内の医療機関 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

看護職員の再就業が困難な大きな要因として、就業前の乳幼児の子

育て等があることから、家庭と仕事を両立できる働きやすい職場環境

の整備が必要である。 

アウトカム指標：県内就業医療従事者数の増加（人口 10万人対） 

1,388人（H26年末）→1,478人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） 病院及び診療所の看護職員等の離職防止及び再就業促進を目的とし

て、病院内保育所設置者に対する保育士等の人件費補助を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・県内の病院内保育所数 61ヶ所 

アウトプット指標（達成値） 県内の病院内保育所の設置を促進し、子育て中の医療従事者の離職防

止や復職支援を強化する。 

 59ヶ所（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

病院内保育所設置者に対する保育士等の人件費補助を行うこと

で、病院等の院内保育所設置を促進し、看護職員等の離職防止と再

就業促進を図った。 

（２）事業の効率性 

  病院内保育所の安定した運営が可能となり、看護職員等 

の離職防止と再就業の促進に役立っている。今後も、病院内保育 

所を設置する病院が増加するよう制度の周知を図っていく。 

その他  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



52 

 

 

事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.36（医療分）】 

中山間・へき地医療支援事業 

【総事業費】 

15,039千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 病院 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県は、人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全国

37 位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状

態となっており、加えて医師の地域偏在も存在している。 

中核病院が中山間・へき地に医師を派遣しやすい体制の整備支援、

各圏域の中核病院から派遣される医師数の増加、医師の地域偏在の緩

和が求められている。 

アウトカム指標：人口 10万人対医療施設従事医師数の増加 

         208.9人（H28調査）→235.9人（H35調査） 

事業の内容（当初計画） 各５圏域における中核病院等が、中山間・へき地医療を支えるため、

医師等を中山間・へき地の医療機関（へき地診療所を除く）に派遣し、

診療支援を行う場合に必要となる人件費等に対し補助し、医師の地域

偏在の緩和を図る。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・派遣される医師数 16人以上 

アウトプット指標（達成値） ・派遣される医師数０人（平成 25年度）→11人（平成 26年度） 

→13人（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

中核病院から中山間・へき地に立地する医療機関に対し、医師の派

遣が実施されたことで、中山間・へき地における診療体制が強化され、

地域医療の確保が図られたと考える。 

（２）事業の効率性 

 制度の創設により、医師の派遣元病院の財政的負担が軽減され、新

たな医師派遣が促進され、派遣される医師や診療科も増加した。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.37（医療分）】 

地域医療確保施設設備整備事業 

【総事業費】 

14,350千円 

事業の対象となる医療介護総合

確保区域 

県全域 

事業の実施主体 市町村（一部事務組合を含む） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

背景にある医療・介護ニーズ 本県は、人口 10万人当たりの医療施設医師数は 208.9人（全国 37位）

と、全国平均数 240.1人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態となって

おり、加えて医師の地域偏在も存在している。 

偏在を解消するためには、地域の実情に応じた対策を行う必要がある。 

アウトカム指標：人口 10万人対医療施設従事医師数の増加 

         208.9人（H28調査）→235.9人（H35調査） 

事業の内容（当初計画） 主として医師の確保を目的として、市町村（一部事務組合を含む）が実

施する地域医療確保策（ハード事業）に対して補助を行う。 

【対象事業例】 

・医師等の施設、住宅の整備事業 

・医療機器等の設備整備事業 

（着任予定医師又は医師の招へいに際し、当該者から赴任の条件 

とされる設備環境について整備する事業） 

アウトプット指標（当初の目標

値） 

・施設設備整備実施市町数 ２市町村 

アウトプット指標（達成値） （平成 27年度） 

医師確保を目的とした施設設備整備実施市町村数：4市 

（平成 28年度） 

医師確保を目的とした施設設備整備実施市町村数：4市 

（平成 29年度） 

医師確保を目的とした施設設備整備実施市町村数：3市 

（平成 30年度） 

  医師確保を目的とした施設設備整備実施市町村数：4市 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

新たな医師の赴任に必要な医療機器等の施設設備整備に支援すること

により、市町村が独自に実施する医師確保等の地域医療確保策を促進する

ことができた。 

（２）事業の効率性 

 県内各圏域の保健所を通じて事業の照会を行うことにより、適切に地 

域のニーズをくみ取ることができたと考える。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.38（医療分）】 

医師派遣支援事業 

【総事業費】 

9,375千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 病院 

事業の期間 
平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 
本県の人口 10 万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9 人（全国 37

位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状態と

なっているなかで、医師の多い医療機関と医師確保が困難な医療機関

が存在しており、医師の偏在の解消が必要。 

アウトカム指標：人口 10 万人対医療施設従事医師数の増加 

         208.9 人（H28 調査）→235.9 人（H35 調査） 

事業の内容（当初計画） 比較的医師の多い医療機関（以下「派遣元医療機関」）と医師確保が

困難な医療機関があることから、県が派遣の可否及び受入れ希望につ

いて照会を行い、県が最終的な医師の派遣決定を行う。派遣元医療機

関に対しては、医師を派遣することによる逸失利益相当額を県が補助

する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・医師派遣数 ２人程度 

アウトプット指標（達成値） （平成 30年度） 

地域中核病院からの派遣医師数：1施設から 1.25名 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

地域の中核病院から 1.25名の医師が派遣され、派遣先となる病院で

の診療体制が強化されたことにより、その地域全体の医療体制の確保

に寄与できた。 

（２）事業の効率性 

 派遣元医療機関に逸失利益相当額を支援することにより、新 

たな医師の派遣体制を構築できる可能性が広がった。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.39（医療分）】 

へき地医療従事者移動手段確保支援事業 

【総事業費】 

2,060千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 市町村 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

本県は、人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は 208.9人（全国

37 位）と、全国平均数 240.1 人を大きく下回り、医師不足は深刻な状

態となっており、県内すべてのへき地診療所に常勤医師が確保できな

い状況にある。 

へき地の医療体制を維持するため、へき地における医療従事者の負

担を軽減する必要がある。 

アウトカム指標：常勤医師の勤務するへき地診療所数 

37か所（平成 29年度）→ 維持（平成 35年度） 

事業の内容（当初計画） へき地医療における医療従事者の移動の手段を確保し、及び当該移

動に係る負担の軽減を図るため、へき地診療所を設置する市町村が行

う医療従事者移動用自動車の整備に係る事業に要する経費に対し、補

助を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・施設設備整備実施市町数 ２市町村 

アウトプット指標（達成値） 県内３か所のへき地医療機関が当該事業を活用し移動用自動

車を購入。（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

 へき地医療機関は遠方の病院やへき地医療拠点病院などから

医師の派遣を受けなければ診療体制を維持できず、また、医療機

関によってはへき地診療所間で医師の派遣を融通するなどして

おり、医師の送迎や往診などの移動手段を確保して、へき地医療

体制を確保することができた。 

（２）事業の効率性 

 へき地医療機関の交通手段は公共交通に頼ることが出来ず、自 

ずと移動手段は自動車しかない。燃費の向上した自動車や地域の 

事情にあわせた四輪駆動車を確保でき、効率的に医師の送迎や往 

診が可能となった。  

その他  

 



56 

 

 

事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.40（医療分）】 

看護師特定行為研修支援事業 

 

【総事業費】 

1,528千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 県内の医療機関 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

2025 年に向け、さらなる在宅医療等の推進を図るため、特定行為を

行う看護師を計画的に養成することが必要。 

アウトカム指標：特定行為ができる看護師数 

        ５名（H29年度末）→ 40名（H35年度末） 

事業の内容（当初計画） 医療機関が負担した看護師特定行為研修の受講に係る経費に対して

助成する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・県内の看護師特定行為研修修了者数 10名 

アウトプット指標（達成値） 特定行為研修の受講を促進し、特定行為研修修了看護師を増や

すことにより、県地域医療を担う特定行為ができる看護師を増や

していく。 

（30年度）補助対象者 8名 

  ＊県内の看護師特定行為研修修了者数 14名（平成 30年度末） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

  医師の判断を待たずに手順書により特定行為を行うことがでい

る看護師を養成することは、在宅医療等の推進を支えていく看護

師の養成に繋がった。 

（２）事業の効率性 

  研修受講者を支援する医療機関に対し補助することによって、 

組織として、地域医療を担う看護師育成の体制を構築することが 

できる。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.41（医療分）】 

病院内保育所施設整備事業 

【総事業費】 

3,455千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

全県域 

事業の実施主体 県内の医療機関の設置者 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

医療従事者の結婚や子育てによる離職を防止し、また復職を支援で

きるよう病院内に保育所を設置することが有効。 

アウトカム指標：県内就業医療従事者数の増加（人口 10万人対） 

1,388人（H26年末）→1,478人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） 病院及び診療所の看護職員等の離職防止及び再就業促進を目的とし

て、病院内保育所設置者に対し、整備に対する補助を行う。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・県内の病院内保育所数 61ヶ所 

アウトプット指標（達成値） 県内の病院内保育所の設置を促進し、子育て中の医療従事者の離職防

止や復職支援を強化する。 

 59ヶ所（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

   病院内保育所の施設整備に係る事業費の助成を行うことで、病

院等の院内保育所設置を促進し、看護職員等の離職防止と再就業

促進を図った。 

（２）事業の効率性 

      病院内保育所の安定した運営が可能となり、看護職員等の離職

防止と再就業の促進に役立っている。今後も、病院内保育所を設

置する病院が増加するよう制度の周知を図っていく。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.42（医療分）】 

訪問看護事業所等専門・認定看護師派遣研修

事業 

【総事業費】 

2,600千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

全県域 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜県看護協会へ委託） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

訪問 地域包括ケアシステム体制の構築に向けて、訪問看護事業所等におけ

る看護職員の需要が高まっている。 

訪問看護には、高度な技術・判断力が求められる一方、能力向上の機 

会が乏しいことから、さらなる在宅医療の推進のため、研修・教育体系 

を整備することが必要。 

アウトカム指標：県内就業看護師等人数の増加（人口 10万人対） 

1,185人（H26年末）→ 1,261人（H30年末） 

事業の内容（当初計画） 研修の機会が得にくい訪問看護事業所等で働く看護職員を対象に、

専門看護師・認定看護師が出向いて、施設の個々の課題に即した実践

的な講習会を実施する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・講習会開催施設 30施設 

 

アウトプット指標（達成値） 地域医療の推進に伴う看護師の資質向上に取り組み、地域医療提供

体制の強化充実を図るため、施設の個々の課題に即した実践的な講習

会を実施する。 

講習会開催施設 30施設（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

 研修の機会が得にくい訪問看護事業所等で働く看護職員を対象に、

専門看護師・認定看護師が出向いて、施設の個々の課題に即した実践

的な講習会を実施することで、施設等に勤務する看護職員の資質向上

及び、地域医療提供体制の強化・充実を図った。 

（２）事業の効率性 

 県内の専門・認定看護師を講師としていることで、地域看護におけ 

る相互理解も深まっている。また施設においては、研修で得た知識・ 

技術を実践し一定の実践期間の後、講師による評価を受けることで、 

地域医療提供体制の強化・充実につながる研修を実施している。 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.43（医療分）】 

歯科技工士・歯科衛生士復職支援事業 

【総事業費】 

1,250千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜県歯科医師会） 

事業の期間 平成 30年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

急速な高齢化が進む中、歯科医療機関での受診が困難な在宅療養者

の増加が予想されているが、県内歯科医療機関の人材は不足している。 

新卒採用だけでは不足を補うことができず、訪問歯科診療できる歯

科衛生士等も確保できないことから、離職した歯科衛生士等の復職支

援を行う必要がある。 

アウトカム指標：県内の就業歯科衛生士数の増加 

2,595人（H28年） → 増加（H30年） 

事業の内容（当初計画） 結婚、出産、育児、介護等で歯科医療現場から離職した歯科技工士・

歯科衛生士の復職を支援するための研修会や啓発活動を実施する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

・研修参加人数の増加 

歯科衛生士 46人（H28年度） → 増加（H30年度） 

歯科技工士 6人（H28年度） → 増加（H30年度） 

アウトプット指標（達成値） （平成３０年度） 

歯科技工士・歯科衛生士研修会参加人数 ３６人 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

 結婚、出産等の理由から離職した方の多くは、日進月歩の歯科

医療に対応できるか不安を抱えているため、復職に必要な知識・

技術を習得させるための研修会を実施し、復職への不安を軽減し

た。 

 

（２）事業の効率性 

 経験豊かな歯科技工士、歯科衛生士を掘り起し、現場復帰させ 

ることで県民に対し、より質の高い歯科医療を提供することが出 

来た。 

その他  
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１．事後評価のプロセス 

（１）「事後評価の方法」の実行の有無 

 事後評価の実施にあたって、都道府県計画に記載した「事後評価の方法」に記載した事項

について、記載どおりの手続きを行ったかどうかを記載。 

 

□ 行った 

 ■ 行わなかった 

  岐阜県医療審議会（令和 2 年 2 月開催）において報告を実施し、総合的な観点で 

評価を行う。 

 

２．目標の達成状況 

 
平成29年度岐阜県計画に規定する目標を再掲し、平成30年度終了時における目標の達成状

況について記載。 

 

■岐阜県全体 

１．目標 

岐阜県では、平成 26・27年度計画において、地域における医療及び介護を総合的

に確保するための基本的な方針（以下「基本方針」という。）で対象事業とされてい

る５つの事業区分を、計７つの柱として事業を実施してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度計画においては、これまでの２年の経過と平成 28 年７月に策定した

地域医療構想を踏まえ、地域における医療及び介護の総合的な確保を図るため、「効

率的かつ質の高い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」を達成

するよう、各種事業に取り組み、どの地域にあっても切れ目のない医療・介護の提

供を受けることができ、地域において安心して生活できることを目標とする。 

 

Ⅰ 病床機能の分化・連携の推進 

Ⅱ 在宅医療・介護体制の充実 

Ⅲ 中山間・へき地医療体制の充実 

Ⅳ 障がい児者医療・福祉体制の強化 

Ⅴ 医療・介護従事者等の確保養成・勤務

環境改善 

Ⅵ 介護施設整備等の支援 

Ⅶ 介護人材確保対策・資質向上の推進 

①地域医療構想の達成に向けた医療

機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 

②居宅等における医療の提供に関す

る事業 

③介護施設等の整備に関する事業 

④医療従事者の確保に関する事業 

⑤介護従事者の確保に関する事業 
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① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標 

病床の機能分化・連携について、医療機関の自主的な取り組みや医療機関相互の

協議、また医療及び介護サービスの提供を受ける県民の理解のもとに、地域医療構

想が実現されるよう事業を展開する。 

特に、地域医療構想において、将来における回復期病床の必要量が約 3,600 床不

足すると試算されていることから、急性期病床及び慢性期病床からの病床の転換を

促進する。 

【目標値】    

  ・回復期病床への転換数  91床（平成 30年度） 

                                               

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

   県内に無医地区（またはそれに準じる地区）が１２地区存在する等、医療資源に

乏しい地区が存在していることや、へき地医療に従事する医師の疲弊や高齢化への

課題に対応するため、中山間地域やへき地の診療所等に対して拠点病院が人材派遣

を行うなどの体制を整備する。  

 【目標値】    

・中山間・へき地医療支援事業により派遣される医師数  

16人（平成 29年度） → 維持（平成 30年度） 

・へき地医療に関する研修会・講座の開催回数 

８回（平成 30年度） 

   ・同研修会・講座への参加者数 

80人（平成 30年度）  

   ・医学生セミナー参加者数   

10人（平成 30年度） 

 

④「障がい児者医療・福祉体制の強化」の目標 

医療的ケアを要する重度障がい児者が増加する一方、その在宅生活を支援する体

制は不十分であり、障がい児者医療推進体制の強化を図る。 

また、自閉症をはじめとする発達障がい児者が急増する一方、その診療・療育等

の支援体制は不十分であり充実を図る。 

 【目標値】    

・巡回訪問療育支援延べ実施回数 

0人（平成 25年度）→35回（平成 30年度末） 

・発達障がい児者専門外来等診療件数 

16,556人（平成 25年度）→ 20,000人（平成 30年度） 

 

⑤「医療従事者等の確保養成・勤務環境改善」の目標 

地域医療支援センター（岐阜県医師育成・確保コンソーシアム）等による医師確
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保や医師不足地域の解消、また、医療勤務環境改善支援センターや病院内保育所等

の運営による医療従事者等の勤務環境改善を図る。 

  【目標値】 

・人口 10万人対医療施設従事医師数 

208.9人（平成 28年） → 235.9人（令和 5年） 

・人口 10万対県内就業看護師等人数の増   

1,185人（平成 26年末）→ 1,261人（平成 30年度末） 

・勤務環境改善の取組を実施した病院数 

 17病院（平成 29年度末）→ 19病院（平成 30年度末） 

 

⑥「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第７期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

  【目標値】 

・地域密着型介護老人福祉施設 

1,221床（平成 29年度） → 1,225床（平成 30年度） 

・認知症高齢者グループホーム 

4,423床（平成 29年度）→ 4,441床（平成 30年度） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

11施設（平成 29年度） → 15か所（平成 30年度） 

・小規模多機能型居宅介護事業所  

84か所（平成 29年度） → 88か所（平成 30年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

8か所（平成 29年度） → 10か所（平成 30年度） 

 

⑦「介護人材確保対策・資質向上の推進」の目標 

介護の仕事の魅力を伝えることで、新たな人材の発掘・確保に努めるとともに、

介護職員の育児休暇取得、研修受講等への支援や介護技術を通じた交流機会の創出

など、勤務環境改善、やりがいや意欲向上につなげるための取り組みを通じて人材

の定着を促す。また、介護人材の育成に取り組む事業者等を認定するための制度を

創設し、「働きたい」「働きやすい」職場環境づくりの実現を支援する。 

             

 【目標値】    

  介護職員数 

  27,140人（平成 25年度）→ 32,563人（平成 29年度） 

   （※2025年に向けた介護人材に係る受給推計（確定値）） 
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２．計画期間 

  平成 29年４月１日～令和 32年３月 31日 

□岐阜県全体（達成状況） 

１）目標の達成状況 

 本県における目標指標の達成状況を以下により評価した。 

  

＜達成率の計算方法＞

(※）基準年次から最終目標年次まで、年数ごとに均等に増加（減少）した場合の最新年次の値

＜評価＞

　A：全体的に順調（達成率75%）

　B：比較的順調（達成率50%）

　C：一部努力を要する（達成率50%未満）

　D：全体的に努力を要する（達成率25%未満）

達成率（％）＝
(最新値－基準値）基準値からどれだけ増加したか

（最新値年次の目標値（※）－基準値）基準値からどれだけ増加させるか

　×１００

 

 
 

 

○病床機能の分化・連携の推進

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

回復期病床への転換数 ―
91床
 （平成30年度）

0床
（平成30年度末）

0.0% D

○中山間・へき地医療体制の充実

中山間・へき地医療支援事業により派遣される医
師数

16人
（平成29年度）

維持
（平成30年度）

１３人
（平成30年度）

81.3% A

へき地医療に関する研修会・講座の開催回数
8回
（平成29年度末）

8回
（平成30年度末）

３回
（平成30年度末）

37.5% C

同研修会、講座への参加者数
151人
（平成29年度末）

80人
（平成30年度末）

７７人
（平成30年度末）

96.3% A

医学生セミナー参加者数 10人
11人
（平成30年度）

100.0% A

○障がい児者医療・福祉体制の強化

巡回訪問療育支援延べ実施回数
０回
（平成25年度）

35回
（平成30年度末）

34回
（平成30年度末）

97.1% A

発達障がい児者専門外来等診療件数
16,556人
（平成25年度）

20,000人
（平成30年度）

23,267人
（平成30年度末）

100.0% A

○医療従事者等の確保養成・勤務環境改善

人口10万人対医療施設従事医師数
208.9人
（平成28年度）

235.9人
（令和5年度）

215.1人
（平成30年度）

人口10万人対県内就業看護師等人数
1,185人
（平成26年度末）

1,261人
（平成30年度末）

1,206人
（平成30年度末）

95.6% A

勤務環境改善の取組みを実施した病院数
１７病院
（平成29年度末）

19病院
（平成30年度末）

20病院
(平成30年度末）

100.0% A

岐阜大学医学部の地域
枠医師の卒業により増加
が見込まれる



   

5 

 

 

 

 

２）見解 

多くの指標において目標を達成しており、「効率的かつ質の高い医療提供体制の

構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向けて、どの地域にあっても切

れ目のない医療・介護サービスの提供を受けることができ、地域において安心して

生活できる環境の整備が進んでいる。 

一部、進捗に遅れの見られる事業については、事業効果を検証の上、計画の見直

しを行うとともに、必要に応じて他のアプローチの事業を実施するなど、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保のため、精力的に取組んでいく。 

 

 ３）目標の継続状況 

  ☑ 平成30年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

  □ 平成30年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■岐阜圏域 

１．目標 

岐阜圏域は、岐阜県の中南部に位置し、県庁所在地岐阜市を中心とした県内人口

の約４割（約 80万人）が集中する圏域で、県全体の病床数の約４割が集中している。 

圏域内には、岐阜大学医学部附属病院や岐阜県総合医療センターなどの基幹病院

が複数あり、人口１０万人当たりの医療施設従事医師数も県内で唯一全国平均を上

回るなど、医療機能が集中した圏域である。 

平均在院日数は、全国平均よりも短く、県内の他の圏域と比べても短い。 

また、高齢化が顕著に進行しているものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平

均、全国平均を下回り圏域別では最も低い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 275.3人（全国 246.7人）※ 

○介護施設整備等の支援

地域密着型介護老人福祉施設
1,105床
（平成30年3月）

1,225床
（平成30年度）

1,124床
（平成31年3月）

91.8% A

認知症高齢者グループホーム
4,376床
（平成30年3月）

4,441床
（平成30年度）

4,484床
（平成31年3月）

100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
11か所
（平成30年3月）

15か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

93% A

小規模多機能型居宅介護事業所
81か所
（平成30年度）

88か所
（平成30年度）

83か所
（平成31年3月）

94.3% A

看護小規模多機能型居宅介護事業所
7か所
（平成29年度）

10か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

100.0% A

○介護人材確保対策・資質向上の推進

介護職員数
27,140人
（平成25年度）

32,563人
（平成29年度）

31,413人
（平成29年度）

78.8% A
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○平均在院日数（平成 28年）…22.6日（全国 28.5日） 

○高齢化率（平成 30年）…27.4％（全国 27.6％） 

○後期高齢化率（平成 30年）…13.7％（全国 14.0％） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

①  「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

基幹病院が複数集積しており、地域医療構想の実現には、機能の重複を解消する

ことも必要となることから、医療機関の自主的な取組及び医療機関相互の協議によ

り進められる病床の機能分化・連携を支援する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 29 年度） 

 

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標整備数】 

・小規模多機能型居宅介護事業所 1か所 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所  1か所 

 

 

２．計画期間 

  平成29年4月1日～令和32年3月31日 

 

□岐阜圏域（達成状況） 

 【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

２）見解 

 回復期病床への転換等おおむね計画通りに進んでいる。引き続き地域包括ケアシステ 

岐阜圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

回復期病床への転換数 ―
1病院

 （平成30年度）
0病院

（平成30年度）
0% D

地域密着型介護老人福祉施
設

388床
（平成29年度）

446床
（平成30年度）

427床
（平成31年3月）

95.7% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

35か所
（平成29年度）

37か所
（平成30年度）

35か所
（平成31年3月）

94.6% A

看護小規模多機能型居宅介
護事業所の床数

2か所
（平成29年度）

3か所
（平成30年度）

3か所
（平成31年3月）

100.0% A
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ムの構築が課題であり、今後も「介護施設整備等の支援」に関する事業の着実な実施に 

より地域密着型サービス施設等の整備を行うなど、環境の整備に努める。 

   

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成30年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成30年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

■西濃圏域 

１．目標 

西濃圏域は、岐阜県の西南端に位置し、東部は岐阜圏域と愛知県に、西部は三重

県、滋賀県、福井県とに隣接している。圏域人口は約３９万人で、圏域中央部は中

京・関西・北陸を結ぶ交通の要衝となっており、県内最大の病床数を有する大垣市

民病院に医療機能が集中する傾向がある。圏域北部は 1,000 メートル級の山地が連

なり、揖斐川町には無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。 

平均在院日数は県内で最も長く、全国平均を上回っている状況であるため、効率

的かつ質の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の推進が求め

られる。 

高齢化は進んでいるものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平均を下回り、岐

阜圏域の次に低いが、将来を見据えた介護施設整備が必要になる。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 166.9人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…30.6日（全国 28.5日） 

○無医地区数（平成 30年）…１地区（52人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30年）…２地区（58人） 

○高齢化率（平成 30年）…29.0％（全国 27.6％） 

○後期高齢化率（平成 30年）…14.3％（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。  

①  「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を構

築する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 29 年度） 

   

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に
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携わる医師を確保する。 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ５人    →    維持 

    

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

【目標整備数】 

・小規模多機能型居宅介護事業所 2か所 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 1か所 

 

２．計画期間 

  平成 29 年４月１日～令和 2 年３月 31 日 

 

□西濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

 

２）見解 

回復期病床への転換、へき地診療所に勤務する常勤医師数の維持等おおむね計画通り 

に進んでいる。引き続き地域包括ケアシステムの構築が課題であり、今後も「介護施設

整備等の支援」に関する事業の着実な実施により地域密着型サービス施設等の整備を行

うなど、環境の整備に努める。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成30年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成30年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

西濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

回復期病床への転換数 ―
1病院

 （平成30年度）
0病院

（平成30年度）
0% D

へき地診療所に勤務する常勤
医師数（医科）

５人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

４人
（令和元年6月1日）

80.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

13か所
（平成29年度）

16か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

87.5% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

1か所
（平成29年度）

2か所
（平成30年度）

2か所
（平成31年3月）

100.0% A
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■中濃圏域 

１．目標 

中濃圏域は、岐阜県の中央部に位置し、岐阜圏域、飛騨圏域、東濃圏域に囲まれ、

北部は福井県に、南部は愛知県に接している。圏域人口は約３９万人で、南部（美

濃加茂市・可児市）の平野部に圏域人口の約４割が集中している一方、郡上市や郡

部は山間部が多く、圏域内に無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。

可茂地区には木沢記念病院、関・美濃地区には中濃厚生病院、郡上地区には郡上市

民病院というように、圏域内の各地区でそれぞれ中心となる医療機関が存在してい

る。 

平均在院日数は、全国平均を下回るが、県平均を超えているため、効率的かつ質

の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の更なる推進が求めら

れる。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を少し上回る。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 168.2人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…28.2日（全国 28.5日） 

○無医地区数（平成 30年）… １地区（508人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30年）… 1地区（257人） 

○高齢化率（平成 30年）…29.3%（全国 27.6%） 

○後期高齢化率（平成 30年）…14.7%（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

 

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ９人    →    10 人 

     歯科   ２人    →     維持 

    

⑥   「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 
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 【目標整備数】 

・認知症高齢者グループホーム 18床 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1か所 

・小規模多機能型居宅介護事業所 1か所 

 

 

２．計画期間 

    令和 29 年４月１日～令和 2 年３月 31 日 

 

□中濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

  

１）目標の達成状況 

 

２）見解 

へき地診療所に勤務する常勤医師数の増加等おおむね計画通りに進んでいる。引き続 

き地域包括ケアシステムの構築が課題であり、今後も「介護施設整備等の支援」に関す

る事業の着実な実施により地域密着型サービス施設等の整備を行うなど、環境の整備 

に努める。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成30年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成30年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

  

■東濃圏域 

１．目標 

東濃圏域は、岐阜県の南東部に位置し、南に愛知県、東に長野県と接している。

圏域人口は約３５万人で、特に多治見市は名古屋圏のベッドタウンとして東濃圏域

の中心都市となっており、圏域病床数の約４５％が集中している一方で、東部地域

中濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

へき地診療所に勤務する常勤
医師数

9人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

10人
（令和元年6月1日）

100.0% A

へき地診療所に勤務する常勤
歯科医師数

2人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

2人
（令和元年6月1日）

100.0% A

認知症高齢者グループホーム
の床数

706床
（平成29年度）

751床
（平成30年度）

742床
（平成31年3月）

98.8% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0か所
（平成29年度）

1か所
（平成30年度）

0か所
（平成31年3月）

0% D

小規模多機能型居宅介護事
業所

10か所
（平成29年度）

11か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

90.9% A
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（恵那市・中津川市）は山間部が多い。無医地区については平成 23年から 1地区増

加したが、無医地区に準じる地域が 1 地区減少している。当圏域は中央自動車道や

国道 19号線、ＪＲ中央本線が東西を貫き、各市で中心となる病院が存在している。 

平均在院日数は、県内の各医療圏において最も短い。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を上回り、飛騨圏

域に次いで 2 番目に高い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 187.7人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…20.0日（全国 28.5日） 

○無医地区数（平成 30年）… 3地区（192人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30年）… 2地区（56人） 

○高齢化率（平成 30年）…31.2%（全国 27.6%） 

○後期高齢化率（平成 30年）…16.2%（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 
 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する。 

  

 

【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ３人    →    ５人 

     歯科   ４人    →     維持 

    

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福

祉計画・介護保険事業支援計画等（第 7 期））において予定している地域密着型

サービス施設等の整備を行う。  

 

 【目標整備数】 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 1か所 

 

２．計画期間 

    平成 29年４月１日～令和 2年 3月 31日 



   

12 

 

□東濃圏域（達成状況）  

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

２）見解 

 へき地診療所に勤務する常勤医師指数の増加等計画通りに進んでいる。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成30年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成30年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■飛騨圏域 

 

１．目標 

飛騨圏域は、岐阜県の北部に位置し、本県面積の約 40％を占める広大な圏域であ

る。圏域人口は約 16 万人で、医療機関数は県全体の１割に満たない数であるが、交

通不便、へき地・中山間地、冬季積雪といった不利な条件を抱える地域の医療を担

っている。３市１村に 10 病院が存在するが、民間病院は療養病床と精神病床が中心

となっており、高山市中心市街地にある高山赤十字病院、久美愛厚生病院に医療機

能が集中している。しかし、これらの病院においても、産科等、医師の不足する診

療科の問題等が顕在化している。 

平均在院日数は全国平均よりも短く、ほぼ岐阜県の平均日数と等しい。 

また、岐阜県において最も高齢化率・後期高齢化率が高く、認定率（65 歳以上の

被保険者数における 65 歳以上の要介護認定者の割合）も最も高い圏域である。 

   家庭介護においては、配偶者が介護を担う傾向が強く、老々介護が他圏域より高

率となっている。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30年）… 183.0人（全国 246.7人）※ 

○平均在院日数（平成 28年）…27.7日（全国 28.5日） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30年）… １地区（21人） 

東濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

へき地診療所に勤務する常勤
医師数

3人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

5人
（令和元年6月1日）

100.0% A

へき地診療所に勤務する常勤
歯科医師数

4人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

4人
（令和元年6月1日）

100.0% A

認知症高齢者グループホーム
762床

(平成29年度）
762床

(平成30年度）
780床

(平成31年3月）
100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

2か所
(平成29年度）

3か所
(平成30年度）

3か所
(平成31年3月）

100.0% A
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○高齢化率（平成 30年）…34.5%（全国 27.6%） 

○後期高齢化率（平成 30年）…19.0%（全国 14.0%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26年度末    平成 29年度末 

医科   13人    →    14人 

     歯科    １人    →     維持 

   

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標整備数】 

・地域密着型特別養護老人ホーム 4床 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 1か所 

 

２．計画期間 

    平成 29年４月１日～令和 2年３月 31日 

□飛騨圏域（達成状況）  

【継続中（平成 30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

 

飛騨圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

へき地診療所に勤務する常勤
医師数

13人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

13人
（令和元年6月1日）

100.0% A

へき地診療所に勤務する常勤
歯科医師数

1人
（平成29年度末）

維持
（平成30年度末）

0人
（令和元年6月1日）

0% D

地域密着型介護老人福祉施
設

78床
（平成29年度）

82床
（平成30年度）

78床
（平成31年3月）

95.1% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0施設
（平成29年度）

1施設
（平成30年度）

1施設
（平成31年3月）

100.0% A
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２）見解 

 回復期病床への転換や、広域的なへき医療機関の運営等おおむね計画どおり進んでい 

る。 

医師確保対策については、中山間・へき地における医療体制を維持するとともに、「医 

療・介護従事者等の確保養成・勤務環境改善」に関する事業を実施することで、医師を

はじめとした医療従事者の増加、定着を図る。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成30年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成30年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 
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事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業 

事業名 【No.1（医療分）】 

がん診療施設設備整備事業 

【総事業費】 

50,478千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜大学医学部附属病院、久美愛厚生病院、東濃厚生病院、中濃厚生

病院、揖斐厚生病院、岐北厚生病院、西美濃厚生病院、鷲見病院、高

山赤十字病院 

事業の期間 平成 29年４月１日～平成 32年３月 31日 

■継続 ／□ 終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

がんに罹患する者が増加傾向にある中、がん診療施設が施設及び設

備の整備を充実することにより、がんの早期発見、質の高いがん医療

の提供による早期治療が可能となる。これにより患者の早期退院を図

り、在院日数を減少させるとともに、外来通院等の在宅医療への転換

を推進する。 

アウトカム指標：急性期病床の減少 

 10,266床（平成 26年度）→5,792床（令和 7年度） 

事業の内容（当初計画） がん診療施設の施設整備費及び必要ながんの医療機器及び臨床検査

機器等の備品購入費に対して補助を行い、がんの診断水準及び治療水

準の向上を図る。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

がんの医療機器及び臨床検査機器等の購入、施設整備を補助する医 

療機関数  7病院（27年度）→10病院（31年度） 

アウトプット指標（達成値） がん診療施設として必要な施設・設備を整備し、がんの診断水準及

び治療水準の向上を図ることで、急性期病床の減少を図る。 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

がん診療連携拠点病院及びそれをサポートする医療施設におけるが

んの検査・診療能力が向上することにより、拠点病院を中心とした連

携体制の構築とがん診療の均てん化が一層進むものと考えられる。 

（２）事業の効率性 

事業の実施により、がん診療施設に対し、がんの早期発見やがん診

療に必要な設備を整備することができ、がん診療の均てん化、がん診

療水準の向上が図られた。 

その他  

 

 

 

 

 



   

16 

 

事業の区分 １．地域医療構想の達成に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業 

事業名 【No.2医療分）】 

地域医療構想等調整会議活性化事業 

【総事業費 

（計画期間の総額）】 

370千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年 6月 22日～平成 31年 3月 31日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

地域医療構想調整会議を行うに当たっては、地域医療構想調整会議

の事務局において、医療関係者と十分に意見交換を行った上で、デー

タの整理を行い、地域の実情にあった論点の提示を行う等、地域医療

構想調整会議の議論の活性化するための取組を実施する必要がある。 

アウトカム指標：回復期病床への転換数 3,600床（令和 7年度） 

事業の内容（当初計画） ○地域医療構想アドバイザー 

 ・各構想区域の実情に応じたデータの整理や論点の提示といった地 

域医療構想調整会議の事務局が担うべき機能を補完する観点か 

ら、国において、「地域医療構想アドバイザー」を養成。 

 ・「地域医療構想アドバイザー」は、地域医療構想の進め方に関して 

地域医療構想等調整会議の事務局に助言を行う役割や、議論が活 

性化するよう出席者に助言を行ってもらう。 

・専門知識を有する、地域医療構想アドバイザーにデータ分析（Ｄ 

ＰＣ）を依頼し、より有益なデータを地域医療構想等調整会議 

で提示し、構想区域ごとの議論活性化を図る。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

疾病別かつ二次医療圏ごとにおける将来の医療需要の提示 

アウトプット指標（達成値） 
名古屋大学医学部附属病院へデータ分析依頼 1 回（令和元年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

地域医療構想等調整会議における、議論の活性化が図られるこ

とにより、地域医療構想が推進される。 

（２）事業の効率性 

 厚生労働省との連携を図ることから、効率的に実施される。 

 

 

その他  
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.3（医療分）】 

小児救急医療拠点病院運営事業 

【総事業費】 

89,292千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県総合医療センター、大垣市民病院、高山赤十字病院、県立多治

見病院 

事業の期間 平成 29年４月１日～平成 31年３月 31日 

■継続 ／□ 終了 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

病院を中心に小児科医の不足・偏在が存在し、特に、休日・夜間の

診療体制の確保が困難となっている。また、小児患者は自ら症状を説

明できないことや症状が急変することが多いため、小児専門医による

診察が重要となる。そのため、小児専門に対応した救急医療体制の確

保が求められる。 

アウトカム指標：乳児死亡率 

1.9％（平成 27年）→1.8％（平成 30年） 

事業の内容（当初計画） 小児救急医療拠点病院の運営に必要な経費を助成 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

小児救急医療拠点病院数：４ 

アウトプット指標（達成値） 県内すべての２次医療圏において体制を確保できている。 

 ・岐阜県総合医療センター（岐阜／中濃） 

 ・大垣市民病院（西濃） 

・岐阜県立多治見病院（東濃） 

・高山赤十字病院（飛騨） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

休日及び夜間の入院治療を必要とする小児の重症患者の医療を確保

することができた。 

（２）事業の効率性 

 小児救急医療体制は、初期・二次・三次の役割分担と連携により確

保を図っている。また、小児二次救急医療体制（小児救急医療拠点病

院）は市町村域を超えて、より広域的に取り組んでいる。 

その他  
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Ⅲ 介護施設整備等の支援 
 

事業の区分 ３．介護施設等の整備に関する事業 

事業名 
【No.4(介護分）】 

岐阜県介護施設等整備事業 

【総事業費（計画期

間の総額）】 

779,849千円 

事業の対象

となる区域 県全域 

事業の実施

主体 
岐阜県 

事業の期間 ２０１７年４月１日～２０１９年３月３１日 

背景にある

医療・介護

ニーズ 

高齢者が地域において、安心して生活できる体制の構築を図る。 

アウトカム指標：地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域密着型サービス施設等の

整備に要する経費を支援することにより、地域の実情に応じた介護サービス提供体制の

整備を促進する。 

施設等種別 H29年度末 H30年度末 

地域密着型特別養護老人ホーム 1,105床 1,225床 

認知症高齢者グループホーム 4,376床 4,441床 

小規模多機能型居宅介護事業所 81カ所 88カ所 

定期巡回・随時対応訪問介護 11カ所 15カ所 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 ７カ所 10カ所 
 

事業の内容  ①地域密着型サービス施設等の整備に対する助成を行う。 

 ②介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対して支援を行う。 

 ③特別養護老人ホームのユニット化改修等に対して支援を行う。 

アウトプッ

ト指標（当

初 の 目 標

値） 

・地域包括ケアシステムの構築に向けて、第７期介護保険事業支援計画等において予定

している地域密着型サービス施設等の整備を行う。 

整備予定施設等（H28～H30） 

 地域密着型特別養護老人ホーム 140床 

 認知症高齢者グループホーム 150床 

 小規模多機能型居宅介護事業所 9か所 

 定期巡回・随時対応訪問介護 4か所 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所 6か所 

認知症対応型デイサービスセンター 3か所 

地域包括支援センター 1か所 
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アウトプッ

ト指標（達

成値） 
整備済み施設等 H30年度 

既存特養のプライバシー保護のための改修 70床 

 

事業の有効

性・効率性 

 

事業終了後 1年後のアウトカム指標 

種  別 H30年度末 H31年度末 

地域密着型特別養護老人ホーム 1,124床 1,299床 

認知症高齢者グループホーム 4,484床 4,540床 

小規模多機能型居宅介護事業所 83か所 94カ所 

定期巡回・随時対応訪問介護 14か所 17カ所 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 10か所 14カ所 
 

（1）事業の有効性 

 介護保険事業（支援）計画に従った特別養護老人ホーム等の整備が進み、

待機者の解消に成果を出すことができた。 

（2）事業の効率性 

事業を実施する市町村との連絡調整を密に行い、早期に審査を実施するこ

とができ、効率化を図ることができた。 

その他 H29:742,266千円（施設整備費 501,851千円、開設準備費 240,415千円） 

H30: 37,583千円（施設整備費 37,583千円） 
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Ⅵ 介護人材確保対策・資質向上の推進 

事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.5(介護分）】 

介護人材育成事業者認定制度実施事業 

【総事業費】 

60,773千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背 景 に あ る 医

療・介護ニーズ 

急速な高齢者の増加に伴い、今後増加する介護サービスの需要に対応す

るため、介護職員の確保・育成が必要。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護人材の離職防止・育成を図るため、積極的に人材育成に取り組み、 

一定水準以上の処遇改善を行っている介護事業者を認定し、公表するこ

とで、介護人材の参入、育成及び定着を促進する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

求職者・就業者が安心して働き続けられる環境整備に向けた事業者の

育成。 

・取組宣言事業者 100事業者／年 

・認定事業者  60事業者／年 

アウトプット指

標（達成値） 

介護人材の離職防止・育成確保を図るため、積極的に人材育成に取り 

組み、一定水準以上の処遇改善を行っている介護事業者の認定・公表。 

・取組宣言事業者：105事業者（平成 28年度）、60事業者（平成 29 年度） 

         40事業者（平成 30年度） 

・認定事業者：62事業者（平成 28年度）、62事業者（平成 29年度）、 

        30事業者（平成 30年度） 

事業の有効性・効

率性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 
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 （1）事業の有効性 

「岐阜県介護人材育成事業者認定制度」を平成 28年度から開始し、平

成 28 年度に 62 事業者、平成 29 年度に 62 事業者、平成 30 年度に 30 事

業者を認定することにより、介護人材の参入、育成及び定着を図ること

ができた。 

（2）事業の効率性 

 制度の普及により、事業者に対して介護人材の育成及び職場環境の改 

善の取組の推進を図ることができた。今後、認定事業者を公表すること 

で、効率的に介護人材の参入、定着を効率的に図ることができる。 

その他 H27:1,100千円 H28：17,285千円、H29：21,577千円、H30:20,811 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.6(介護分）】 

 イメージアップ事業 

【総事業費】 

9,285千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（委託：岐阜県社会福祉協議会） 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

急速な高齢者の増加に伴い、今後増加する介護サービスの需要に対応す

るため、介護職員の確保・育成が必要。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 小・中学生を対象に、早い時期から介護の仕事の大切さを伝え、介護に

ついての理解・認識を深めることで、介護のイメージアップ、啓発を図

る。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護の仕事の大切さを伝え、介護についての理解・認識を深めること

で、介護のイメージアップ、啓発を図る。 

・ふくしのお仕事体験フェスタ参加者：200人／年 

・福祉の仕事ガイドブックの作成：22,000部／年 

アウトプット指

標（達成値） 

 小学生・中学生とその保護者を対象に、介護の仕事の大切さや魅力に

ついての理解を深め、イメージアップを図るため、広報・啓発を行った。 

・福祉のお仕事体験フェスタ参加者 

H27:174人 H28:185人 H29:132人 H30:118名 

・福祉の仕事ガイドブックの作成：25,000部／年 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

 介護の仕事を身近に体験することで、その魅力や大切さを実感しても

らい、イメージアップを図ることができた。 

小・中学生を対象に行うことで、早い時期から福祉に対するキャリア

教育を推進することができた。 

（2）事業の効率性 

 岐阜県社会福祉協議会に委託し、県全域を対象に、広報・啓発活動を 

行うことができた。 

その他 H27：2,101千円、H28：2,434千円、H29：2,446千円、H30：2,304千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.7(介護分）】 

 新人介護職員定着促進事業 

【総事業費】 

10,725千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

介護職員のモチベーションと介護技術を向上し、介護職員の定着及び 

介護サービスの質の向上を図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 新人介護職員の定着を図るため、介護職員の実践的な技術向上やコミ

ュニケーションに係る研修・交流会を開催する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

 介護職員のモチベーションと介護技術の向上を図る。 

・技術交流会参加者：200人／年 

・新人介護職員に対する研修・交流会参加者：240人/年 

アウトプット指

標（達成値） 

・技術交流会参加 H27：190人 H28：281人  

・新人介護職員に対する研修・交流会参加者：H28:145人 H29：70 

H30：73人 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：31,413人（平成 29年度） 

（1）事業の有効性 

  本事業の実施により、新人介護職員のモチベーションと介護技術

の向上を図ることができた。 

  また、交流会で得た発見を各事業所に還元することにより、 

 県内全体の介護技術の向上に繋げることができた。 

（2）事業の効率性 

  介護に関する広範的な知識、ノウハウ及び実績を有する民間事業

者に委託したことにより、効率的な執行ができた。 

その他 介護職員ステップアップ事業（H27:2,156千円 H28：2,682千円） 

名称変更新人介護職員定着促進事業（H29：2,940千円 H30：2,947千円） 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.8(介護分）】 

 介護人材参入促進事業 

【総事業費】 

48,420千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（一部委託：岐阜県社会福祉協議会） 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

急速な高齢者の増加に伴い、今後増加する介護サービスの需要に対応

するため、介護職員の確保・育成が必要。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護体験やセミナーなどを通して、介護現場に従事していない方や潜

在的有資格者に介護事業への就業を支援する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

将来にわたって福祉・介護人材の安定的な参入促進を図る。 

・親子職場体験バスツアー参加者：240人／年 

・福祉の職場体験事業参加者：100人／年 

・事業者が行う地域住民向け職場体験・セミナー開催支援： 

10団体／年 

アウトプット指

標（達成値） 

小～大学生や地域住民等を対象に、年齢に応じた介護体験、セミナ

ー等を実施した。 

・親子職場体験バスツアー参加者 

H27:274人 H28:220人 H29:231人 H30：202人 

・福祉の職場体験事業参加者 

H27:39人 H28:58人 H29:75人 H30:117人 

・事業者が行う地域住民向け職場体験・セミナー開催支援 

H27：5団体 H28：4団体 H29:16団体 H30:6団体 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

 小中学生を初めとした幅広い年齢を対象とした介護体験、セミナー

等の実施により、介護人材の参入促進を図ることができた。 

（2）事業の効率性 

 岐阜県社会福祉協議会への委託、事業実施団体への補助金交付によ

り、介護人材の参入促進を図るために実施される事業を幅広く推進す

ることができた。 

その他 H27：9,841千円 H28：8,950千円、H29:14,857千円、H30:14,772千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.9(介護分）】 

 介護職員初任者研修支援事業 

【総事業費】 

24,458千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 27年 10月～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

介護を必要とする方が安心してサービスを受けることができるよう、

介護サービスを支える人材の確保と介護サービスの質の向上を図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護職員初任者研修の経費を助成し、資格取得を支援する。 

○補助率：10/10（補助額の上限 8万円/人） 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護職員の初任者研修の受講を支援し、技術力の向上を図る。 

・介護事業所等で就労かつ初任者研修課程を修了した者の数：180人／年 

 

アウトプット指

標（達成値） 

介護事業所等で就労かつ初任者研修課程を修了した者の数 

H27：16人 H28：140人、H29:119人、H30：103人 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：31,413人（平成 29年度） 

（1）事業の有効性 

 介護サービスを支える人材の確保と介護サービスの質の向上を図っ

た。平成 27 年度においては、基金のスケジュール上、9 月補正予算に

よる新規事業であったため、補助対象と出来る期間が限定され、補助

対象となる研修が少なかった。 

 平成 28 年度からは、4 月 1 日からの開始分を対象としており、前年

度のうちから周知を行い、事業の活用率を高める取組を行っている。 

（2）事業の効率性 

 報道機関への資料配布、ホームページへの掲載及び介護事業所・受

講生等へチラシを配布するなど周知徹底をし、事業の活用率を高める

取組を行った。 

その他 H27：864千円 H28：9,202千円、H29:7,638千円、H30:6,754千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

 

事業名 【No.10(介護分）】 

介護福祉士等登録制度普及促進事業 

【総事業費】 

9,663千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 27年 10月～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

離職した介護有資格者に対して岐阜県福祉人材総合対策センターへの

届出を促進し、潜在的有資格者の再就職促進を図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護に関する有資格者を対象として再就職等に向けた情報提供を行う

人材バンクへの登録を促進し、潜在的有資格者の復職の促進を図る。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

離職した介護福祉士等の届出制度の普及を図るとともに、届出者に向

けた支援を行う。 

・届出システムへの登録人数 100人／年 

アウトプット指

標（達成値） 

・届出システムへの登録人数 H29:201人 H30:356人 

 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

 潜在的有資格者に人材バンクへの登録を促すことで、介護分野への

再就職等に係る情報提供を行う仕組みづくりができた。 

 

（2）事業の効率性 

 登録促進の案内文書を、介護事業者と過去の介護職員初任者研修受

講者等に送付し、効率的に対象者に周知した。 

その他 介護人材バンク事業（H27：380千円 H28：119千円） 

介護福祉士等登録制度普及促進事業（H29:4,688千円 H30:4,476千円） 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.11(介護分）】 

福祉・介護人材マッチング支援事業 

【総事業費】 

79,381千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県社会福祉協議会（県委託） 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

福祉現場では、質の高い介護・福祉人材を安定的に確保することが急務と

なっているため、個々の求職者にふさわしい職場へのマッチングの支援を

行う。また、中学校、高校における啓発を実施する。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 福祉人材総合支援センターにキャリア支援専門員を配置し、ハローワーク

等での相談対応を行うとともに、福祉で求められる人材に関する理解促進

と進学・就職支援を実施する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

 求人情報調査や就職支援の講習会の開催等により、福祉介護人材の安定

的な確保を図る。 

・マッチングによる雇用創出数：300人／年 

・求人状況把握のための訪問事業所数：500か所／年 

・中学校、高校での啓発：73か所／年 

アウトプット指

標（達成値） 

・マッチングによる雇用創出数  

H27：276人 H28：245人 H29：218人 H30：105人 

・求人状況把握のための訪問事業所数 

  H27：229カ所 H28：205カ所 H29：197 カ所 H30：97カ所 

・中学校、高校での啓発 H30：29か所 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

  岐阜県では、2025年に介護職員が約 6,300人不足する見込みであるの

に対し、介護関連の職業の有効求人倍率は 5.79 倍と高く、需給のミス

マッチが生じている。 

そこで、福祉人材総合支援センターにおいて、キャリア支援専門員が

ハローワークや事業所訪問等による人材センター事業の周知などを行

い、県民への福祉の仕事の周知理解の促進につなげている。 

（2）事業の効率性 

   キャリア支援専門員による、求職者・求人事業所へのきめ細かな支援

により、福祉・介護人材の安定的な確保が図られている。 
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また、中学校・高校での訪問説明会において、ぎふ福祉の魅力知らせ

隊による現場での経験談の発信や、副読本の活用により、若年層に対す

る福祉の仕事の魅力ややりがい等の発信を効率的に行っている。 

その他 H27：16,848千円 H28：17,636千円、H29：19,716千円、H30：25,181千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

 

事業名 【No.12(介護分）】 

 喀痰吸引等研修事業 

【総事業費】 

3,281千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

たん吸引等の実地研修を実施可能な施設を増加させるため、今後も研

修指導看護師の養成 

アウトカム指標：研修指導看護師の増加 

161人（平成 25年度）→480人（平成 29年度） 

事業の内容 介護職員等がたんの吸引等を実施するために受講することが必要な研

修（実地研修）の講師を養成する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

 研修指導者（指導看護師）を養成することで、安全に医行為を実施

できる介護職員を育成する。 

・指導者養成研修：年 2回開催 

・研修指導者養成数：年間 80名程度 

アウトプット指

標（達成値） 

H27：研修会（6月、12月） 80名研修指導者（指導看護師）を養成 

H28：研修会（6月、12月） 86名研修指導者（指導看護師）を養成 

H29：研修会（6月、12月） 62名研修指導者（指導看護師）を養成 

H30：研修会（6月、12月） 67名研修指導者（指導看護師）を養成 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

研修指導看護師数 564人（平成 30年度末） 

（1）事業の有効性 

本事業の実施により指導看護師が増加したことにより、たん吸引等

の実地研修の実施が可能な施設が増加したため、介護職員がたん吸引

等研修を受講しやすくなる環境が更に整い、介護サービスの質の向上

に資した。 

（2）事業の効率性 

本事業の研修を、研修講師、演習機材が整っている喀痰吸引等に係

る登録研修機関において実施したため、効率的に研修を実施できた。 

その他 H27：919千円 H28：747千円、H29:714千円、H30:901千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.13(介護分）】 

 介護職員資質向上支援事業 

【総事業費】 

11,253千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（委託：岐阜県社会福祉協議会） 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

急速な高齢者の増加に伴い、今後増加する介護サービスの需要に対応

するため、介護職員の確保・育成が必要。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護サービス事業所で従事する介護職員が、その知識・技能の向上を

目指して参加する研修に対して、研修参加費の一部を支援する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護サービス事業所で従事する介護職員の知識・技能の向上を目指す。 

・コーディネートによる支援件数：1,000件／年 

アウトプット指

標（達成値） 

介護サービス事業所で従事する介護職員が、その知識・技能の向上を

目指して参加する研修に対して、研修参加費の一部を支援した。 

・コーディネートによる支援件数 

H27:969件 H28:933件 H29:903件 H30:859件 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

介護職員が知識・技術の向上を目指して参加する研修にかかる参加費

の一部を支援することで、介護職員の資質向上を図ることができた。 

 

（2）事業の効率性 

岐阜県社会福祉協議会に事業を委託することで、県全域を対象に効率

的に支援することができた。 

その他 H27：3,178千円 H28：2,894千円、H29:2,948千円、H30:2,233千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.14(介護分）】 

 介護人材キャリアパス支援事業 

【総事業費】 

78,419千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（一部委託：岐阜県社会福祉協議会） 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

急速な高齢者の増加に伴い、今後増加する介護サービスの需要に対応

するため、介護職員の確保・育成が必要。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 研修の実施等により、介護従事者の就労年数や職域階層等に応じた知

識や技術等を修得し、適切なスキルアップの促進を図る。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護従事者の就労年数や職域階層等に応じた知識や技術等を修得

し、適切なスキルアップの促進を図る。 

・事業者向け研修：20回／年 

・事業者が実施するセミナー、講習等の開催支援：30団体／年 

アウトプット指

標（達成値） 

介護サービス事業所で従事する介護職員を対象に、日頃の介護技術

の確認や更なる技術向上のため、福祉施策の動向や介護実技に関する

研修を実施した。また、介護事業者が介護職員を対象に、介護技術や

知識の向上を図るために実施する事業に対して助成を行った。 

・事業者向け研修 H27～H29：各年 3回延べ 6日 

・事業者が実施するセミナー、講習等の開催支援  

H27：25団体 H28：35団体 H29：45団体 H30：57団体 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：31,413人（平成 29年度） 

（1）事業の有効性 

 事業者向けの研修実施や、介護事業者が実施する事業助成を行うこ

とで、介護従事者の知識や技術等の習得・適切なスキルアップの促進

を図ることができた。 

（2）事業の効率性 

 岐阜県社会福祉協議会への委託、事業実施団体への補助金交付によ

り、介護人材のスキルアップを図るために実施される事業を推進する

ことができた。 

その他 H27：18,395千円 H28：25,607千円 H29:25,559千円 H30:8,858千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

 

事業名 【No.15(介護分）】 

多職種連携アセスメント研修事業 

【総事業費】 

9,501千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県居宅介護事業支援協議会 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

多職種による適切な医療・介護サービスが供給できるよう在宅医療に

かかる提供体制の構築 

アウトカム指標：多職種連携に関する研修等に取り組む事業所数 

（累計）221事業所（平成 26年度）→700事業所（H30年度） 

事業の内容 医療介護職を含めた多職種による症例検討型研修会 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

在宅医療・介護に関わる多職種かつ多様な事業所の職員に対して、医

療・介護両面からのアセスメントを取り入れたケアプランの作成やサ

ービスの提供に対する理解を深めることにより、多職種協働による利

用者に合わせた適切な医療・介護サービスの一体的な提供を行う体制

を構築する。 

・参加事業者数：100事業者／年 

アウトプット指

標（達成値） 

研修会参加事業者数 H27：131 事業者 H28：148 事業者 H29：105

事業者  H30：77事業者 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

多職種連携に関する研修等に取り組む事業所数 

（累計）643事業所（平成 30年度末） 

（1）事業の有効性 

 多職種協働（チーム）による地域包括ケアの充実に向け、多職種連

携アセスメントの一層の普及を図り、在宅医療・介護サービスの充実

のためのネットワーク構築が図られた。 

（2）事業の効率性 

年間を通じて検討を行う研修プログラムにより、多職種の共通の認

識を育み、効果的な多職種が連携した研修が行われている。 

その他 H27：2,501千円 H28：2,500千円、H29:2,500千円、H30:2,000千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.16(介護分）】 

 介護キャリア段位普及促進事業 

【総事業費】 

2,014千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 民間企業 

事業の期間 平成 28年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

介護職員のキャリアアップの仕組みを構築し、資質向上と介護事業所

におけるＯＪＴの推進を図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護キャリア段位制度の概要及びアセッサー講習の受講に係るセミナ

ー等を開催する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護キャリア段位制度へ取り組む事業者の増加を図ることにより、介

護職員の資質向上とキャリアアップを図る。 

・キャリア段位制度普及促進セミナーの開催：3圏域各 1回 

・アセッサー講習受講支援：150人 

アウトプット指

標（達成値） 

介護キャリア段位制度へ取り組む事業者の増加を図ることにより、介

護職員の資質向上とキャリアアップを図る。 

・キャリア段位制度普及促進セミナーの開催 

H28：3回、H29：3圏域各 5回、H30:3回（3圏域） 

・アセッサー講習受講支援 H28：224人、H29:148人 H30:86人 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：31,413人（平成 29年度） 

（1）事業の有効性 

介護職員の人材育成、キャリアアップに向けた制度である介護キャリ

ア段位制度について、県内事業所における取組みの促進を図ることが

できた。 

（2）事業の効率性 

普及促進セミナーとアセッサー講習受講支援の 2 つの取組みを合せて

実施することにより、県内事業所に対してキャリア段位制度の有効性

等の理解促進を図るとともに、実際に同制度への取組みに着手するこ

とを促進することができた。 

その他 H28：5,813千円、H29:6,100千円、H30:1,418千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.17(介護分）】 

認知症対応型サービス事業開設者等研修事業 

【総事業費】 

1,154千円 

事業の対象とな

る区域 
県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

認知症対応型サービス事業所が増加しており、受講希望者も増加して

いる。 

アウトカム指標：認知症対応型サービス事業開設者等研修修了者数 

0人（平成 27年度） → 延べ 716人（平成 30年度） 

事業の内容 認知症対応型サービス事業所開設者向け研修会 

（委託先：岐阜県福祉事業団） 

アウトプット指

標（当初の目標値） 

認知症介護の適切なサービスの提供に関する知識等を有した事業

所・介護従事者の増加。 

・認知症対応型サービス事業開設者研修受講者：延べ 15人／年  

研修回数 2回・受講者数は合わせて 14人程度／年 

・認知症対応型サービス事業管理者研修受講者：延べ 112人／年 

研修回数 2回・受講者数は合わせて 140人程度／年 

・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修受講者：延べ 32 人／

年 

研修回数 1回・受講者数 40人程度／年 

アウトプット指

標（達成値） 

・認知症対応型サービス事業開設者研修 

H27：研修 2回・受講者数合計 15人 

H28：研修 2回・受講者数合計 7人 

H29：研修 2回・受講者数合計 11人 

H30：研修 2回・受講者数合計 11人 

・認知症対応型サービス事業管理者研修 

H27：研修 2回・受講者数合計 112人 

H28：研修 2回・受講者数合計 88人 

H29：研修 2回・受講者数合計 97人 

H30：研修 2回・受講者数合計 95人 

・小規模多機能型サービス等計画作成担当者研修 

H27：研修 1回・受講者数合計 32人 

H28：研修 1回・受講者数合計 25人 

H29：研修 1回・受講者数合計 30人 
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H30：研修１回・受講者数合計 29人 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

認知症対応型サービス事業開設者等研修修了者数 

延べ 2,227人（平成 30年度末） 

（1）事業の有効性 

 研修を受講することによって、認知症の適切なサービス提供に関す

る知識を有した者が管理者である事業所が増えることは、サービスの

質向上につながり、有効である。 

（2）事業の効率性 

 研修開催のノウハウを有する団体（岐阜県福祉事業団）に委託実施

しており、効果的な研修を効率的に実施している。 

その他 H27：940千円 H28：940千円、H29:940千円、H30：940千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.18(介護分）】 

 認知症地域医療人材育成事業 

【総事業費】 

23,475千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 国立長寿医療研究センター、岐阜県医師会 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

各医療職の認知症対応力を向上させることで、認知症の症状・身体合

併症等の状態に応じた適切な医療サービスの提供体制構築を図る。 

アウトカム指標：認知症新規入院患者 2か月以内退院率の増加 

20％（平成 26年度（6月））→増加（平成 30年度） 

事業の内容 認知症連携の中心となる認知症サポート医を養成するとともに、かか

りつけ医、病院勤務の医療従事者、歯科医師及び薬剤師への認知症対

応力向上研修を実施する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

・認知症サポート医数（累計） 

 67人（平成 26年度末）→ 163人（令和 2年度末） 

・かかりつけ医認知症対応力向上研修受講者数（累計） 

 800人（平成 26年度末）→ 1,230人（令和 2年度末） 

・病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修受講者数（累計） 

 211人（平成 26年度末）→ 2,870人（令和 2年度末） 

・歯科医師・薬剤師の認知症対応力向上研修受講者数（累計） 

【歯科医師】399人 【薬剤師】 734人（令和 2年度末） 

アウトプット指

標（達成値） 

○平成 30年度末時点 

・認知症サポート医数：127人 

・かかりつけ医認知症対応力向上研修受講者数（累計）：906人 

・病院勤務の医療従事者向け認知症対応力向上研修受講者数（累計） 

                           ：719人 

・歯科医師の認知症対応力向上研修受講者数（累計）：155人 

・薬剤師の認知症対応力向上研修受講者数（累計）：314人 

事業の有効性・

効率性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

認知症新規入院患者 3か月以内退院率 11.3%（平成 28年度） 



   

37 

 

 

 

 

  

 （1）事業の有効性 

 本事業の実施により、岐阜県内で認知症ケアに携わる医療従事

者の資質向上を図ることができ、認知症の人を地域で支える体制

整備に繋がった。 

（2）事業の効率性 

 岐阜県医師会と連携して事業を実施したことで、県内全域で人

材育成をすることができた。 

その他 H27：3,392千円 H28：4,075千円 H29：8,080千円 H30：7,928千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.19(介護分）】 

 市町村認知症ケア人材養成事業 

【総事業費】 

9,300千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 国立長寿医療研究センター、認知症介護研究・研修東京センター 

事業の期間 平成 27年 10月～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

認知症を早期に発見し、適切な医療・介護等に繋げる初期の対応体制

の構築と、認知症の人を地域で支えるための有機的な連携体制の構築

を図る。 

アウトカム指標：認知症新規入院患者 2か月以内退院率の増加 

20％（平成 26年度（6月））→増加（平成 30年度） 

事業の内容 認知症初期集中支援チーム員の養成と、認知症地域支援推進員の資質

向上のための取組を実施する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

認知症の人ができる限り住み慣れた地域で暮らせるよう、県内市町村

に配置、設置した認知症地域支援推進員および認知症初期集中支援チ

ームの活動を推進する。 

・認知症地域支援推進員配置人数 

  38市町 113人（平成 29年 10月）→ 全市町村 120人（平成 30

年度） 

・認知症初期集中支援チームの活動実績のある市町村 

  10市町（平成 29年 10月）→ 全市町村（平成 30年度） 

アウトプット指

標（達成値） 

○平成 31年４月時点 

・認知症地域支援推進員配置人数 

  全市町村 139人（平成 30年度） 

・認知症初期集中支援チームの活動実績のある市町村 

 27市町村（平成 30年度） 

事業の有効性・

効率性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

認知症新規入院患者 3か月以内退院率 11.3%（平成 28年度） 
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 （1）事業の有効性 

本事業の実施により、岐阜県内の市町村における認知症地域支援推

進員及び認知症初期集中支援チーム員の資質向上を図ることができ

た。 

（2）事業の効率性 

「認知症地域支援推進員研修」については、認知症介護研究・研修

東京センターの研修を活用、「認知症初期集中支援チーム員研修」につ

いては、国立長寿医療研究センターに委託して実施している。 

その他 H27：1,515千円 H28：3,284千円 H29：3,974千円 H30：527千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.20(介護分）】 

市民後見人養成研修事業 

【総事業費】 

260千円 

事業の対象とな

る区域 
県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背 景 に あ る 医

療・介護ニーズ 

後見制度を必要とする認知症の高齢者が増加し、市民後見人の必要性が

高まることから、市町村等が制度を理解し推進していくことが必要であ

る。 

アウトカム指標：市民後見人制度を実施できる体制にある市町村  

0市町村（平成 27年度） → 2市町村（平成 30年度） 

事業の内容 市町村職員等を対象に、市民後見人制度に関する研修会を開催する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

研修会の開催 

市民後見人制度研修会受講者数０人（平成 27年度）→200150人（平成

30年度） 

・市町村が実施する市民後見人育成のための養成研修の経費に対する補

助を行う。 

・実施市町村数：3市町村（平成 27年度） 

アウトプット指

標（達成値） 

市町村への助成件数 

H27：0件 ※研修を実施した市町村無し 

H28：1件 

H29：0件 ※研修を実施した市町村無し 

市町村職員等向け研修受講者数 

H28：109人 

H29：50人 

H30：67人 

事業の有効性・

効果性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

市民後見人制度を実施できる体制にある市町村  

1市町村（平成 30年度） 
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（1）事業の有効性 

  市民後見人養成研修は、時間数が長く経費がかかるため、市町村単

費での予算化はしづらいが、県が補助することにより、市町村での予

算確保がしやすくなり有効である。 

（2）事業の効率性 

  1市町村が研修会を開催したが、現時点では、成年後見人を含む市

民後見人制度について啓発することが必要であるため、制度に関する

基礎的な研修会も開催し、啓発を行った。 

その他 H27：0千円 H28：502千円、H29：52千円、H30:60千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.21(介護分）】 

成年後見・生活支援センター設置支援事業 

【総事業費】 

62,900千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県社会福祉協議会（県委託） 

事業の期間 平成 28年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

県内認知症高齢者数は、平成 24 年の 52 千人から平成 37 年には 77

千人に増加することが見込まれており、成年後見制度をはじめとする

権利擁護に係る支援体制の整備が必要である。 

アウトカム指標：  

成年後見申立件数：500件／年（平成 30年末） 

事業の内容 「岐阜県成年後見・福祉サービス利用支援センター」を設置 

・権利擁護推進員による相談支援：基幹的市社協（7社協）に「権利

擁護推進員」を各 1名委託配置し、県民及び市民後見人、市町村職

員からの相談に対応。 

・権利擁護推進事業（本部事業） 

①市民後見・法人後見を行う担い手、市町村職員に向けた資質向上研

修、事務マニュアルの作成配布 

②地域住民向け啓発セミナーの開催や福祉事業者等向け出前講座の

実施 

③関連機関連携会議、市民後見人等との者連絡会議開催 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

法人後見を行う団体（社協、NPO等）の資質向上研修会 4回／年 

権利擁護セミナー受講者数 160人／年 

アウトプット指

標（達成値） 

・成年後見申立て件数 366件 

・市町村長申立て件数 66件  （平成 30年度末） 

（法人後見を行う団体（社協、NPO 等）の資質向上研修会 H30：4

回） 

（権利擁護セミナー受講者数 H30：209人） 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後 1年以内のアウトカム指標 

成年後見申立件数：366件／年（平成 30年末） 

（1）事業の有効性 

成年後見制度援助事例集の配布や各セミナー等の実施により、市町村

における成年後見制度に係る業務を促進することができた。 

（2）事業の効率性 
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基幹的市社協に「権利擁護推進員」を各 1名委託配置することにより、

各圏域でにおいて、県民及び市民後見人、市町村職員からの相談に対

応できた。 

その他 H28：19,193千円、H29：21,704千円、H30 : 22,003千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

 

事業名 【No.22(介護分）】 

 介護職員プリセプター制度等導入支援事業 

 

【総事業費】 

1,523千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

入職 3年未満の新人介護職員の離職率が高いことから、新人介護職員

の支援体制の整備を促進する。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 プリセプター制度等の整備に意欲のある事業者に対して、新人担当者

育成のための研修を実施する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

 プリセプター制度等の整備に意欲のある事業者に対し、先輩職員を

対象とした新人職員の教育・指導方法に関する新人担当者育成のため

の研修を実施する。 

新人担当者育成研修 3回：150人／年 

アウトプット指

標（達成値） 

新人職員の教育・指導方法に関する新人担当者育成支援研修を実施

した。 

新人担当者育成研修 H28:5回 195人 H29：3回 50人、H30:3回 50人 

 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

プリセプターセミナーを開催することにより、プリセプター制度を

導入する介護事業所が増加した。 

（2）事業の効率性 

 セミナー開催のノウハウに優れた事業者への委託とし、効率化を図

っている。 

その他 H28：2,809千円、H29：2,786千円、H30:1,523千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

 

事業名 【No.23(介護分）】 

 介護事業者人事マネジメント事業 

 

【総事業費】 

1,523千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

介護人材確保を推進していくため、介護事業者の人事マネジメント理

解を促進していく必要がある。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護事業者の管理者層を対象に、人事マネジメントに関するセミナー

を開催する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

 介護事業者の経営者・幹部・施設長クラスの人事マネジメントの体

系的な理解を促進し、併せて職員募集・採用対策の効果的な具体策等

を学ぶため、管理者層を対象とした人事マネジメント等に関するセミ

ナーを開催する。 

人事マネジメントセミナー 3回：150人／年 

アウトプット指

標（達成値） 

人事マネジメントの体系的な理解を促進するためのセミナーを実

施した。 

人事マネジメントセミナー H30:3回 85人 

 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

人事マネジメントセミナーを開催することにより、人事マネジメン

ト理解の促進につながった。 

（2）事業の効率性 

 セミナー開催のノウハウに優れた事業者への委託とし、効率化を図

っている。 

その他 H30:1,523千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

 

事業名 【No.24(介護分）】 

 中堅職員ステップアップ支援事業 

 

【総事業費】 

1,523千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

入職 3年未満の新人介護職員の離職率が高く、中堅職員の割合が少な

いことから、中堅クラスの職員の定着・育成を促進する。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 中堅クラスの職員を対象に、中堅職員の組織人としての育成・支援す

るためのセミナーを開催する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

 中堅クラスの職員を対象に、自身のスキルアップとキャリア形成の

見通しや、組織内における中堅職員の役割と責任の理解、また仕事の

喜びやプライドの実感に関する研修を開催する。 

中堅職員ステップアップセミナー 3回：150人／年 

アウトプット指

標（達成値） 

中堅職員の組織人としての育成・支援するためのセミナーを実施し

た。 

中堅職員ステップアップセミナー H30:3回 48人 

 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

中堅職員が抱えるの課題に特化した研修を開催することにより、中

堅職員の組織人としての育成・支援の促進につながった。 

（2）事業の効率性 

 セミナー開催のノウハウに優れた事業者への委託とし、効率化を図

っている。 

その他 H30:1,523千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.25(介護分）】 

 サポートダイヤル事業 

【総事業費】 

14,766千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（委託先：岐阜県社会福祉協議会） 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

急速な高齢者の増加に伴い、今後増加する介護サービスの需要に対応

するため、介護職員の確保・育成が必要。 

事業の内容 介護業務に従事する職員の人間関係や業務内容等に対する悩み・不満

などの相談に対応することにより、介護事業所で従事する職員の定着

を支援する。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護業務に従事する職員の人間関係や業務内容等に対する悩み・不

満などの相談に対応することにより、介護事業所で従事する職員の定

着を支援する。 

・就労・定着支援相談件数：120件程度／年 

アウトプット指

標（達成値） 

専門相談員を配置し、介護業務に従事する職員の人間関係や業務内

容等に対する悩み・不安などの相談に対応することで、介護事業所で

働く職員の定着を支援した。 

・就労・定着支援相談件数 

 H27:147件 H28:132件 H29:229件 H30:156件 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

 本事業の実施により、介護業務に従事する職員から、労働環境・待

遇、職員関係、利用者との接し方、資格取得についてなど、幅広い相

談を受け、内容によっては事業所訪問を行うなど、介護事業所で働く

職員の定着を促進することができた。 

（2）事業の効率性 

相談を受ける専用ダイヤルを設置したことにより、相談窓口を明確

化し、相談内容の集約を行うことができた。 

その他 H27：3,376千円  H28：3,379千円 H29：3,386千円 H30：4,625千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.26(介護分）】 

介護ロボット導入促進事業 

【総事業費】 

8,785千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、介護療養型医療施設 

事業の期間 平成 27年 10月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

介護人材が不足しており、人材確保のため、業務効率化、省人力科な

ど働きやすい環境整備が必要である。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 上記の施設が介護ロボットを導入する際に、その費用を助成する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護ロボットの導入促進により、介護従事者の身体的負担軽減や業

務の効率化等を行い、働きやすい職場環境を構築し、介護人材を確保

する。 

・導入目標施設数：72施設／年 

アウトプット指

標（達成値） 

介護ロボット導入施設数 H27:8施設 H28：8施設 H29：2施設 

            H30：14施設 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

 介護現場に介護ロボットを導入することは、介護従事者の負担軽減

や業務の効率化に役立つものであり有効である。 

 

（2）事業の効率性 

 当該事業では、補助をすることによりロボット導入の負担を軽減す

るほか、導入した施設による事例発表や見学の受け入れなどを行い、

介護ロボットの普及を効率的に図っている。 

その他 H27：1,488千円  H28：701千円 H29：200千円 H30：6,396千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.27(介護分）】 

 ＩＣＴ・介護ロボット等活用推進支援事業費 

【総事業費】 
1,275千円 

事業の対象となる
区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（民間事業者へ委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 
 

背景にある医療・介
護ニーズ 

介護事業者がＩＣＴ・介護ロボット等を取り巻く環境や、それに関
する知識を十分に有さないため介護現場での導入が進んでいない。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 ＩＣＴ及び介護ロボット導入の検討にあたり有益な知識、現状と課
題及び活用方法等の情報を得られるセミナーを開催する。 

アウトプット指標
（当初の目標） 

ＩＣＴ・介護ロボット等に関するセミナーの開催 

・ＩＣＴ・介護ロボット等セミナー受講者：150 人 

アウトプット指標
（達成値） 

ＩＣＴ介護ロボット等セミナー受講者 
H30:99人 

事業の有効性・効率
性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 
介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

(1) 事業の有効性 

ＩＣＴ・介護ロボットの活用に関する国の施策や最新情報、現状と
課題などからＩＣＴ・介護ロボットの動向を理解し、導入を検討す
る際の有益な知識や情報を、介護事業者に与える機会となった。 
(2) 事業の効率性 
介護の中核となる専門職能団体である介護福祉士会に本事業を委託
することで、幅広いネットワークを駆使した講師選定や事例発表を
行うことで、介護現場のニーズに即したセミナーを効率的に実施す
ることができた。 

その他 H30：1,275千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.28(介護分）】 

 中高年齢者の新規参入促進対策事業 

【総事業費】 
8,990千円 

事業の対象となる
区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜県社会福祉協議会へ委託） 

事業の期間 平成 29年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 
 

背景にある医療・介
護ニーズ 

介護を必要とする方が安心してサービスを受けることができるよ
う、介護サービスを支える人材の確保と介護サービスの質の向上を
図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 福祉人材センター、シルバー人材センター、ボランティアセンター

の 3センターによる連携を強化するため、地域連絡会を設置する。 

また、介護職員として従事する際に必要となる基礎的な知識・技術
を学ぶための入門的な研修や職場体験を実施する。 

アウトプット指標
（当初の目標） 

中高年齢者等を対象とした介護分野への入門的研修の開催 
・研修受講者数：100人／年 

アウトプット指標
（達成値） 

・研修・体験受講者数 H29:41人、H30:51人 

事業の有効性・効率
性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 
介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

(1) 事業の有効性 

県内の中高年齢者層を中心に、介護現場で必要となる、補助的な業
務についての知識・技術を習得してもらい、介護職員の確保に向け
たきっかけをつくった。 
(2) 事業の効率性 
介護に関する広範的な知識、ノウハウ及び実績を有する岐阜県社会
福祉協議会に委託したことにより、効率的な執行ができた。 

その他 H29：3,755千円、H30：5,235千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.29(介護分）】 

 外国人介護人材受入環境整備事業 

【総事業費】 
2,900千円 

事業の対象となる
区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（中部学院大学へ委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 
 

背景にある医療・介
護ニーズ 

介護を必要とする方が安心してサービスを受けることができるよ
う、介護サービスを支える人材の確保と介護サービスの質の向上を

図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 外国人介護労働者の受け入れ体制の構築や外国人・日本人介護労働
者が共に働きやすい環境の整備を促進することで、多文化共生を推
進するとともに、介護サービスを支える介護人材の育成と介護サー
ビスの質の向上を図る。 

アウトプット指標
（当初の目標） 

外国人介護労働者の受入れ環境整備に関するセミナーの開催 
・セミナー参加者：300人／年 

アウトプット指標
（達成値） 

・セミナー参加者：121人／年 

事業の有効性・効率
性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 
介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

(1) 事業の有効性 
本事業の実施により、外国人介護人材受入れにあたっての、文化的
な違い等の基礎知識、適切な指導方法、職場環境や生活環境の整備・
支援等を行い、介護事業者の理解促進、不安軽減等を図ることがで
きた。 
(2) 事業の効率性 
平成 29年度より外国人技能実習制度の対象職種に「介護」が追加さ
れ、また介護福祉士を取得した留学生への在留資格が見直されるな
ど、外国人介護人材における社会的環境が大きく変化している中で、
外国人介護人材に関する知識等を有している介護福祉士養成施設に

委託したことにより、効率的な介護事業者支援ができた。 

その他 H29：988千円 H30：2,900千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.30(介護分）】 

 介護人材確保・育成支援事業（連携協定分） 

【総事業費】 
2,510千円 

事業の対象となる
区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（中部学院大学へ委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 
 

背景にある医療・介
護ニーズ 

介護を必要とする方が安心してサービスを受けることができるよ
う、介護サービスを支える人材の確保と介護サービスの質の向上を
図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 中部学院大学等の介護人材育成に係る知見を有する講師人材等を活

用した事業を実施する。 

アウトプット指標
（当初の目標） 

①人手不足から研修への職員派遣が困難な介護事業所に対し、研修
講師を派遣 

・派遣事業所数：20事業所 
②県内の在留外国人に対し、介護に関する日本語、介護に関する知
識及び技術等習得の研修を実施 

 ・受講者数：20人 

③介護福祉士養成校卒業生を対象に、卒後フォローアップと離職防
止等を目的とする研修を実施 

 ・研修・交流会の開催：2回 

アウトプット指標

（達成値） 

・派遣事業所数：21事業所 

・受講者数：15人 
・研修・交流会の開催：2回 

事業の有効性・効率
性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 
介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

(1) 事業の有効性 
中部学院大学との連携により、研修講師の派遣、在留外国人に対す
る初任者研修の実施、介護福祉士養成校の卒業生に対する研修・交
流会を行い、解雇人材の確保と定着の促進を図ることができた。 
(2) 事業の効率性 
県と中部学院大学及び同短期大学部との連携協定に基づき委託を行

うことにより、一般的な外部講師を招聘する場合と比べ効率的に事
業を実施した。 

その他 H30：2,510千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.31(介護分）】 

 事業所連携型外国人留学生受入事業 

【総事業費】 
989千円 

事業の対象となる
区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（中部学院大学へ委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 
 

背景にある医療・介
護ニーズ 

介護を必要とする方が安心してサービスを受けることができるよ
う、介護サービスを支える人材の確保と介護サービスの質の向上を
図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 中部学院大学が県内３事業所と連携して行う外国人留学生確保事業

による留学生が負担する費用のうち、県修学資金貸付金の対象とな
らない日本語習得に係る費用の一部を助成する。 

アウトプット指標
（当初の目標） 

留学生が日本語を習得するために履修する課程について、介護福祉
士養成施設が設置する日本語修学課程の年間授業料について、当該
養成施設に 200 千円を上限として定額で助成する 

・助成対象者数：20 人 

アウトプット指標
（達成値） 

・助成対象者数：11事業所 

事業の有効性・効率
性 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 
介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

(1) 事業の有効性 
介護事業所と介護福祉士養成施設が連携した取り組みで来日する留
学生の日本語学習にかかる費用を助成することにより、円滑な事業
実施を支援ことができた。 
(2) 事業の効率性 
中部学院大学が県内３事業所と連携して行う外国人留学生確保事業
をモデルケースとして助成対象とすることにより、効率的に事業を
実施した。 

その他 H30：989千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.32(介護分）】 

福祉の仕事就職フェア開催事業（ミニフェア含む） 

【総事業費】 

4,920千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

高齢化社会の進展に伴い福祉人材の需要は高まっており、既存の人材

の定着支援とともに、新たな人材確保対策を図ることは重要である。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護・福祉の仕事に関する合同就職説明会を実施し、就職したい方へ

の就業支援、興味のある方への周知啓発等を行う。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

福祉の仕事就職フェア参加者：2,000人 

福祉の仕事就職ミニフェアの参加者：200人 

アウトプット指

標（達成値） 

オール岐阜・企業フェス（合同企業説明会）参加者：2,011人 

福祉の仕事就職ミニフェアの参加者：34人 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

  福祉分野において、福祉人材の確保は急務となっている。県内におい

て、福祉分野の事業所が一堂に集まり、面談会や就職相談を行う機会は

なく、人材確保に苦慮している事業所からの期待も高い。 

（2）事業の効率性 

   昨年度から、オール岐阜・企業フェス（出展企業：４１０企業・団

体）に組み込んで開催することで、効率的に事業を実施している。 

 

その他 H30：4,920千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.33(介護分）】 

福祉の仕事普及啓発事業 

【総事業費】 

4,860千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

高齢化社会の進展に伴い、今後も福祉人材の需要は高まっていくため、

将来的な福祉人材の確保につながる事業実施の必要性は高い。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 小中高生向け「福祉のおしごと新聞」に、福祉の職場で働く若手職員

や学生へのインタビュー記事、県内優良事業所の紹介等、福祉の職場

の魅力を伝える記事を掲載。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

小学生：年３回（約 12万人/回 対象） 

中 3生・高校生：年 4回（約 8万人/回 対象） 

アウトプット指

標（達成値） 

小学生：年３回（約 12万人/回 対象） 

中 3生・高校生：年 4回（約 8万人/回 対象） 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

  高齢化社会の進展に伴い、今後も福祉人材の需要はますます高ま

っていくため、将来に夢を持ち、進路を考え始める若年層に介護・

福祉の仕事の魅力を伝えることで、進学や就職にあたって、介護・

福祉の仕事を目指す人材を確保することにつながる。 

（2）事業の効率性 

  継続的に魅力発信を行うことが大切であり、福祉の仕事や関連す

る制度、イベント情報等を掲載し、保護者や、進路指導教諭等の学

校関係者等幅広い階層を対象に、福祉の魅力を伝えている。 

 

その他 H30：4,860千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.34(介護分）】 

福祉の仕事合同研修・交流会開催事業 

【総事業費】 

1,748千円 

事業の対象となる区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県（委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

高齢化の進展等に伴い福祉人材の需要は高まっており、新たな人材の

定着支援を図る取組みは重要である。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 県内で採用された福祉・介護職員を対象に、お互いの連帯感を高める

ためにグループワークを中心とした交流会を開催するとともに、講演

会や小規模事業者では実施が難しい研修会を実施する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

120人の参加 

アウトプット指

標（達成値） 

90人の参加 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

  岐阜県では、３年未満の介護職員の離職率が約７割であり、定着に向

けた取組みが重要である。そこで、新人職員について、悩みの共有やモ

チベーションアップなど、事業所を越えた交流を通してネットワークの

構築を図るとともに、孤立化を防ぎ、福祉・介護人材の定着及び離職防

止を図る。 

（2）事業の効率性 

   研修会を開催し、相互の資質や意欲を高めてもらうとともに、交流

会を開催することで、社会福祉施設等で働く職員が事業所を超えた同

期とつながりを持ち、早期の離職防止及び定着につなげる。 

 

その他 H30：1,748千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.35(介護分）】 

岐阜県介護研修センター運営事業 

【総事業費】 

2,339千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県社会福祉事業団（県委託） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

高齢化が進む社会情勢において、介護サービスを支える人材の資質向

上に関する事業は必要性が高い。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護専門職や一般の方向けに対する研修・講座に特化した「岐阜県介

護研修センター」の運営を行う。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

開催する研修事業：30 

アウトプット指

標（達成値） 

・開催した研修事業：21 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後 1年以内のアウトカム指標 

介護職員数：30,702人（平成 28年度） 

（1）事業の有効性 

研修受講生の介護スキル等の向上により、介護人材全体の資質向上及

び底上げが図られ、満足度の向上と働きやすさの向上につながること

で人材の定着及び離職防止を図ることができた。 

（2）事業の効率性 

介護専門職や一般の方向けに対する研修・講座に特化した「岐阜県介

護研修センター」で研修を実施したことにより効果的に事業を実施す

ることができた。 

その他 H30 : 2,339千円 
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１．事後評価のプロセス 

（１）「事後評価の方法」の実行の有無 

 事後評価の実施にあたって、都道府県計画に記載した「事後評価の方法」に記載した事項

について、記載どおりの手続きを行ったかどうかを記載。 

 

■ 行った 

 □ 行わなかった 

  岐阜県医療審議会（平成 30 年 2 月開催）において報告を実施し、総合的な観点で 

評価を行った。 

 

２．目標の達成状況 

 
平成28年度岐阜県計画に規定する目標を再掲し、平成29年度終了時における目標の達成状

況について記載。 

 

■岐阜県全体 

１．目標 

岐阜県では、平成 26・27年度計画において、地域における医療及び介護を総合的

に確保するための基本的な方針（以下「基本方針」という。）で対象事業とされてい

る５つの事業区分を、計７つの柱として事業を実施してきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 28 年度計画においては、これまでの２年の経過と平成 28 年７月に策定した

地域医療構想を踏まえ、地域における医療及び介護の総合的な確保を図るため、「効

率的かつ質の高い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」を達成

するよう、各種事業に取り組み、どの地域にあっても切れ目のない医療・介護の提

供を受けることができ、地域において安心して生活できることを目標とする。 

 

①地域医療構想の達成に向けた医療

機関の施設又は設備の整備に関す

る事業 

②居宅等における医療の提供に関す

る事業 

③介護施設等の整備に関する事業 

④医療従事者の確保に関する事業 

⑤介護従事者の確保に関する事業 

Ⅰ 病床機能の分化・連携の推進 

Ⅱ 在宅医療・介護体制の充実 

Ⅲ 中山間・へき地医療体制の充実 

Ⅳ 障がい児者医療・福祉体制の強化 

Ⅴ 医療・介護従事者等の確保養成・勤務

環境改善 

Ⅵ 介護施設整備等の支援 

Ⅶ 介護人材確保対策・資質向上の推進 
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① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標 

病床の機能分化・連携について、医療機関の自主的な取り組みや医療機関相互の

協議、また医療及び介護サービスの提供を受ける県民の理解のもとに、地域医療構

想が実現されるよう事業を展開する。 

特に、地域医療構想において、将来における回復期病床の必要量が約 3,600 床不

足すると試算されていることから、急性期病床及び慢性期病床からの病床の転換を

促進する。 

【目標値】    

  ・回復期病床への転換数  3,600床（平成 37年度まで） 

  ・平均在院日数      24.7日（平成 26年度）→ 減少（平成 29年度） 

                                               

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

   県内に無医地区（またはそれに準じる地区）が１２地区存在する等、医療資源に

乏しい地区が存在していることや、へき地医療に従事する医師の疲弊や高齢化への

課題に対応するため、中山間地域やへき地の診療所等に対して拠点病院が人材派遣

を行うなどの体制を整備する。  

 【目標値】    

・中山間・へき地医療支援事業により派遣される医師数  

11人（平成 26年度） → 増加（平成 28年度） 

・へき地医療に関する研修会・講座の開催回数 

６回（平成 26年度末）→ 20回（平成 29年度末） 

   ・同研修会・講座への参加者数 

151人（平成 26年度末）→ 240人（平成 29年度末） 

   ・医学生セミナー参加者数  10人 

 

④「障がい児者医療・福祉体制の強化」の目標 

医療的ケアを要する重度障がい児者が増加する一方、その在宅生活を支援する体

制は不十分であり、障がい児者医療推進体制の強化を図る。 

また、自閉症をはじめとする発達障がい児者が急増する一方、その診療・療育等

の支援体制は不十分であり充実を図る。 

 【目標値】    

・障がい児者医療機関における院外実習受講者数 

0人（平成 25年度）→63人（平成 28年度） 

・発達障がい児者専門外来等診療件数 

16,556人（平成 25年度）→ 18,350人（平成 29年度） 

 

⑤「医療従事者等の確保養成・勤務環境改善」の目標 

地域医療支援センター（岐阜県医師育成・確保コンソーシアム）等による医師確
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保や医師不足地域の解消、また、医療勤務環境改善支援センターや病院内保育所等

の運営による医療従事者等の勤務環境改善を図る。 

  【目標値】 

・人口 10万人対医療施設従事医師数 

195.4人（平成 24年度） → 210.0人（平成 28年度） 

・県内の認定看護師登録者数   

263人（平成 27年 7月）→ 281人（平成 28年度） 

・勤務環境改善の取組を実施した病院数 

 8病院（平成 27年度末）→ 13病院（平成 28年度末） 

 

⑥「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

  【目標値】 

・地域密着型介護老人福祉施設 

1,037床（39か所）（平成 26年度） → 1,134床（43か所）（平成 28年度） 

・認知症高齢者グループホーム 

4,228床（282か所）（平成 26年度）→ 4,399床（292か所）（平成 28年度） 

※内、上乗せ整備分 9床（1か所）を含む 

・小規模多機能型居宅介護事業所  

587人（宿泊定員（77か所））（平成 26年度） 

→ 657人（宿泊定員（84か所））（平成 28年度） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

9施設（平成 26年度） → 14施設（平成 28年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

25床（3か所）（平成 26年度） → 62床（7か所）（平成 28年度） 

・認知症対応型デイサービスセンター 

76施設（平成 27年度）→ 79施設（平成 28年度） 

・地域包括支援センター 

81施設（平成 27年度）→ 82施設（平成 28年度） 

 

⑦「介護人材確保対策・資質向上の推進」の目標 

介護の仕事の魅力を伝えることで、新たな人材の発掘・確保に努めるとともに、

介護職員の育児休暇取得、研修受講等への支援や介護技術を通じた交流機会の創出

など、勤務環境改善、やりがいや意欲向上につなげるための取り組みを通じて人材

の定着を促す。また、介護人材の育成に取り組む事業者等を認定するための制度を

創設し、「働きたい」「働きやすい」職場環境づくりの実現を支援する。 
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 【目標値】    

  介護職員数 

  27,140人（平成 25年度）→ 32,563人（平成 29年度） 

   （※2025年に向けた介護人材に係る受給推計（確定値）） 

２．計画期間 

  平成 27年４月１日～令和 2年３月 31日 

 

□岐阜県全体（達成状況） 

１）目標の達成状況 

 本県における目標指標の達成状況を以下により評価した。 

  

＜達成率の計算方法＞

(※）基準年次から最終目標年次まで、年数ごとに均等に増加（減少）した場合の最新年次の値

＜評価＞

　A：全体的に順調（達成率75%）

　B：比較的順調（達成率50%）

　C：一部努力を要する（達成率50%未満）

　D：全体的に努力を要する（達成率25%未満）

達成率（％）＝
(最新値－基準値）基準値からどれだけ増加したか

（最新値年次の目標値（※）－基準値）基準値からどれだけ増加させるか
　×１００

 

 

 

２）見解 

多くの指標において目標を達成しており、「効率的かつ質の高い医療提供体制の

構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向けて、どの地域にあっても切

れ目のない医療・介護サービスの提供を受けることができ、地域において安心して

○介護施設整備等の支援

地域密着型介護老人福祉施設
1,105床
（平成30年3月）

1,225床
（平成30年度）

1,124床
（平成31年3月）

91.8% A

認知症高齢者グループホーム
4,376床
（平成30年3月）

4,441床
（平成30年度）

4,484床
（平成31年3月）

100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
11か所
（平成30年3月）

15か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

93% A

小規模多機能型居宅介護事業所
81か所
（平成30年度）

88か所
（平成30年度）

83か所
（平成31年3月）

94.3% A

看護小規模多機能型居宅介護事業所
7か所
（平成29年度）

10か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

100.0% A

○介護人材確保対策・資質向上の推進

介護職員数
27,140人
（平成25年度）

32,563人
（平成29年度）

31,413人
（平成29年度）

78.8% A



   

6 

 

生活できる環境の整備が進んでいる。 

一部、進捗に遅れの見られる事業については、事業効果を検証の上、計画の見直

しを行うとともに、必要に応じて他のアプローチの事業を実施するなど、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保のため、精力的に取組んでいく。 

 

 ３）目標の継続状況 

  ☑ 平成29年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

  □ 平成29年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

■岐阜圏域 

１．目標 

岐阜圏域は、岐阜県の中南部に位置し、県庁所在地岐阜市を中心とした県内人口

の約４割（約 80万人）が集中する圏域で、県全体の病床数の約４割が集中している。 

圏域内には、岐阜大学医学部附属病院や岐阜県総合医療センターなどの基幹病院

が複数あり、人口１０万人当たりの医療施設従事医師数も県内で唯一全国平均を上

回るなど、医療機能が集中した圏域である。 

平均在院日数は、全国平均よりも短く、県内の他の圏域と比べても短い。 

また、高齢化が顕著に進行しているものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平

均、全国平均を下回り圏域別では最も低い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 272.8人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…22.7日（全国 29.1日） 

○高齢化率（平成 26年）…25.6％（全国 26.0％） 

○後期高齢化率（平成 26年）…11.7％（全国 12.5％） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

①  「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

基幹病院が複数集積しており、地域医療構想の実現には、機能の重複を解消する

ことも必要となることから、医療機関の自主的な取組及び医療機関相互の協議によ

り進められる病床の機能分化・連携を支援する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 28 年度） 

 

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標値】 
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・地域密着型介護老人福祉施設 

388床（14か所）（平成 27年度） →  417床（15か所）（平成 28年度） 

・認知症高齢者グループホーム 

1,716床（108か所）（平成 26年度）→ 1,748床（109か所）（平成 28年度） 

・小規模多機能型居宅介護事業所 

256人（宿泊定員（34か所））（平成 26年度） 

→ 289人／宿泊定員（（37か所）（平成 28年度）） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

6施設（平成 26年度） → 8施設（平成 28年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

9床（1か所）（平成 26年度） → 18床（2か所）（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

  平成28年４月１日～令和3年３月31日 

□岐阜圏域（達成状況） 

 【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

 

２）見解 

 回復期病床への転換等おおむね計画通りに進んでいる。引き続き地域包括ケアシステ 

ムの構築が課題であり、今後も「介護施設整備等の支援」に関する事業の着実な実施に 

より地域密着型サービス施設等の整備を行うなど、環境の整備に努める。 

   

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成29年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成29年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■西濃圏域 

１．目標 

西濃圏域は、岐阜県の西南端に位置し、東部は岐阜圏域と愛知県に、西部は三重

県、滋賀県、福井県とに隣接している。圏域人口は約３９万人で、圏域中央部は中

京・関西・北陸を結ぶ交通の要衝となっており、県内最大の病床数を有する大垣市

岐阜圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

地域密着型介護老人福祉施
設

388床
（平成29年度）

446床
（平成30年度）

427床
（平成31年3月）

95.7% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

35か所
（平成29年度）

37か所
（平成30年度）

35か所
（平成31年3月）

94.6% A

看護小規模多機能型居宅介
護事業所の床数

2か所
（平成29年度）

3か所
（平成30年度）

3か所
（平成31年3月）

100.0% A
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民病院に医療機能が集中する傾向がある。圏域北部は 1,000 メートル級の山地が連

なり、揖斐川町には無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。 

平均在院日数は県内で最も長く、全国平均を上回っている状況であるため、効率

的かつ質の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の推進が求め

られる。 

高齢化は進んでいるものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平均を下回り、岐

阜圏域の次に低いが、将来を見据えた介護施設整備が必要になる。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 165.2人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…32.2日（全国 29.1日） 

○無医地区数（平成 28年）…１地区（58人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 28年）…２地区（55人） 

○高齢化率（平成 26年）…26.7％（全国 26.0％） 

○後期高齢化率（平成 26年）…12.7％（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

  

①  「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を構

築する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 28 年度） 

   

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する。 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ５人    →    維持 

    

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 
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 【目標値】 

・地域密着型介護老人福祉施設 

312床（12か所）（平成 26年度） → 380床（15所）（平成 28年度） 

・認知症高齢者グループホーム  

864床（56か所）（平成 26年度） → 918床（60カ所）（平成 28年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

0床（0か所）（平成 27年度） →  9床（1か所）（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

  平成 28 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

 

□西濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

 

２）見解 

回復期病床への転換、へき地診療所に勤務する常勤医師数の維持等おおむね計画通り 

に進んでいる。引き続き地域包括ケアシステムの構築が課題であり、今後も「介護施設

整備等の支援」に関する事業の着実な実施により地域密着型サービス施設等の整備を行

うなど、環境の整備に努める。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成29年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成29年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■中濃圏域 

１．目標 

中濃圏域は、岐阜県の中央部に位置し、岐阜圏域、飛騨圏域、東濃圏域に囲まれ、

北部は福井県に、南部は愛知県に接している。圏域人口は約３９万人で、南部（美

濃加茂市・可児市）の平野部に圏域人口の約４割が集中している一方、郡上市や郡

部は山間部が多く、圏域内に無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。

可茂地区には木沢記念病院、関・美濃地区には中濃厚生病院、郡上地区には郡上市

民病院というように、圏域内の各地区でそれぞれ中心となる医療機関が存在してい

西濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

13か所
（平成29年度）

16か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

87.5% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

1か所
（平成29年度）

2か所
（平成30年度）

2か所
（平成31年3月）

100.0% A
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る。 

平均在院日数は、全国平均を下回るが、県平均を超えているため、効率的かつ質

の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の更なる推進が求めら

れる。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を少し上回る。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 155.3人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…28.1日（全国 29.1日） 

○無医地区数（平成 28年）…1地区（531人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 28年）…2地区（209人） 

○高齢化率（平成 26年）…27.4%（全国 26.0%） 

○後期高齢化率（平成 26年）…13.6%（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標   

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を構

築する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 28 年度） 

 

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ９人    →    10 人 

     歯科   ２人    →     維持 

    

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標値】 

・認知症高齢者グループホーム  
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724床（51か所）（平成 27年度）→  742床（52か所）（平成 28年度） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

0施設（平成 26年度） →  1施設（平成 28年度） 

・地域包括支援センター 25施設（平成 27年度） → 26施設（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

    平成 28 年４月１日～平成 33 年３月 31 日 

 

□中濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

  

１）目標の達成状況 

  

２）見解 

へき地診療所に勤務する常勤医師数の増加等おおむね計画通りに進んでいる。引き続 

き地域包括ケアシステムの構築が課題であり、今後も「介護施設整備等の支援」に関す

る事業の着実な実施により地域密着型サービス施設等の整備を行うなど、環境の整備 

に努める。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成29年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成29年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。  

■東濃圏域 

１．目標 

東濃圏域は、岐阜県の南東部に位置し、南に愛知県、東に長野県と接している。

圏域人口は約３５万人で、特に多治見市は名古屋圏のベッドタウンとして東濃圏域

の中心都市となっており、圏域病床数の約４５％が集中している一方で、東部地域

（恵那市・中津川市）は山間部が多い。無医地区については平成 23年から 1地区増

加したが、無医地区に準じる地域が 1 地区減少している。当圏域は中央自動車道や

国道 19号線、ＪＲ中央本線が東西を貫き、各市で中心となる病院が存在している。 

平均在院日数は、県内の各医療圏において最も短い。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を上回り、飛騨圏

中濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

認知症高齢者グループホーム
の床数

706床
（平成29年度）

751床
（平成30年度）

742床
（平成31年3月）

98.8% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0か所
（平成29年度）

1か所
（平成30年度）

0か所
（平成31年3月）

0% D

小規模多機能型居宅介護事
業所

10か所
（平成29年度）

11か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

90.9% A



   

12 

 

域に次いで 2 番目に高い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 178.2人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…20.7日（全国 29.1日） 

○無医地区数（平成 28年）… 3地区（217人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 28年）… 2地区（61人） 

○高齢化率（平成 26年）…29.1%（全国 26.0%） 

○後期高齢化率（平成 26年）…14.6%（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標   

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を構

築する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 28 年度） 
 
 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する。 

  

【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ３人    →    ５人 

     歯科   ４人    →     維持 

    

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福

祉計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サ

ービス施設等の整備を行う。  

 【目標値】 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

9床（1か所）（平成 27年度） →  18床（2か所）（平成 28年度） 

・認知症対応型デイサービスセンター  

14施設（平成 27年度） → 15施設（平成 28年度） 



   

13 

 

 

２．計画期間 

    平成 28年４月１日～平成 33年３月 31日 

 

□東濃圏域（達成状況）  

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 
２）見解 

 へき地診療所に勤務する常勤医師指数の増加等計画通りに進んでいる。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成29年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成29年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

 

 

 

■飛騨圏域 

 

１．目標 

飛騨圏域は、岐阜県の北部に位置し、本県面積の約 40％を占める広大な圏域であ

る。圏域人口は約 16 万人で、医療機関数は県全体の１割に満たない数であるが、交

通不便、へき地・中山間地、冬季積雪といった不利な条件を抱える地域の医療を担

っている。３市１村に 10 病院が存在するが、民間病院は療養病床と精神病床が中心

となっており、高山市中心市街地にある高山赤十字病院、久美愛厚生病院に医療機

能が集中している。しかし、これらの病院においても、産科等、医師の不足する診

療科の問題等が顕在化している。 

平均在院日数は全国平均よりも短く、ほぼ岐阜県の平均日数と等しい。 

また、岐阜県において最も高齢化率・後期高齢化率が高く、認定率（65 歳以上の

被保険者数における 65 歳以上の要介護認定者の割合）も最も高い圏域である。 

   家庭介護においては、配偶者が介護を担う傾向が強く、老々介護が他圏域より高

率となっている。 

 

東濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

認知症高齢者グループホーム
762床

(平成29年度）
762床

(平成30年度）
780床

(平成31年3月）
100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

2か所
(平成29年度）

3か所
(平成30年度）

3か所
(平成31年3月）

100.0% A
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○医療施設従事医師数（平成 28年）… 175.2人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…26.5日（全国 29.1日） 

○無医地区に準じる地区数（平成 27年）… 1地区（25人） 

○高齢化率（平成 26年）…32.6%（全国 26.0%） 

○後期高齢化率（平成 26年）…17.4%（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標   

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域包括ケアシステムの構築により、効率的で質の高い医療を提供する。 

 【目標値】 

・回復期病床への転換を図る病院数 

１病院（平成 27年度） 

   ・ふるさと分娩臨時支援事業により分娩体制を維持する三次周産期医療機関数 

     １病院（平成 27年度） 

    ・市町村区域を越えた広域的なへき地医療機関の運営（センター化）  

１か所（平成 27年度） 

 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する 

 【目標値】 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26年度末    平成 29年度末 

医科   13人    →    14人 

     歯科    １人    →     維持 

   

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【目標値】 

・認知症高齢者グループホーム 

231床（20カ所）（平成 26年度） → 258床（22カ所）（平成 28年度） 

※内、上乗せ整備分 9床（1か所）を含む 

・小規模多機能型居宅介護事業所  
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82人（宿泊定員（10か所））（平成 27年度） 

→ 109人（宿泊定員（13か所））（平成 28年度） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

0施設（平成 27年度） →  1施設（平成 28年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

8床（1か所）（平成 27年度） →  17床（2か所）（平成 28年度） 

・認知症対応型デイサービスセンター  

10施設（平成 27年度） → 12施設（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

    平成 28年４月１日～平成 33年３月 31日 

□飛騨圏域（達成状況）  

【継続中（平成 30 年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

 

２）見解 

 回復期病床への転換や、広域的なへき医療機関の運営等おおむね計画どおり進んでい 

る。 

医師確保対策については、中山間・へき地における医療体制を維持するとともに、「医 

療・介護従事者等の確保養成・勤務環境改善」に関する事業を実施することで、医師を

はじめとした医療従事者の増加、定着を図る。 

 

３）目標の継続状況 

 ☑ 平成29年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

 □ 平成29年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

 

 

 

 

飛騨圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

地域密着型介護老人福祉施
設

78床
（平成29年度）

82床
（平成30年度）

78床
（平成31年3月）

95.1% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0施設
（平成29年度）

1施設
（平成30年度）

1施設
（平成31年3月）

100.0% A
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Ⅲ 介護施設整備等の支援 
 

事業の区

分 

３．介護施設等の整備に関する事業 

事業名 

岐阜県介護施設等整備事業 

【総事業費（計画期間の

総額）】 

529,373千円 

事業の対

象となる

区域 

県全域 

事業の実

施主体 
岐阜県 

事業の期

間 

２０１６年４月１日～２０１９年３月３１日 

背景にあ

る医療・介

護ニーズ 

高齢者が地域において、安心して生活できる体制の構築を図る。 

アウトカム指標：地域包括ケアシステムの構築に向けて、地域密着型サービス施設等の整

備に要する経費を支援することにより、地域の実情に応じた介護サービス提供体制の整備

を促進する。 

施設等種別 H28年度末 H30年度末 

地域密着型特別養護老人ホーム 1,134床 1,225床 

認知症高齢者グループホーム 4,381床 4,441床 

小規模多機能型居宅介護事業所 82カ所 88カ所 

定期巡回・随時対応訪問介護 12カ所 15カ所 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 6カ所 10カ所 

認知症対応型デイサービスセンター 78カ所 80カ所 

地域包括支援センター  82カ所 

   

事業の内

容 

 ①地域密着型サービス施設等の整備に対する助成を行う。 

 ②介護施設等の開設・設置に必要な準備経費に対して支援を行う。 

 ③特別養護老人ホームのユニット化改修等に対して支援を行う。 
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アウトプ

ット指標

（当初の

目標値） 

・地域包括ケアシステムの構築に向けて、第７期介護保険事業支援計画等において予定し

ている地域密着型サービス施設等の整備を行う。 

整備予定施設等（H28～H30） 

 地域密着型特別養護老人ホーム 140床 

 認知症高齢者グループホーム 150床 

 小規模多機能型居宅介護事業所 9か所 

 定期巡回・随時対応訪問介護 4か所 

 看護小規模多機能型居宅介護事業所 6か所 

認知症対応型デイサービスセンター 3か所 

地域包括支援センター 1か所 
 

アウトプ

ット指標

（達成値） 
整備済み施設等 H30年度 

地域密着型特別養護老人ホーム - 

認知症高齢者グループホーム 18床 

小規模多機能型居宅介護事業所 1か所 

定期巡回・随時対応訪問介護 1か所 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 - 

認知症対応型デイサービスセンター 1か所 

地域包括支援センター - 

 

事業の有

効性・効率

性 

 

事業終了後 1年後のアウトカム指標 

種  別 H30年度末 H31年度末 

地域密着型特別養護老人ホーム 1,124床 1,299床 

認知症高齢者グループホーム 4,484床 4,540床 

小規模多機能型居宅介護事業所 83か所 94カ所 

定期巡回・随時対応訪問介護 14か所 17カ所 

看護小規模多機能型居宅介護事業所 10か所 14カ所 

  

（1）事業の有効性 

 介護保険事業（支援）計画に従った特別養護老人ホーム等の整備が進み、待機者の解消

に成果を出すことができた。 

（2）事業の効率性 

事業を実施する市町村との連絡調整を密に行い、早期に審査を実施することができ、効

率化を図ることができた。 

その他 H28:225,075千円（施設整備費 179,747千円、開設準備費 45,328千円） 
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H30:304,298千円（施設整備費  80,948千円、開設準備費 223,350千円） 



   

別紙 

 

 

 

 

 

 

平成 27年度岐阜県計画に関する 

事後評価 

 

 

 

 

 
令和２年１月 

岐阜県 
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１．事後評価のプロセス 

（１）「事後評価の方法」の実行の有無 

☑ 行った 

 □ 行わなかった 

   平成 27年度岐阜県計画では、「病床機能の分化・連携の推進」、「在宅医療・介護

体制の推進」、「中山間・へき地医療体制の充実」及び「医療・介護従事者等の確保

養成・勤務環境改善」という４つの柱に基づく事業を実施しており、その目標とす

る指標については、第６期岐阜県保健医療計画（以下「保健医療計画」という。）

と重複するものがある。   

そのため、岐阜県医療審議会（30年 2月開催）において保健医療計画の報告を行

う際に、併せて平成 27年度県計画の報告を実施することで、総合的な観点で評価を

行った。 

 

２．目標の達成状況 

 

■岐阜県全体（目標） 

岐阜県では、平成 26年度計画において、地域における医療及び介護を総合的に確

保するための基本的な方針（以下「基本方針」という。）で対象事業とされている「居

宅等における医療の提供に関する事業」、「医療従事者の確保に関する事業」を、「在

宅医療・介護体制の充実」、「中山間・へき地医療体制の充実」、「障がい児者医療・

福祉体制の強化」及び「医療・介護従事者等の確保養成・勤務環境改善」という４

つの柱に事業を整理し、実施してきた。 

平成 27 年度の本計画においては、さらに基本方針における「地域医療構想の達成

に向けた医療機関の施設又は設備の整備に関する事業」、「介護施設等の整備に関す

る事業」及び「介護従事者の確保に関する事業」についても実施することとし、こ

れらを「病床機能の分化・連携の推進」、「介護施設整備等の支援」及び「介護人材

確保対策・資質向上の推進」に区分し、計７つの柱の事業を展開する。 

 

地域における医療及び介護の総合的な確保のため、「効率的かつ質の高い医療提供

体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」を達成するよう、これら７つの柱

の事業に精力的に取り組み、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切れ目の

ない医療・介護サービスの提供を受けることができ、地域において安心して生活で

きるようにすることを目標とする。 
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① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標 

病床の機能分化・連携について、医療機関の自主的な取組や医療機関相互の協議、

また医療及び介護サービスの提供を受ける県民の理解のもとに、地域医療構想が実

現されるよう事業を展開する。 

なお、地域医療構想策定前ではあるが、将来における回復期病床の必要量が約

3,600 床不足すると試算されていることから、地域医療構想策定前ではあるが、急性

期病床及び慢性期病床からの病床の転換を促進する。 

 ・回復期病床への転換数  3,600床※（平成 37 年度まで） 

                       ※地域医療構想策定までの仮定値 

 ・平均在院日数      25.8日（平成 23 年度）→ 25.4日（平成 29 年度） 

 

② 「在宅医療体制の充実」の目標 

   高齢化が進行する中、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、在宅医

療を支える人材の育成、体制の整備等を実施する。 

  ・在宅療養支援診療所数 

診療所数 197箇所、病院数 6か所（平成 24年 1月） 

→ 診療所数 228箇所、病院数 12か所（平成 27年 3月） 

・岐阜県包括的地域ネットワーク（はやぶさネット）の参加機関数  

            735機関（平成 26年度末）→ 増加（平成 27年度末）  

                                               

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

   県内に無医地区（またはそれに準じる地区）が 12地区存在する等、医療資源に乏

しい地区が存在していることや、へき地医療に従事する医師の疲弊や高齢化への課

題に対応するため、中山間地域やへき地の診療所等に対して拠点病院が人材派遣を

行うなどの体制を整備する。 

   ・へき地診療所からの代診要請に対するへき地医療支援機構による代診応需率（代

診派遣件数／代診要請件数）  

83.3％（平成 23年度末）→ 上昇（平成 29年度末） 

 

・へき地医療に関する研修会・講座の開催回数 

６回（平成 26年度末）→ 20回（平成 29年度末） 

  ・同研修会・講座への参加者数 

151名（平成 26年度末）→ 240名（平成 29年度末） 

 

④ 「医療従事者等の確保養成・勤務環境改善」の目標 

地域医療支援センター（岐阜県医師育成・確保コンソーシアム）等による医師確

保や医師不足地域の解消、また、医療勤務環境改善支援センターや病院内保育所等

の運営による医療従事者等の勤務環境改善を図る。 
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   ・人口 10万人対医療施設従事医師数 

195.4人（平成 24年度） → 210.0人（平成 28年度） 

・ 県内の認定看護師登録者数  

            238人（平成 26年度）→ 256人（平成 27年度） 

・ 医療安全等対策研修会への参加者数  

1,734人（平成 26年度）→ 1,800人（平成 27年度） 

 

⑤ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サービ

ス施設等の整備を行う。 

 【定量的な目標値】 

・地域密着型介護老人福祉施設 

1,037床（39か所）（平成 26年度） → 1,134床（43か所）（平成 28年度） 

・認知症高齢者グループホーム 

4,228床（282か所）（平成 26年度）→ 4,399床（292か所）（平成 28年度） 

※内、上乗せ整備分 9床（1か所）を含む 

・小規模多機能型居宅介護事業所  

587人（宿泊定員（77か所））（平成 26年度） 

→ 657人（宿泊定員（84か所））（平成 28年度） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

9施設（平成 26年度） → 14施設（平成 28年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

25床（3か所）（平成 26年度） → 62床（7か所）（平成 28年度） 

   ・認知症対応型デイサービスセンター 

76施設（平成 27年度）→ 79施設（平成 28年度） 

・地域包括支援センター 

81施設（平成 27年度）→ 82施設（平成 28年度） 

 

⑥ 「介護人材確保対策・資質向上の推進」の目標 

介護の仕事の魅力を伝えることで、新たな人材の発掘・確保に努めるとともに、

介護職員の育児休暇取得、研修受講等への支援や介護技術を通じた交流機会の創出

など、勤務環境改善、やりがいや意欲向上につなげるための取り組みを通じて人材

の定着を促す。また、介護人材の育成に取り組む事業者等を認定するための制度を

創設し、「働きたい」「働きやすい」職場環境づくりの実現を支援する。 

 【定量的な目標値】 

  ・介護職員数 

   27,140人（平成 25年度）→ 32,563人（平成 29年度） 
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   （※2025年に向けた介護人材に係る受給推計（確定値）） 

 

２．計画期間 

  平成 27 年４月１日～平成 30 年３月 31 日 

□岐阜県全体（達成状況） 

１）目標の達成状況 

 本県における目標指標の達成状況を以下により評価した。 

＜達成率の計算方法＞

(※）基準年次から最終目標年次まで、年数ごとに均等に増加（減少）した場合の最新年次の値

＜評価＞

　A：全体的に順調（達成率75%）

　B：比較的順調（達成率50%）

　C：一部努力を要する（達成率50%未満）

　D：全体的に努力を要する（達成率25%未満）

達成率（％）＝
(最新値－基準値）基準値からどれだけ増加したか

（最新値年次の目標値（※）－基準値）基準値からどれだけ増加させるか
　×１００

 

 

 

 

２）見解 

多くの指標において目標を達成しており、「効率的かつ質の高い医療提供体制の

構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向けて、どの地域にあっても切

れ目のない医療・介護サービスの提供を受けることができ、地域において安心して

生活できる環境の整備が進んでいる。 

一部、進捗に遅れの見られる事業については、事業効果を検証の上、計画の見直

○介護施設整備等の支援

地域密着型介護老人福祉施設
1,105床
（平成30年3月）

1,225床
（平成30年度）

1,124床
（平成31年3月）

91.8% A

認知症高齢者グループホーム
4,376床
（平成30年3月）

4,441床
（平成30年度）

4,484床
（平成31年3月）

100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所
11か所
（平成30年3月）

15か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

93% A

小規模多機能型居宅介護事業所
81か所
（平成30年度）

88か所
（平成30年度）

83か所
（平成31年3月）

94.3% A

看護小規模多機能型居宅介護事業所
7か所
（平成29年度）

10か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

100.0% A

○介護人材確保対策・資質向上の推進

介護職員数
27,140人
（平成25年度）

32,563人
（平成29年度）

31,413人
（平成29年度）

78.8% A
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しを行うとともに、必要に応じて他のアプローチの事業を実施するなど、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保のため、精力的に取組んでいく。 

 ３）目標の継続状況 

  ☑ 平成28年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

  □ 平成28年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

 

■岐阜圏域（目標と計画期間） 

１．目標 

岐阜圏域は、岐阜県の中南部に位置し、県庁所在地岐阜市を中心とした県内人口

の約４割（約 80 万人）が集中する圏域で、県全体の病床数の約４割が集中している。 

圏域内には、岐阜大学医学部附属病院や岐阜県総合医療センターなどの基幹病院

が複数あり、人口 10 万人当たりの医療施設従事医師数も県内で唯一全国平均を上回

るなど、医療機能が集中した圏域である。 

平均在院日数は、全国平均よりも短く、県内の他の圏域と比べても短い。 

在宅医療分野においては、人口 10 万人当たりの退院支援担当者を配置している病

院数および診療所数は、いずれも全国値を下回っている状況であり、退院支援の担

当者を配置する医療機関数の増加による在宅医療の推進が必要である。 

また、高齢化が顕著に進行しているものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平

均、全国平均を下回り圏域別では最も低い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 272.8人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…22.7日（全国 29.1日） 

○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20年）… 0.2か所（全国 0.4か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20年）… 1.6か所（全国 1.9か所）※ 

○高齢化率（平成 26年）…25.6％（全国 26.0％） 

○後期高齢化率（平成 26年）…11.7％（全国 12.5％） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

基幹病院が複数集積しており、地域医療構想の実現には、機能の重複を解消する

ことも必要となることから、医療機関の自主的な取組及び医療機関相互の協議によ

り進められる病床の機能分化・連携を支援する。 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 27 年度） 

 

② 「在宅医療体制の充実」の目標 

在宅医療を効果的に推進するため、在宅医療連携推進会議を開催するとともに、

かかりつけ医や病診連携等の強化を図り、退院後の在宅医療への移行、急変時の在
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宅医療から入院への移行が円滑に行われる体制を構築する。 

・退院支援担当者の配置状況（人口 10万対） 

診療所 0.2（平成 20年）→ 増加 

病院  1.6（平成 20年）→ 増加 

 

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福

祉計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サ

ービス施設等の整備を行う。 

 

   【定量的な目標値】 

・地域密着型介護老人福祉施設 

388床（14か所）（平成 27年度） →  417床（15か所）（平成 28年度） 

・認知症高齢者グループホーム 

1,716床（108か所）（平成 26年度）→ 1,748床（109か所）（平成 28年度） 

・小規模多機能型居宅介護事業所 

256人（宿泊定員（34か所））（平成 26年度） 

→ 289人／宿泊定員（（37か所）（平成 28年度）） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 

6施設（平成 26年度） → 8施設（平成 28年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

9床（1か所）（平成 26年度） → 18床（2か所）（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

  平成 27 年４月１日～平成 30 年３月 31 日 

□岐阜圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

２）見解 

    個々の目標の達成状況にはバラつきがあるが、今後も退院支援の担当者を配置す

る医療機関数の増加等、地域包括ケアシステムの構築が課題であり、「在宅医療・介

護体制の充実」に関する事業の着実な実施により、引き続き、高齢者や障がい児者

岐阜圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

地域密着型介護老人福祉施
設

388床
（平成29年度）

446床
（平成30年度）

427床
（平成31年3月）

95.7% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

35か所
（平成29年度）

37か所
（平成30年度）

35か所
（平成31年3月）

94.6% A

看護小規模多機能型居宅介
護事業所の床数

2か所
（平成29年度）

3か所
（平成30年度）

3か所
（平成31年3月）

100.0% A
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等がどの地域にあっても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられるよう、

環境の整備に努める。 

 

■西濃圏域（目標と計画期間） 

１．目標 

西濃圏域は、岐阜県の西南端に位置し、東部は岐阜圏域と愛知県に、西部は三重

県、滋賀県、福井県とに隣接している。圏域人口は約３９万人で、圏域中央部は中

京・関西・北陸を結ぶ交通の要衝となっており、県内最大の病床数を有する大垣市

民病院に医療機能が集中する傾向がある。圏域北部は 1,000 メートル級の山地が連

なり、揖斐川町には無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。 

平均在院日数は県内で最も長く、全国平均を上回っている状況であるため、効率

的かつ質の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の推進が求め

られる。 

在宅医療分野においては、人口１０万人当たりの在宅療養支援診療所数および在

宅療養支援病院数ともに増加傾向であり、在宅医療の提供体制が構築されつつある

と考えられるが、全国値と同等かそれを下回る状況である。人口１０万人当たりの

退院支援担当者を配置している病院数および診療所数についても全国値を下回って

いることから、これらの医療機関数の増加等、在宅医療の推進が必要である。 

高齢化は進んでいるものの、高齢化率・後期高齢化率ともに県平均を下回り、岐

阜圏域の次に低いが、将来を見据えた介護施設整備が必要になる。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 165.2人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…32.2日（全国 29.1日） 

○在宅療養支援診療所数（平成 26年）… 8.3か所（全国 11.3か所）※ 

○在宅療養支援病院数（平成 26年）… 0.3か所（全国 0.8か所）※ 

○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20年）… －か所（全国 0.4か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20年）… 1.6か所（全国 1.9か所）※ 

○無医地区数（平成 28年）…１地区（58人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 28年）…２地区（55人） 

○高齢化率（平成 26年）…26.7％（全国 26.0％） 

○後期高齢化率（平成 26年）…12.7％（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。  

①  「病床機能の分化・連携の推進」の目標  

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・

連携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を

構築する。 
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 ・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 27 年度） 

 

② 「在宅医療体制の充実」の目標 

在宅医療を効果的に推進するため、在宅医療連携推進会議を開催するとともに、

かかりつけ医や病診連携等の強化を図り、退院後の在宅医療への移行、急変時の在

宅医療から入院への移行が円滑に行われる体制を構築する。 

・在宅療養支援診療所の状況（人口 10万対） 

  8.3か所（平成 26年）→ 増加 

・在宅療養支援病院の状況（人口 10万対） 

  0.3か所（平成 26年）→ 増加 

・退院支援担当者の配置状況（人口 10万対） 

  診療所 0.0（平成 20年）→ 増加 

病院  1.6（平成 20年）→ 増加 

   

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するととも

に、へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地

診療に携わる医師を確保する 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ５人    →    維持 

    

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

 地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福 

祉計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サ 

ービス施設等の整備を行う。 

   【定量的な目標値】 

・地域密着型介護老人福祉施設 

312床（12か所）（平成 26年度） → 380床（15所）（平成 28年度） 

・認知症高齢者グループホーム  

864床（56か所）（平成 26年度） → 918床（60カ所）（平成 28年度） 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

0床（0か所）（平成 27年度） →  9床（1か所）（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

  平成27年４月１日～平成30年３月31日 
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□西濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

 １）目標の達成状況 

 

 ２）見解 

    人口10万人当たりの在宅療養支援診療所数の減少はあるが、在宅療養支援診療

所数の現状維持、退院支援の担当者を配置する医療機関数の増加など、おおむね

計画通りに進んでいる。「在宅医療・介護体制の充実」に関する事業の着実な実

施により、引き続き、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切れ目のない

医療・介護サービスの提供を受けられるよう、今後も環境の整備に努める。 

へき地医療体制に関しては、無医地区数及び無医地区に準じる地区数は変わら

ないものの、へき地診療所に勤務する常勤医師数が増加し、へき地医療拠点病院

からの医師派遣に対する支援や設備整備に関する補助により、地域医療の確保が

図られている。   

   

■中濃医療圏（目標と計画期間） 

１．目標 

中濃圏域は、岐阜県の中央部に位置し、岐阜圏域、飛騨圏域、東濃圏域に囲まれ、

北部は福井県に、南部は愛知県に接している。圏域人口は約３９万人で、南部（美

濃加茂市・可児市）の平野部に圏域人口の約４割が集中している一方、郡上市や郡

部は山間部が多く、圏域内に無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。

可茂地区には木沢記念病院、関・美濃地区には中濃厚生病院、郡上地区には郡上市

民病院というように、圏域内の各地区でそれぞれ中心となる医療機関が存在してい

る。 

平均在院日数は、全国平均を下回るが、県平均を超えているため、効率的かつ質

の高い医療提供体制の構築と、地域包括ケアシステムの構築の更なる推進が求めら

れる。 

在宅医療分野においては、人口１０万人当たりの退院支援担当者を配置している

病院数および診療所数が、いずれも全国値を下回っている状況であり、これらの医

療機関数の増加等、在宅医療の推進が必要である。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を少し上回る。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 155.3人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…28.1日（全国 29.1日） 

西濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

13か所
（平成29年度）

16か所
（平成30年度）

14か所
（平成31年3月）

87.5% A

小規模多機能型居宅介護事
業所

1か所
（平成29年度）

2か所
（平成30年度）

2か所
（平成31年3月）

100.0% A
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○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20年）… －か所（全国 0.4か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20年）… 1.6か所（全国 1.9か所）※ 

○無医地区数（平成 28年）… １地区（531人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 28年）… ２地区（209人） 

○高齢化率（平成 26年）…27.4%（全国 26.0%） 

○後期高齢化率（平成 26年）…13.6%（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標   

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を構

築する。 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 27 年度） 

 

② 「在宅医療体制の充実」の目標 

在宅医療を効果的に推進するため、在宅医療連携推進会議を開催するとともに、

かかりつけ医や病診連携等の強化を図り、退院後の在宅医療への移行、急変時の在

宅医療から入院への移行が円滑に行われる体制を構築する。 

・在宅療養支援診療所の状況（人口 10万対） 

11.3か所（平成 26年）→ 増加 

・退院支援担当者の配置状況（人口 10万対） 

 診療所 0.0（平成 20年）→ 増加 

病院  1.6（平成 20年）→ 増加 

 

③ 「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するととも

に、へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地

診療に携わる医師を確保する 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ９人    →    10 人 

     歯科   ２人    →     維持 

    

⑥  「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福

祉計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サ

ービス施設等の整備を行う。  
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【定量的な目標値】 

・認知症高齢者グループホーム  

724床（51か所）（平成 27年度）→  742床（52か所）（平成 28年度） 

・定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所  

0施設（平成 26年度） →  1施設（平成 28年度） 

・地域包括支援センター 25施設（平成 27年度） → 26施設（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

    平成 27年４月１日～平成 30年３月 31日 

 

□中濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

 

  

２）見解 

    在宅療養支援診療所の増加や、退院支援の担当者を配置する医療機関数の増加

等おおむね計画通りに進んでいる。「在宅医療・介護体制の充実」に関する事業

の着実な実施により、引き続き、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切

れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられるよう、今後も環境の整備に努

める。 

    また、医師確保対策については、医師派遣支援事業等の継続により、中山間・

へき地における医療体制を維持するとともに、医療・介護従事者等の確保養成に

関する事業を実施することで、医療従事者の増加、定着を図る。 

 

■東濃圏域（目標と計画期間） 

１．目標 

東濃圏域は、岐阜県の南東部に位置し、南に愛知県、東に長野県と接している。

圏域人口は約３５万人で、特に多治見市は名古屋圏のベッドタウンとして東濃圏域

の中心都市となっており、圏域病床数の約４５％が集中している一方で、東部地域

（恵那市・中津川市）は山間部が多い。無医地区については平成 23年から 1地区増

加したが、無医地区に準じる地域が 1 地区減少している。当圏域は中央自動車道や

中濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

認知症高齢者グループホーム
の床数

706床
（平成29年度）

751床
（平成30年度）

742床
（平成31年3月）

98.8% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0か所
（平成29年度）

1か所
（平成30年度）

0か所
（平成31年3月）

0% D

小規模多機能型居宅介護事
業所

10か所
（平成29年度）

11か所
（平成30年度）

10か所
（平成31年3月）

90.9% A
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国道 19号線、ＪＲ中央本線が東西を貫き、各市で中心となる病院が存在している。 

平均在院日数は、県内の各医療圏において最も短い。 

在宅医療分野においては、人口１０万人当たりの在宅療養支援診療所数および在

宅療養支援病院数は、いずれも全国値を下回っている。また、人口１０万人当たり

の退院支援担当者を配置している病院数は、全国値を下回っている状況であり、在

宅医療推進のため、在宅療養支援診療所数、在宅療養支援病院数、退院支援の担当

者を配置する病院数の増加が必要である。 

また、高齢化が進んでおり、高齢化率・後期高齢化率は県平均を上回り、飛騨圏

域に次いで 2 番目に高い。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 178.2人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…20.7日（全国 29.1日） 

○在宅療養支援診療所数（平成 26年）… 8.3か所（全国 11.3か所）※ 

○在宅療養支援病院数（平成 26年）… 0.6か所（全国 0.8か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20年）… 1.7か所（全国 1.9か所）※ 

○無医地区数（平成 28年）… 3地区（217人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 28年）… 2地区（61人） 

○高齢化率（平成 26年）…29.1%（全国 26.0%） 

○後期高齢化率（平成 26年）…14.6%（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標   

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域にふさわしいバランスのとれた医療・介護サービスの提供体制を構

築する。 

・回復期病床への転換を図る病院数 １病院（平成 27 年度） 
 
  

② 「在宅医療体制の充実」の目標 

在宅医療を効果的に推進するため、在宅医療連携推進会議を開催するとともに、

かかりつけ医や病診連携等の強化を図り、退院後の在宅医療への移行、急変時の在

宅医療から入院への移行が円滑に行われる体制を構築する。 

・在宅療養支援診療所の状況（人口 10万対） 

  8.3か所（平成 26年）→ 増加 

・在宅療養支援病院の状況（人口 10万対） 

  0.6か所（平成 26年）→ 増加 

・退院支援担当者の配置状況（人口 10万対） 

  病院 1.7（平成 20年）→ 増加 
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③ 中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するとともに、

へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地診療に

携わる医師を確保する。 

 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   ３人    →    ５人 

     歯科   ４人    →     維持 

    

２．計画期間 

  平成27年４月１日～平成30年３月31日 

□東濃圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

 １）目標の達成状況 

 
 ２）見解 

    回復期病床への転換や、退院支援の担当者を配置する医療機関数の増加等、お

おむね計画通りに進んでいる。「在宅医療・介護体制の充実」に関する事業の着

実な実施により、引き続き、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切れ目

のない医療・介護サービスの提供を受けられるよう、今後も環境の整備に努める。 

    また、医師確保対策については、医師派遣支援事業等の継続により、中山間・

へき地における医療体制を維持するとともに、医療・介護従事者等の確保養成に

関する事業を実施することで、医療従事者の増加、定着を図る。 

 

■飛騨圏域（目標と計画期間） 

１．目標 

飛騨圏域は、岐阜県の北部に位置し、本県面積の約 40％を占める広大な圏域であ

る。圏域人口は約 16 万人で、医療機関数は県全体の１割に満たない数であるが、交

通不便、へき地・中山間地、冬季積雪といった不利な条件を抱える地域の医療を担

っている。３市１村に 10 病院が存在するが、民間病院は療養病床と精神病床が中心

となっており、高山市中心市街地にある高山赤十字病院、久美愛厚生病院に医療機

能が集中している。しかし、これらの病院においても、産科等、医師の不足する診

東濃圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

認知症高齢者グループホーム
762床

(平成29年度）
762床

(平成30年度）
780床

(平成31年3月）
100.0% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

2か所
(平成29年度）

3か所
(平成30年度）

3か所
(平成31年3月）

100.0% A
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療科の問題等が顕在化している。 

平均在院日数は全国平均よりも短く、ほぼ岐阜県の平均日数と等しい。 

在宅医療分野においては、人口 10 万人当たりの在宅療養支援診療所数および在宅

療養支援病院数は、いずれも全国値を下回っている。また、人口 10 万人当たりの退

院支援担当者を配置している診療所数も全国値を下回っている状況であり、これら

の医療機関数の増加等により、在宅医療を推進する必要がある。 

また、岐阜県において最も高齢化率・後期高齢化率が高く、認定率（65 歳以上の

被保険者数における 65 歳以上の要介護認定者の割合）も最も高い圏域である。 

   家庭介護においては、配偶者が介護を担う傾向が強く、老々介護が他圏域より高

率となっている。 

 

○医療施設従事医師数（平成 28年）… 175.2人（全国 240.1人）※ 

○平均在院日数（平成 27年）…26.5日（全国 29.1日） 

○在宅療養支援診療所数（平成 26年）… 11.3か所（全国 11.3か所）※ 

○在宅療養支援病院数（平成 26年）… －か所（全国 0.8か所）※ 

○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20年）… －か所（全国 0.4か所）※ 

○無医地区に準じる地区数（平成 28年）… 1地区（24人） 

○高齢化率（平成 26年）…32.6%（全国 26.0%） 

○後期高齢化率（平成 26年）…17.4%（全国 12.5%） 

（※はいずれも人口 10万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

これらを踏まえ、以下を目標とする。 

① 「病床機能の分化・連携の推進」の目標   

県民の地域医療への理解や医療機関の自主的な取組のもとに病床機能の分化・連

携を進め、地域包括ケアシステムの構築により、効率的で質の高い医療を提供する。 

・回復期病床への転換を図る病院数 

１病院（平成 27 年度） 

   ・市町村区域を越えた広域的なへき地医療機関の運営（センター化）  

１か所（平成 27 年度） 

 

② 「在宅医療体制の充実」の目標 

在宅医療を効果的に推進するため、在宅医療連携推進会議を開催するとともに、

かかりつけ医や病診連携等の強化を図り、退院後の在宅医療への移行、急変時の在

宅医療から入院への移行が円滑に行われる体制を構築する。 

・在宅療養支援診療所の状況（人口 10万対） 

  11.3か所（平成 26年）→ 増加 

・在宅療養支援病院の状況（人口 10万対） 

  0.0か所（平成 26年）→ 増加 
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・退院支援担当者の配置状況（人口 10万対） 

  診療所 0.0（平成 20年）→ 増加 

 

③「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

医師の派遣を支援することでへき地における医療提供体制を維持するととも

に、へき地医療従事者養成事業や医学生セミナー開催事業の実施により、へき地

診療に携わる医師を確保する 

・へき地診療所に勤務する常勤医師数（医科及び歯科） 

        平成 26 年度末    平成 29 年度末 

医科   13 人    →    14 人 

     歯科    １人    →     維持 

   

⑥ 「介護施設整備等の支援」の目標 

地域包括ケアシステムの構築に向けて、岐阜県高齢者安心計画（岐阜県老人福祉

計画・介護保険事業支援計画等（第６期））において予定している地域密着型サー

ビス施設等の整備を行う。 

   【定量的な目標値】 

・看護小規模多機能型居宅介護事業所 

9床（1か所）（平成 27年度） →  18床（2か所）（平成 28年度） 

・認知症対応型デイサービスセンター  

14施設（平成 27年度） → 15施設（平成 28年度） 

 

２．計画期間 

  平成 27 年４月１日～平成 30 年３月 31 日 

□飛騨圏域（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

 １）目標の達成状況  

 

  

 

２）見解 

    回復期病床への転換や、広域的なへき医療機関の運営など、計画どおり進んで

いる。一方、在宅療養支援診療所及び在宅療養支援病院数や、退院支援の担当者

を配置する医療機関数などに課題があり、「在宅医療・介護体制の充実」に関する

飛騨圏域

指　標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

地域密着型介護老人福祉施
設

78床
（平成29年度）

82床
（平成30年度）

78床
（平成31年3月）

95.1% A

定期巡回・随時対応型訪問介
護看護事業所

0施設
（平成29年度）

1施設
（平成30年度）

1施設
（平成31年3月）

100.0% A
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事業の着実な実施により、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切れ目の

ない医療・介護サービスの提供を受けられるよう、環境の整備に努める。 

    また、医師確保対策については、中山間・へき地における医療体制を維持する

とともに、「医療・介護従事者等の確保養成」に関する事業を実施することで、医

師をはじめとした医療従事者の増加、定着を図る。特に飛騨医療圏においては、

産科医師の不足が懸念されることから、産科医等育成・確保支援事業による産科

医等の処遇改善の継続や、特定診療科への支援拡大についても検討を要する。 
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Ⅵ 介護人材確保対策・資質向上の推進 

 

事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

 

事業名 【No.1】 

 介護人材総合情報サイト運営事業 

 

【総事業費】 

34,903千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

事業の期間 平成 27年 10月～平成 3１年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

インターネットを活用した情報収集・就職活動が主流となる中で、介

護の仕事の魅力等について、幅広く情報発信し、仕事への理解を深め、

将来にわたる介護人材の確保・定着を図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加 

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 岐阜県内の介護事業所の魅力的な取組みや介護業界で活躍する人の紹

介、イベント情報情報などを掲載したポータルサイトを運営する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

インターネットを通じて広く情報提供することにより、介護人材の

確保・定着及び介護事業所の職場環境改善向上を図る。 

・ＷＥＢサイトの構築（平成 27年度） 

・ＷＥＢサイトの運用、情報提供開始（平成 28年度） 

・岐阜県介護人材育成認定事業者の紹介（平成 28年度） 

・１か月平均アクセス数 1,500件 

アウトプット指

標（達成値） 

・ＷＥＢサイトの構築（平成 27年度） 

・ＷＥＢサイトの運用、情報提供開始（平成 28年度） 

・岐阜県介護人材育成認定事業者の紹介実施（平成 28年度） 

・1か月平均アクセス数 2,337件（平成 30年度） 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：31,413人（平成 29年度） 

（1）事業の有効性 

 介護の仕事の魅力等について、幅広く情報発信し、仕事への理解を

深め、将来にわたる介護人材の確保・定着を促進した。また認定事業

者を紹介し、認定制度と認定事業者をＰＲすることができた。 

・認定事業者等への取材 126件 

（2）事業の効率性 
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 サイトの構築に関する専門的な知識、技術及び経験を有する民間事

業者に委託したことにより、効率的な執行ができた。 

その他 H27:5,638千円 H28：9,451千円、H29：9,585千円（内 4,016千円）、H30：

10,229千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【NO.2】 

 介護人材キャリアパス支援事業 

【総事業費】 

92,436千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（一部委託：岐阜県社会福祉協議会） 

事業の期間 平成 27年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

急速な高齢者の増加に伴い、今後増加する介護サービスの需要に対応

するため、介護職員の確保・育成が必要。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 研修の実施等により、介護従事者の就労年数や職域階層等に応じた知

識や技術等を修得し、適切なスキルアップの促進を図る。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護従事者の就労年数や職域階層等に応じた知識や技術等を修得

し、適切なスキルアップの促進を図る。 

・事業者向け研修：20回／年 

・事業者が実施するセミナー、講習等の開催支援：30団体／年 

アウトプット指

標（達成値） 

介護サービス事業所で従事する介護職員を対象に、日頃の介護技術

の確認や更なる技術向上のため、福祉施策の動向や介護実技に関する

研修を実施した。また、介護事業者が介護職員を対象に、介護技術や

知識の向上を図るために実施する事業に対して助成を行った。 

・事業者向け研修 H27～H29：各年 3回延べ 6日 

・事業者が実施するセミナー、講習等の開催支援  

H27：25団体 H28：35団体 H29：45団体 H30：57団体  

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：31,413人（平成 29年度） 

（1）事業の有効性 

 事業者向けの研修実施や、介護事業者が実施する事業助成を行うこ

とで、介護従事者の知識や技術等の習得・適切なスキルアップの促進

を図ることができた。 

（2）事業の効率性 

 岐阜県社会福祉協議会への委託、事業実施団体への補助金交付によ

り、介護人材のスキルアップを図るために実施される事業を推進する

ことができた。 

その他 H27：18,395千円 H28：25,607千円 H29:25,559千円 H30:22,875千円 
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事業の区分 5．介護従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.3】 

 介護キャリア段位普及促進事業 

【総事業費】 

15,665千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 民間企業 

事業の期間 平成 28年 4月 1日～平成 3１年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

背景にある医

療・介護ニーズ 

介護職員のキャリアアップの仕組みを構築し、資質向上と介護事業所

におけるＯＪＴの推進を図る。 

アウトカム指標：介護職員数の増加  

27,140人（平成 25年度）→35,675人（平成 32年度） 

事業の内容 介護キャリア段位制度の概要及びアセッサー講習の受講に係るセミナ

ー等を開催する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

介護キャリア段位制度へ取り組む事業者の増加を図ることにより、介

護職員の資質向上とキャリアアップを図る。 

・キャリア段位制度普及促進セミナーの開催：3圏域各 1回 

・アセッサー講習受講支援：150人 

アウトプット指

標（達成値） 

介護キャリア段位制度へ取り組む事業者の増加を図ることにより、介

護職員の資質向上とキャリアアップを図る。 

・キャリア段位制度普及促進セミナーの開催 

H28：3回、H29：3圏域各 5回、H30:3回（3圏域） 

・アセッサー講習受講支援 H28：224人、H29:148人、H30:86人 

事業の有効性・

効率性 

 

事業終了後１年以内のアウトカム指標 

介護職員数：31,413人（平成 29年度） 

（1）事業の有効性 

介護職員の人材育成、キャリアアップに向けた制度である介護キャリ

ア段位制度について、県内事業所における取組みの促進を図ることが

できた。 

（2）事業の効率性 

普及促進セミナーとアセッサー講習受講支援の 2 つの取組みを合せて

実施することにより、県内事業所に対してキャリア段位制度の有効性

等の理解促進を図るとともに、実際に同制度への取組みに着手するこ

とを促進することができた。 

その他 H28：5,812千円、H29:6,100千円、H30:3,753千円 
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１．事後評価のプロセス 

（１）「事後評価の方法」の実行の有無 

 

☑ 行った 

 □ 行わなかった 

   平成 26年度岐阜県計画では、「在宅医療・介護体制の推進」、「中山間・へき地医

療体制の充実」、「障がい児者医療・福祉体制の強化」及び「医療・介護従事者等の

確保養成・勤務環境改善」という４つの柱に基づく事業を実施しており、その目標

とする指標については、第６期岐阜県保健医療計画（以下「保健医療計画」という。）

と重複するものが多い。   

そのため、岐阜県医療審議会（30年 2月開催）において保健医療計画の評価を行

う際に、併せて平成 26年度県計画の評価を実施することで、総合的な観点で評価を

行った。 

 

 

２．目標の達成状況 

 

■岐阜県全体（目標） 

岐阜県の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

平成 26年度岐阜県計画では、総合確保方針で対象事業とされている居宅等における 

医療の提供に関する事業、医療従事者の確保に関する事業を、「在宅医療・介護体制の 

充実」「中山間・へき地医療体制の充実」「障がい児者医療・福祉体制の強化」「医療・ 

介護従事者等の確保養成・勤務環境改善」という４つの柱に事業を整理し、実施して 

いくこととしている。 

「効率的かつ質の高い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の 

達成に向けて、これら４つの柱の事業に精力的に取り組むことで、高齢者や障がい児 

者等がどの地域にあっても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けることがで 

き、地域において安心して生活できるようにすることを目標とする。 

 
 

  「在宅医療体制の充実」の目標 

   高齢化が進展する中、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、在宅

医療・介護を提供する多職種連携チームの構築やそれを支える環境整備など、在宅

医療・介護体制の充実を図る。 

 

 



   

2 

 

・ 24 時間 365 日体制で在宅医療・介護を提供する多職種連携チームを構築する地

域数        0地域（平成 26年 10月） → 全地域（平成 29年度） 

・ 歯科訪問診療を実施している歯科医療機関数  

         654機関（平成 25年 12月）→ 増加（平成 30年度） 

・ 岐阜県包括的地域ネットワーク（はやぶさネット）の参加機関数 

713機関（平成 26年 7月）→ 増加（平成 29年度） 

・ 在宅患者調剤加算届出薬局数  

88薬局（平成 26年 8月）→ 175薬局（平成 30年度） 

 

  「中山間・へき地医療体制の充実」の目標 

   県内に無医地区（またはそれに準じる地区）が 12 地区存在する等、医療資源に

乏しい地区が存在していることや、へき地医療に従事する医師の疲弊や高齢化への

課題に対応するため、中山間地域やへき地の診療所等に対して拠点病院が人材派遣

を行うなどの体制を整備する。 
 

・ 人口 10万人対医療施設従事医師数  

195.4人（平成 24年度） → 210.0人（平成 30年度） 

・ 中山間・へき地医療支援事業により派遣される医師数  

0人（平成 25年度） →   10人（平成 26年度） 

・ 医学生セミナー参加者数 

・           10人（毎年度） 

 

  「障がい児者医療・福祉体制の強化」の目標 

   医療的支援を必要としながら在宅で暮らす障がい児者等が年々増加するなか、対

応できる医師・看護師の不足が顕著であるといった課題に対応するため、障がい児

者医療福祉体制の強化を図る。 
 

・ 障がい児者家族による情報交換会の参加者数 

            50回開催、300人(平成 31年度) 

・ 強度行動障がい医療支援センター設置数  

0カ所（平成 26年 10月） → 1カ所（平成 27年度） 

・ 強度行動障がい地域連携支援センターの設置 

0カ所（平成 26年 10月） → 1カ所（平成 27年度） 

・ 喀痰吸引実地研修延べ終了者数 

160人（平成 25年度） → 760人（平成 30年度） 

・ 障がい児者短期入所運営看護人材育成モデル事業により育成する短期入所対応

看護師数        

  0人（平成 26年 10月） →  2人（平成 28年度） 
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  「医療従事者等の確保養成・勤務環境改善」の目標 

   地域医療支援センター（岐阜県医師育成・確保コンソーシアム）等による医師確

保や医師不足地域の解消、また、医療勤務環境改善支援センターや病院内保育所等

の運営による医療従事者等の勤務環境改善を図る。 
 

・ （再掲）人口 10万人対医療施設従事医師数 

195.4人（平成 24年度） → 210.0人（平成 30年度） 

・ 医師事務作業補助者新規養成数 30人程度（平成 26年度） 

・ 小児集中治療室（ＰＩＣＵ）ベッド数  

5床（平成 25年度） → 9床（平成 29年度） 

・ 県内の認定看護師登録者数  

・              205人（平成 25年度）→ 234人（平成 26年度） 

・ 勤務環境改善の取組みを実施した施設数  

                              0施設（平成26年7月） → 3施設（平成27年度） 

□岐阜県全体（達成状況） 

１）目標の達成状況 

 本県における目標指標の達成状況を以下により評価した。 

＜達成率の計算方法＞

(※）基準年次から最終目標年次まで、年数ごとに均等に増加（減少）した場合の最新年次の値

＜評価＞

　A：全体的に順調（達成率75%）

　B：比較的順調（達成率50%）

　C：一部努力を要する（達成率50%未満）

　D：全体的に努力を要する（達成率25%未満）

達成率（％）＝
(最新値－基準値）基準値からどれだけ増加したか

（最新値年次の目標値（※）－基準値）基準値からどれだけ増加させるか

　×１００

 

 

○在宅医療体制の充実

指標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

２４時間３６５日体制で在宅医療・介護を提
供する多職種連携チームを構築する地域
数

０地域
（平成26年10月）

全地域
 （平成29年度）

全地域
 （平成29年度）

100.0% A

岐阜県包括的地域ネットワーク（はやぶさ
ネット）の参加機関数

７１３機関
（平成26年7月）

増加
（平成29年度）

873機関
（平成29年度）

100.0% A

歯科訪問診療を実施している歯科医療機関数
６５４機関

（平成25年12月）
増加

（平成30年度）
671機関

（平成30年度末）
100.0% A

在宅患者調剤加算届出薬局数
８８薬局

（平成26年8月）
175薬局

（平成30年度）
248薬局

（平成30年度末）
100.0% A
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２）見解 

ほぼ全ての指標における目標を達成しており、「効率的かつ質の高い医療提供体

制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向けて、どの地域にあって

も切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けることができ、地域において安心

して生活できる環境の整備が進んでいる。 

一部、進捗に遅れの見られる事業については、事業効果を検証の上、目標年次ま

での達成に向けて計画の見直しを行うとともに、必要に応じて他のアプローチの事

業を実施するなど、地域における医療及び介護の総合的な確保のため、精力的に取

組んでいく。 

 ３）目標の継続状況 

  ☑ 平成27年度計画にも当該目標に関連した目標を掲げている。 

  □ 平成27年度計画には当該目標に関連した目標は掲げていない。 

■岐阜医療圏（目標と計画期間） 

① 岐阜医療圏の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

岐阜医療圏は、岐阜県の中南部に位置し、県庁所在地岐阜市を中心とした県内人

口の約４割（約 80万人）が集中する圏域で、県全体の病床数の約４割が集中してい

る。 

圏域内には、岐阜大学医学部附属病院や岐阜県総合医療センターなどの基幹病院

○中山間・へき地医療体制の充実

中山間・へき地医療支援事業により派遣される医
師数

16人
（平成29年度）

維持
（平成30年度）

１３人
（平成30年度）

81.3% A

へき地医療に関する研修会・講座の開催回数
8回
（平成29年度末）

8回
（平成30年度末）

３回
（平成30年度末）

37.5% C

同研修会、講座への参加者数
151人
（平成29年度末）

80人
（平成30年度末）

７７人
（平成30年度末）

96.3% A

医学生セミナー参加者数 10人
11人
（平成30年度）

100.0% A

○障がい児者医療・福祉体制の強化

指標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

障がい児者家族による情報交換会の参加者数 ―
1,450人

(平成30年度末)
1,667人

（平成30年度末）
100.0% A

強度行動障がい医療支援センター設置数
０カ所

（平成26年10月）
1カ所

（平成30年度）
１カ所

（平成30年度）
100.0% A

強度行動障がい地域連携支援センターの設置
０カ所

（平成26年10月）
1カ所

（平成30年度）
１カ所

（平成30年度）
100.0% A

○医療従事者等の確保養成・勤務環境改善

指標 現況値 目標値 最新値 達成率 評価

人口10万人対医療施設従事医師数
208.9人

（平成28年度）
235.9人

（令和5年度）
215.1人

（平成30年度）

人口10万人対県内就業看護師等人数
1,185人

（平成26年度末）
1,261人

（平成30年度末）
1,206人

（平成30年度末）
95.6% A

勤務環境改善の取組みを実施した病院数
１７病院

（平成29年度末）
19病院

（平成30年度末）
20病院

(平成30年度末）
100% A

岐阜大学医学部の地域
枠医師の卒業により増加
が見込まれる
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が複数あり、人口 10万人当たりの医療施設従事医師数も県内で唯一全国平均を上回

るなど、医療機能が集中した圏域である。 

在宅医療分野においては、人口 10万人当たりの退院支援担当者を配置している病

院数および診療所数は、いずれも全国値を下回っている状況であり、退院支援の担

当者を配置する医療機関数の増加が必要である。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30 年）… 275.3 人（全国 246.7 人）※ 

○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20 年）… 0.2 か所（全国 0.4 か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20 年）… 1.6か所（全国 1.9 か所）※ 

（※はいずれも人口 10 万人当たりの数） 

 

このような課題を解決するために精力的に取り組むとともに、「効率的かつ質の高

い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向け、医療・

介護サービスを利用する県民の視点に立ち、高齢者や障がい児者等がどの地域にあ

っても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられる等、地域において安心

して生活できるようにすることを目標とする。 

 

② 計画期間 

平成 26年度～平成 30年度 

 

□岐阜医療圏（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

１）目標の達成状況 

   岐阜県包括的地域ケアネットワーク（はやぶさネット）への参加施設数が、平成 

26年７月から平成30年３月の間に県全体で160施設増加していることから、本システ 

ムを活用して在宅医療への移行を支援している医療施設も拡大しており、これに伴 

って退院支援担当者を配置する医療機関数についても増加傾向にあると考えらる。 

 

２）見解 

   おおむね計画通りに進んでいるが、今後も退院支援の担当者を配置する医療機関 

数の増加等、地域包括ケアシステムの構築が課題であり、「在宅医療・介護体制の充 

実」に関する事業の着実な実施により、引き続き、高齢者や障がい児者等がどの地 

域にあっても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられるよう、環境の整 

備に努める。 

 

■西濃医療圏（目標と計画期間） 

① 西濃医療圏の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

西濃医療圏は、岐阜県の西南端に位置し、東部は岐阜医療圏と愛知県に、西部は
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三重県、滋賀県、福井県とに隣接している。圏域人口は約 39万人で、圏域中央部は

中京・関西・北陸を結ぶ交通の要衝となっており、県内最大の病床数を有する大垣

市民病院に医療機能が集中する傾向がある。圏域北部は 1,000 メートル級の山地が

連なり、揖斐川町には無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存在する。 

在宅医療分野においては、人口 10万人当たりの在宅療養支援診療所数および在宅

療養支援病院数は、いずれも全国値を下回っている。また、人口 10万人当たりの退

院支援担当者を配置している病院数および診療所数は、いずれも全国値を下回って

いる状況であり、在宅療養支援診療所数、在宅療養支援病院数、退院支援の担当者

を配置する医療機関数の増加が必要である。 

人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は全国値を下回っており、医師確保対策

が必要である。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30 年）… 166.9 人（全国 246.7 人）※ 

○在宅療養支援診療所数（平成 24 年）… 6.2 か所（全国 10.2 か所）※ 

○在宅療養支援病院数（平成 24 年）… －か所（全国 0.4か所）※ 

○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20 年）… －か所（全国 0.4 か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20 年）… 1.6か所（全国 1.9 か所）※ 

○無医地区数（平成 30 年）…１地区（52 人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30 年）…２地区（58人） 

（※はいずれも人口 10 万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

このような課題を解決するために精力的に取り組むとともに、「効率的かつ質の高

い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向け、医療・

介護サービスを利用する県民の視点に立ち、高齢者や障がい児者等がどの地域にあ

っても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられる等、地域において安心

して生活できるようにすることを目標とする。 

 

② 計画期間 

平成26年度～平成30年度 

 

□西濃医療圏（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

 １）目標の達成状況 

    岐阜県包括的地域ケアネットワーク（はやぶさネット）への参加施設数が、平

成26年７月から平成30年３月の間に県全体で160施設増加していることから、本シ

ステムを活用して在宅医療への移行を支援している医療施設も拡大しており、こ

れに伴って退院支援担当者を配置する医療機関数についても増加傾向にあると考

えられる。 
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    へき地医療体制に関しては、無医地区数及び無医地区に準じる地区数は変わら

ないものの、へき地医療拠点病院からの医師派遣に対する支援や設備整備に関す

る補助により、地域医療の確保が図られている。 

 

 ２）見解 

    おおむね計画通りに進んでいるが、在宅療養支援診療所及び在宅療養支援病院

数の増加や、退院支援の担当者を配置する医療機関数の増加等、地域包括ケアシ

ステムの構築が課題であり、「在宅医療・介護体制の充実」に関する事業の着実な

実施により、引き続き、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切れ目のな

い医療・介護サービスの提供を受けられるよう、今後も環境の整備に努める。 

    また、医師確保対策については、医師派遣支援事業等の継続により、中山間・

へき地における医療体制を維持するとともに、「医療・介護従事者等の確保養成・

勤務環境改善」に関する事業を計画に基づき実施することで、医師をはじめとし

た医療従事者の増加、定着を図る。 

     

■中濃医療圏（目標と計画期間） 

① 中濃医療圏の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

中濃医療圏は、岐阜県の中央部に位置し、岐阜医療圏、飛騨医療圏、東濃医療圏

に囲まれ、北部は福井県に、南部は愛知県に接している。圏域人口は約 39万人で、

南部（美濃加茂市・可児市）の平野部に圏域人口の約４割が集中している一方、郡

上市や郡部は山間部が多く、圏域内に無医地区や無医地区に準じる地域が３地区存

在する。可茂地区には木沢記念病院、関・美濃地区には中濃厚生病院、郡上地区に

は郡上市民病院というように、圏域内の各地区でそれぞれ中心となる医療機関が存

在している。 

在宅医療分野においては、人口 10万人当たりの在宅療養支援診療所数は、全国値

を下回っている。また、人口 10万人当たりの退院支援担当者を配置している病院数

および診療所数は、いずれも全国値を下回っている状況であり、在宅療養支援診療

所数、退院支援の担当者を配置する医療機関数の増加が必要である。 

人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は、全国値を下回っており、また、県内

の全医療圏の中で最も低い数値となっており、医師確保対策が必要である。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30 年）… 168.2 人（全国 246.7 人）※ 

○在宅療養支援診療所数（平成 24 年）… 9.9 か所（全国 10.2 か所）※ 

○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20 年）… －か所（全国 0.4 か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20 年）… 1.6か所（全国 1.9 か所）※ 

○無医地区数（平成 30 年）… １地区（508 人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30 年）… 1 地区（257 人） 

（※はいずれも人口 10 万人当たりの数。－は実数で０か所。） 
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このような課題を解決するために精力的に取り組むとともに、「効率的かつ質の高

い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向け、医療・

介護サービスを利用する県民の視点に立ち、高齢者や障がい児者等がどの地域にあ

っても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられる等、地域において安心

して生活できるようにすることを目標とする。 

 

② 計画期間 

平成 26年度～平成 30年度 

 

□中濃医療圏（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

 １）目標の達成状況 

    岐阜県包括的地域ケアネットワーク（はやぶさネット）への参加施設数が、平

成26年７月から平成30年３月の間に県全体で160設増加していることから、本シス

テムを活用して、在宅医療への移行を支援している医療施設も拡大しており、こ

れに伴って退院支援担当者を配置する医療機関数についても増加傾向にあると考

えられる。 

    へき地医療体制に関しては、へき地医療拠点病院からの医師派遣に対する支援

や設備整備に関する補助により、地域医療の確保が図られている。 

 

 ２）見解 

    在宅療養支援診療所の増加や、退院支援の担当者を配置する医療機関数の増加

等おおむね計画通りに進んでいる。「在宅医療・介護体制の充実」に関する事業

の着実な実施により、引き続き、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切

れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられるよう、今後も環境の整備に努

める。 

    また、医師確保対策については、医師派遣支援事業等の継続により、中山間・

へき地における医療体制を維持するとともに、医療・介護従事者等の確保養成に

関する事業を実施することで、医療従事者の増加、定着を図る。 

■東濃医療圏（目標と計画期間） 

① 東濃医療圏の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

東濃医療圏は、岐阜県の東南部に位置し、南に愛知県、東に長野県と接している。

圏域人口は約 35万人で、特に多治見市は名古屋圏のベッドタウンとして東濃医療圏

の中心都市となっており、圏域病床数の約 45％が集中している一方で、東部地域（恵

那市・中津川市）は山間部が多く、無医地区や無医地区に準じる地域が５地区存在

する。当圏域は中央自動車道や国道 19号線、ＪＲ中央本線が東西を貫き、各市で中

心となる病院が存在している。 
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在宅医療分野においては、人口 10万人当たりの在宅療養支援診療所数および在宅

療養支援病院数は、いずれも全国値を下回っている。また、人口 10万人当たりの退

院支援担当者を配置している病院数は、全国値を下回っている状況であり、在宅療

養支援診療所数、在宅療養支援病院数、退院支援の担当者を配置する病院数の増加

が必要である。 

人口 10万人当たりの医療施設従事医師数は、全国値を下回っており、医師確保対

策が必要である。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30 年）… 187.7 人（全国 246.7 人）※ 

○在宅療養支援診療所数（平成 24 年）… 6.6 か所（全国 10.2 か所）※ 

○在宅療養支援病院数（平成 24 年）… 0.3 か所（全国 0.4 か所）※ 

○退院支援担当者を配置する病院数（平成 20 年）… 1.7か所（全国 1.9 か所）※ 

○無医地区数（平成 30 年）… 3 地区（192 人） 

○無医地区に準じる地区数（平成 30 年）… 2 地区（56人） 

（※はいずれも人口 10 万人当たりの数。） 

 

このような課題を解決するために精力的に取り組むとともに、「効率的かつ質の高

い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向け、医療・

介護サービスを利用する県民の視点に立ち、高齢者や障がい児者等がどの地域にあ

っても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられる等、地域において安心

して生活できるようにすることを目標とする。 

 

② 計画期間 

平成 26年度～平成 30年度 

 

□東濃医療圏（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

 １）目標の達成状況 

    岐阜県包括的地域ケアネットワーク（はやぶさネット）への参加施設数が、平

成26年７月から平成30年３月の間に県全体で160施設増加していることから、本シ

ステムを活用して、在宅医療への移行を支援している医療施設も拡大しており、

これに伴って退院支援担当者を配置する病院数についても増加傾向にあると考え

られる。 

    へき地医療体制に関しては、へき地医療拠点病院からの医師派遣に対する支援

や設備整備に関する補助により、地域医療の確保が図られている。 

 

 ２）見解 

    退院支援の担当者を配置する医療機関数の増加等、おおむね計画通りに進んで
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いる。「在宅医療・介護体制の充実」に関する事業の着実な実施により、引き続

き、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切れ目のない医療・介護サービ

スの提供を受けられるよう、今後も環境の整備に努める。 

    また、医師確保対策については、医師派遣支援事業等の継続により、中山間・

へき地における医療体制を維持するとともに、「医療・介護従事者等の確保養成・

勤務環境改善」に関する事業を計画に基づき実施することで、医師をはじめとし

た医療従事者の増加、定着を図る。 

 

■飛騨医療圏（目標と計画期間） 

① 飛騨医療圏の医療と介護の総合的な確保に関する目標 

飛騨医療圏は、岐阜県の北部に位置し、本県面積の約 40％を占める広大な圏域で

ある。圏域人口は約 16万人で、医療機関数は県全体の１割に満たない数であり、か

つ、交通不便、へき地・中山間地、冬季積雪といった不利な条件を抱える地域の医

療を担っている。３市１村に 10病院が存在するが、民間病院は療養病床と精神病床

が中心となっており、高山市中心市街地にある高山赤十字病院、久美愛厚生病院に

医療機能が集中している。 

在宅医療分野においては、人口 10万人当たりの在宅療養支援診療所数および在宅

療養支援病院数は、いずれも全国値を下回っている。また、人口 10万人当たりの退

院支援担当者を配置している診療所数は、全国値を下回っている状況であり、在宅

療養支援診療所数、在宅療養支援病院数、退院支援の担当者を配置する診療所数の

増加が必要である。 

人口１０万人当たりの医療施設従事医師数は全国値を下回っており、医師確保対

策が必要である。 

 

○医療施設従事医師数（平成 30 年）… 183.0 人（全国 246.7 人）※ 

○在宅療養支援診療所数（平成 24 年）… 8.3 か所（全国 10.2 か所）※ 

○在宅療養支援病院数（平成 24 年）… －か所（全国 0.4か所）※ 

○退院支援担当者を配置する診療所数（平成 20 年）… －か所（全国 0.4 か所）※ 

○無医地区に準じる地区数（平成 30 年）… 1 地区（21人） 

（※はいずれも人口 10 万人当たりの数。－は実数で０か所。） 

 

このような課題を解決するために精力的に取り組むとともに、「効率的かつ質の高

い医療提供体制の構築」と「地域包括ケアシステムの構築」の達成に向け、医療・

介護サービスを利用する県民の視点に立ち、高齢者や障がい児者等がどの地域にあ

っても切れ目のない医療・介護サービスの提供を受けられる等、地域において安心

して生活できるようにすることを目標とする。 
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② 計画期間 

平成 26年度～平成 30年度 

 

□飛騨医療圏（達成状況） 

【継続中（平成30年度の状況）】 

 １）目標の達成状況 

    岐阜県包括的地域ケアネットワーク（はやぶさネット）への参加施設数が、平

成26年７月から平成30年３月の間に県全体で160施設増加していることから、本シ

ステムを活用して、在宅医療への移行を支援している医療施設も拡大しており、

これに伴って退院支援担当者を配置する医療機関数についても増加傾向にあると

考えられる。 

    へき地医療体制に関しては、無医地区に準じる地区数は変わらないものの、へ

き地医療拠点病院からの医師派遣に対する支援や設備整備に関する補助により、

地域医療の確保が図られている。 

 

 ２）見解 

    在宅療養支援診療所及び在宅療養支援病院数や、退院支援の担当者を配置する

医療機関数などに課題があり、「在宅医療・介護体制の充実」に関する事業の着実

な実施により、高齢者や障がい児者等がどの地域にあっても切れ目のない医療・

介護サービスの提供を受けられるよう、環境の整備に努める。 

    また、医師確保対策については、医師派遣支援事業等の継続により、中山間・

へき地における医療体制を維持するとともに、「医療・介護従事者等の確保養成・

勤務環境改善」に関する事業を計画に基づき実施することで、医師をはじめとし

た医療従事者の増加、定着を図る。 
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３．事業の実施状況 

 

事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.1】 

在宅医療連携推進会議運営事業 

【総事業費】 

314千円 

事業の対象

となる区域 

県全域 

事業の期間 平成２６年７月１日～平成３１年３月３１日 

事業の実施

主体 

岐阜県 

事業の目標 岐阜県在宅医療連携推進会議を年 4回開催する。 

・会議開催回数 １回（平成 25年度） → ６回（平成２８年度） 

会議・研究会の開催数 

６回（平成３０年度） 

事業の達成

状況 

・医療介護基金を活用した県の在宅医療施策の方向性について意見を

伺った。（平成 26年度、1回開催） 

・在宅医療の推進に向けた県事業の施策について意見聴取を実施（平

成 27年度、6回開催） 

・在宅医療連携に関する地域課題の抽出及び対応策の検討に向けた会

議を開催（平成 28年度、13回開催） 

・在宅医療連携に関する地域課題の抽出及び対応策の検討に向けた会

議を開催（平成 29年度、7回開催） 

・在宅医療連携に関する地域課題の抽出及び対応策の検討に向けた会

議を開催（平成 30年度、12回開催） 

事業の有効

性と効率性 

 

（１）事業の有効性 

在宅医療の現状に即した施策を県が実施しているか、医療関係団体

及び介護関係団体から、直接意見を伺うことにより、県の在宅医療施

策の有効性を検証することができた。 

（２）事業の効率性 

 第６期岐阜県保健医療計画において位置づけられた在宅医療の推 

進について、県の施策を効果的に実施するため、医療、介護、行政等

関係団体等を構成員とした会議を継続して開催した。 

その他  
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事業の区分 ２．在宅等における医療の提供に関する事業 

 

事業名 【No.2】 

在宅療養者食事・栄養支援推進事業 

【総事業費】 

4,500 千円 

事業の対象と

なる区域 

県全域 

事業の期間 平成 26年 12月 1日～平成 31年 3月 31日 

☑継続 ／ □終了 

事業の目標 専門相談員育成数 200名（平成 30年度末） 

 病態栄養に精通した管理栄養士を専門相談員とするため、その育成講

座を開催し専門相談員を育成する。 

事業の達成状

況 

○在宅療養者食事・栄養支援専門相談員の育成数 

平成 30年度：61名（累計 202名） 

○在宅療養者等地域食事支援の指導件数 

平成 30年度：291名（集団指導：5回 85名 個別指導：206名） 

○連携（登録）医療機関数 

平成 30年度：53機関（累計 202機関） 

事 業 の 有 効

性・効率性 

 

（１）事業の有効性 

在宅療養専門相談員を養成することで、在宅療養者等が住み慣れた地

域で安心して生活を継続できよう、具体的かつ実践的な食事・栄養支援

体制が構築されつつある。 

 在宅療養者や家族等に対し調理講習会を開催し、食生活の見直す機会

を提供している。 

（２）事業の効率性 

 食事・栄養支援活動のための指導用媒体をデータ化し、在宅療養専門

相談員が統一した内容で効率的に活動が行えるようにしている。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

 

事業名 【No.3】 

かかりつけ薬剤師・薬局在宅医療提供体制整備事業 

（旧：薬剤師在宅医療参加推進技術研修事業） 

【総事業費】 

2,707 千円 

事業の対象と

なる区域 

県全域 

事業の期間 平成 26 年 12 月～平成 31 年 3 月 31 日 

事業の目標 高齢化の進行により介護・療養を必要とする県民は増加すると考えら

れ、その受け皿として在宅医療の提供体制の構築・強化が必要となって

おり、薬局薬剤師が地域包括ケアシステムの一員として在宅医療に主体

的に取り組むことが求められている。 

在宅患者調剤加算届出薬局数 

８８薬局（H26.8.1現在） → １４０薬局（H27年度末） 

→ １５６薬局（H29年度末） 

→ １７５薬局（H30年度末） 

事業の内容 薬局薬剤師を対象に、訪問薬剤指導の際に必要となるバイタルサイン

の取得や調剤における無菌操作等の技術力の習得するために、フィジカ

ルアセスメント・訓練モデル（シミュレーター）等を使用した研修を行

う。 

事業の達成状

況 

 薬剤師在宅医療参加推進技術研修を実施し、令和２年１月現在２４８

薬局まで在宅患者調剤加算届出薬局数が増加した。 

研修受講者数（全課程修了者のみ） 

平成２７年度 ５９名 

平成２８年度 ５８名 

平成２９年度 ２６名 

平成３０年度 ３２名 

事 業 の 有 効

性・効率性 

 

（１）事業の有効性 

薬局薬剤師が、訪問薬剤指導業務を行う際の技術力を習得し、在宅医

療への参加が促進するものと考える。 

（２）事業の効率性 

 必要な研修器材が事前に調達されており、研修事業の概要についての 

検討会も開催し実施に向けた準備を進めることにより、研修事業を円滑 

かつ迅速に進めることができたと考える。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

 

事業名 【No.3】 

かかりつけ薬剤師・薬局在宅医療提供体制整備事業 

（旧：薬剤師在宅医療参加推進技術研修事業） 

【総事業費】 

2,707 千円 

事業の対象と

なる区域 

県全域 

事業の期間 平成 26 年 12 日～平成 31 年 3 月 31 日 

事業の目標 高齢化の進行により介護・療養を必要とする県民は増加すると考えら

れ、その受け皿として在宅医療の提供体制の構築・強化が必要となって

おり、薬局薬剤師が地域包括ケアシステムの一員として在宅医療に主体

的に取り組むことが求められている。 

在宅患者調剤加算届出薬局数 

８８薬局（H26.8.1現在） → １４０薬局（H27年度末） 

→ １５６薬局（H29年度末） 

→ １７５薬局（H30年度末） 

事業の内容 薬局薬剤師を対象に、訪問薬剤指導の際に必要となるバイタルサイン

の取得や調剤における無菌操作等の技術力の習得を目的とした研修会

を実施するために、フィジカルアセスメント・訓練モデル（シミュレー

ター）等を使用した研修を行う。 

事業の達成状

況 

 研修受講者数：1コース当たり 30名×１回。 

１コース当たり４コマとも受講が必要なため、合計 26 名が受講終了

し、おおむね目標値を達成した。 

平成２９年４月１日現在の在宅患者調剤加算届出薬局数が１８５薬

局であったが、事業終了後の平成３０月３月１日現在 197薬局に増加し

た。 

事 業 の 有 効

性・効率性 

 

（１）事業の有効性 

薬局薬剤師が、訪問薬剤指導業務を行う際の技術力を習得し、在宅医

療への参加が促進するものと考える。 

（２）事業の効率性 

 必要な研修器材が事前に調達されており、研修事業の概要についての 

検討会も開催し実施に向けた準備を進めることにより、研修事業を円滑 

かつ迅速に進めることができたと考える。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.4】 

がん在宅緩和地域連絡協議会事業 

【総事業費】 

2,000千円 

事業対象区域 県全域 

事業の実施主体 岐阜県看護協会 

事業の期間 平成 27 年４月１日～平成 3１年３月 31 日 

事業の目標 協議会の開催数(H26 1回)  

H27 以降 

協議会が主体となって開催した懇話会、研修会の回数（5圏域で各 1回）、

参加人数（各 50人以上） 

県民啓発のためのシンポジウム等開催数（H27 以降 1回/年） 

事業の内容 がん看護専門看護師及びがん関連の認定看護師による協議会を設置

し、がんの在宅緩和ケアに関する課題の検討と圏域ごとの研修会や懇話

会の開催、県民に対する普及啓発を行う。 

事業を実施することで、専門性の高い看護師による地域のがんの在宅緩

和ケアの課題が明らかになり、これに対する必要な人材育成、連携体制

構築、県民への啓発等が期待できる。 

H26：協議会の立ち上げ 

H27～H30（予定）：協議会の開催、圏域ごとの懇話会、研修会の開催 

         県民啓発のためのシンポジウム等開催 

アウトプット指

標（達成値） 

平成 29 年度について、 

○在宅緩和地域連携協議会：１回開催 

 圏域別在宅緩和地域連携協議会：５回開催 

→在宅緩和の看護における現状や課題について地域特性も踏まえ 

検討を実施した。 

   →人材育成のための研修会を実施し資質向上が図られた。 

事業の有効性・

効率性 

 

（１）事業の有効性 

がんの在宅緩和ケアの課題の検討や、人材育成等を実施したことによ

り、在宅緩和ケアにおける看護業務の開発ができ、地域の医療資源の状

況や、生活環境に応じた体制構築につながった。 

（２）事業の効率性 

 事業の実施により、県全体のみでなく各圏域における協議会の開催が 

可能となり、圏域単位におけるがん看護の質の向上や人材育成を図るこ 

とができた。 

その他  
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事業の区分 ２ 居住地等における医療の提供に関する事業 

 

事業名 【No.5】 

 強度行動障がい在宅医療福祉連携体制支援事業 

【総事業費】 

12,233 千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の期間 平成２６年１２月～平成３１年３月３１日 

事業の目標 強度行動障がい医療支援センターの設置    １か所 

強度行動障がい地域連携支援センターの設置 １か所 

事業の達成状況 （平成 30年度） 

強度行動障がい医療支援センター、強度行動障がい地域センターを

中濃圏域に１か所設置した。 

事業の有効性・

効率性 

 

（１）事業の有効性 

強度行動障がいのある方の自傷、他害その他激しい行動時等の緊急時

に受け入れを行う医療支援センターと、医療行為が必要となくなった

後、在宅へ戻れるよう短期入所や行動改善等を図る地域支援センターが

協力することで、強度行動障がいのある方とその家族の在宅生活支援体

制を確保できる。 

（２）事業の効率性 

 既に発達障がいについて知識・対応スキルを持つ事業所、医療機関に

委託することにより、既存のノウハウ及び関係機関とのネットワークを

生かしながら事業を実施している。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名  【No.6】 

 がん在宅緩和地域連携推進事業 

【総事業費】 

3,199 千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の期間 平成２７年６月１日～平成３１年３月３１日 

☑継続 ／ □終了 

事業の目標 がん患者の在宅への移行を円滑にするために、地域の関係機関との連

携推進や人材育成、院内調整を行う。 

○アウトプット 

・地域と緩和ケア連携会議数  

０（平成 26 年度）→ 年６回（平成 27 年度） 

・がん緩和ケアコーディネーターの設置 

  ４機関（平成 27 年度）→７機関（平成 30 年度） 

○アウトカム 

 ・がん患者の在宅死亡割合  

15.2%（平成 26 年度）→ 増加（平成 31 年度） 

事業の達成状況 ・がん診療連携拠点病院にケアコーディネーターを置き、在宅緩和ケア

等に関する院内外の調整を実施。検討会や多職種カンファレンス、緩

和ケアの勉強会等を実施し、拠点病院と地域の医療機関の連携による

在宅緩和ケア体制の推進を図った。 

事業の有効性・

効率性 

 

（１）事業の有効性 

当事業の実施により、がん診療連携拠点病院と地域の医療機関間の 

連携体制構築のためには、院内外の調整を実施するケアコーディネータ

ーが必要であることや、資質向上のための研修会や体制整備のための検

討会の有用性が改めて認識された。 

（２）事業の効率性 

 当事業をがん診療連携拠点病院で実施することにより、がん患者 

における地域の医療機関との連絡調整が円滑に実施され、圏域単位 

の連携体制構築の一助となっている。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.7】 

心臓リハビリテーションネットワーク事業 

【総事業費）】 

3,132千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（特定非営利活動法人岐阜心臓リハビリテーションネットワ

ークへ委託） 

事業の期間 平成 29年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医

療・介護ニーズ 

 岐阜県は、急性心筋梗塞をはじめとする心疾患による死亡率が他

県と比べ高く、また、高齢化の進展により心疾患患者は増加すると

予測される。心疾患は、急性期の救急医療から回復期リハビリテー

ション、かかりつけ医等、医療機関が連携して治療とリハビリテー

ションを行うことが必要である。 

〇アウトカム 

・心臓リハビリテーションが実施可能な医療機関数 

 16（平成 24年 1月）→増加（平成 29年度） 

事業の内容（当

初計画） 

 心疾患に係る関係機関が情報を共有するための地域連携パスの作

成、リハビリを行う施設等を含めた関係機関の連携体制やシステム

の構築、専門のコーディネーター養成研修会、県民への啓発等を実

施する。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

リハビリ施設を含めた関係者会議開催：１回 

県民公開講座開催：１回 

連携パスの作成：一式 

アウトプット指

標（達成値） 

（平成 30 年度） 

○リハビリ施設を含めた関係者会議開催：実施 

・ネットワーク会議 4 回 延べ 91 名 

・ワーキング会議  18 回 延べ 228 名 

○日本心臓リハビリテーション学会第 4 回東海支部地方会参画 

１回 参加者 280 名 

○CR-GNet 認定トレーナー講習会 1 回 受講者 12 名 

 同講習会にて合計 12 名合格し、スポーツクラブにて運動指導及び

管理を実践している。 

○連携パス 

 連携パスに該当する情報集約手帳（すこやかハート手帳）及び連

携した管理指導を行える指導書（すこやかハート手帳‐指導編‐） 

をそれぞれ 750 部ずつ増刷し、ネットワーク参加医療機関等へ配布

した。 
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○ホームページを用いた活動報告 

 専用ホームページにて積極的な活動報告を行っており、平成 30 

年度末までにおいて約 106000 人余りの来訪者がある。   

事業の有効性・

効率性 

（１）事業の有効性 

心疾患に係る関係機関が情報共有するため関係者会議や地域連携

パスを作成するなど関係機関が情報を共有し、連携して治療とリハ

ビリが行われる体制が構築されつつある 

（２）事業の効率性 

県全体の関係機関にネットワークシステムを導入し、統一の情報

集約手帳や指導書を活用することで、統一した内容で効率的に情報

共有ができる。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.8】 

小児・障がい児者在宅家族支援推進事業 

【総事業費】 

28,679千円 

事業の対象となる

区域 

（１）、（３）、（４）は県全域、 

（２）は東濃医療圏 

事業の実施主体 （１）岐阜県（県看護協会へ委託）、 

（２）岐阜県（多治見市民病院及び民間介護事業所へ委託）、 

（３）重度障がい児者を受け入れる短期入所事業所等、 

（４）岐阜県 

事業の期間 平成２８年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・

介護ニーズ 

 医療的ケアを要する重度障がい児者が増加する一方、その在宅支

援体制は未だ不十分であり、今後更に充実を図る必要がある。 

アウトカム指標：ＮＩＣＵ等長期入院児（６ヶ月以上）数 

 ７人（平成 25年度末）⇒ ７人以下（平成 30年度末） 

事業の内容（当初

計画） 

（１）重症心身障がい在宅支援センター「みらい」の運営 

重症心身障がいに特化した支援センターによる相談窓口の運営、

要望が強い家族同士の交流の場づくり、ウェブページ・機関誌等に

よる情報提供及び支援機関に対する指導・研修事業等を実施。 

（２）看護師の育成による短期入所利用促進モデル事業の実施 

障がい児者ケアのノウハウを有する介護事業所と医療型短期入

所事業所との連携による、看護師等の確保・育成を通じた利用促進

のためのモデル事業を実施。 

（３）重度障がい児者向け短期入所等の拡充に向けた支援 

重度障がい児者の在宅移行に不可欠なレスパイトの拡充に向け、

人工呼吸器や気管切開、経管栄養、頻回の痰吸引など、特に医療依

存度が高い方の利便性向上の取組み等受入れに対する支援を実施。 

（４）支援機関相互のネットワークの構築 

支援機関で構成する連絡・協議の場を設置し、レスパイトの課題、

優良事例の共有や、災害に伴う長期停電時等の人工呼吸器装着児な

どへの対応体制等の検討を実施。 

アウトプット指標

（当初の目標値） 

障がい児者家族交流会延べ参加者数 

0人（平成 25年度末）⇒ 1,450人（平成 30年度末） 

アウトプット指標

（達成値） 

 NICU 等出生児が大半を占める、医療依存度が高い重度障がい児者

の在宅支援体制の充実を図ることで、長期入院児の抑制・減少を図

る。 
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事業の有効性・効

率性 

（１）事業の有効性 

1. 重症心身障がい在宅支援センター「みらい」の運営 

  ・医療的ケアを要する重度障がい児者に特化した相談窓口とし

て、医療職（看護師）による相談窓口や家族交流会等の運営を

行ったところ、相談件数、家族交流会の参加者数ともに年々増

加傾向にある。また「みらい」の活動を今後も継続してほしい

との要望も寄せられている。 

2. 看護師の育成による短期入所利用促進モデル事業の実施 

・県内でも特に看護師不足が顕著な東濃地域においては、重度障

がい児者の短期入所に対応可能な人材の育成が、将来的に地域

の短期入所の安定的な受入れ体制の整備に大きく寄与するもの

と期待されている。 

・更に、本事業で育成中の看護人材の参加により、人材育成の場

となっている短期入所事業所（多治見市民病院）において利用

者数が大幅に増加するなど、直接的な効果が発現している（下

記「その他」参照）。 

3. 重度障がい児者向け短期入所等の拡充に向けた支援 

・家族からのニーズが最も高いレスパイトサービスについて、医

療依存度が高い重度障がい児者を受け入れる短期入所・日中一

時支援事業を行う事業所に対し、運営費の一部を補助すること

でレスパイトサービスの受け皿の確保が図られた。 

4. 短期入所等運営機関ネットワーク会議の設置・運営 

・重度障がい児者を対象とした短期入所等を行う事業所で構成す

るネットワーク会議を開催し、各事業所の受入状況の把握や課

題について情報共有、意見交換を行うことで、各事業所間の連

携体制の構築とレスパイトサービスの向上が図られている。 

（２）事業の効率性 

 1. 重症心身障がい在宅支援センター「みらい」の運営 

・本事業は、重度障がい児者の家族や関係機関からの相談窓口等

を担うことから、重度障がい児者の実情に精通した岐阜県看護

協会への委託とすることで、県内関係者のコンセンサスを得な

がら迅速かつ効率的に実施できた。 

2. 看護師の育成による短期入所利用促進モデル事業の実施 

・実際の短期入所の場を活用した OJT 型の仕組みとすることで、

即戦力となる人材の育成や、短期入所で得られる本来の収入を

スキームに組み込み、年度終了後には不用額を精算する必要最

低限の支援とするなど、費用対効果の最大化に努めている。 

3. 重度障がい児者向け短期入所等の拡充に向けた支援 
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・医療的ケアが必要な重度障がい児者の受入れには、受入れに使

用する空床の確保や看護師の加配などで運営経費の負担が大き

くなることから、受入れ日数に応じた補助制度とすることで、

実績に伴う効果的かつ効率的な補助体制となっている。 

・医療型短期入所事業所の送迎車両の修繕費用等に対する補助金

の実施に関しては、広く周知を図るなど事業の効果的・効率的

な実施に努めている。 

4. 短期入所等運営機関ネットワーク会議の設置・運営 

・医療的ケアを要する重度障がい児者の短期入所等を行う事業所

が一堂に会すことで、効率的に各現場の現状や課題について情

報共有、意見交換が図られている。 

その他 モデル事業による医療型短期入所利用回数の増加（多治見市民病院） 

（モデル事業実施前）平成 26年度：41回 

  ⇒（モデル事業実施後）平成 27年度：415回 

             平成 28年度：512回 

             平成 29年度：436回 

             平成 30年度：312回 

※利用形態：日帰りのみ 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.9】 

小児・障がい児者在宅医療人材育成・確保事業 

【総事業費】 

9,481 千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 （１）岐阜県（岐阜大学へ委託） 

（２）岐阜県（県看護協会へ委託） 

（３）岐阜県（県理学療法士会へ委託） 

（４）岐阜県（登録研修機関への委託及び補助） 

（５）岐阜県及び重度障がい児者を受け入れる福祉事業所 

事業の期間 平成２８年４月１日～平成３１年３月３１日 

背 景 に あ る 医

療・介護ニーズ 

 医療的ケアを要する重度障がい児者が増加する一方、対応できる人

材など在宅支援体制は未だ不十分であり、今後更に充実を図る必要が

ある。 

アウトカム指標：ＮＩＣＵ等長期入院児（６ヶ月以上）数 

 ７人（平成 25年度末）⇒ ７人以下（平成 30年度末） 

事業の内容（当初

計画） 

（１）岐阜県小児在宅医療実技講習会の開催 

大学医学部と連携し、医師（勤務医・開業医）、看護師、療法士

等を対象とした医療実技講習会を開催。 

（２）在宅重度障がい児者看護人材育成研修の実施 

重度障がい児者の在宅受入推進に対応できる看護人材の育成の

為に、実習を交えた通年型プログラムによる専門研修及びその修了

者を対象としたフォローアップ研修を実施。 

（３）小児リハビリ専門研修の実施 

重度障がい児者の在宅受入推進に対応できる理学療法士等の育成

の為に、小児リハビリに関する専門研修を実施。 

（４）喀痰吸引等研修に対する支援 

重度障がい児者の在宅医療を支援できる介護職員の育成を 

促進するため、基本研修受講料無料化や実地研修受講料の一部 

補助を実施。 

（５）県直轄のオーダーメイド型及び福祉事業所向け人材育成 

訪問診療や訪問看護等の新規参入者への支援に向けた精通 

者によるオーダーメイド型の個別指導研修や、通所型福祉事業 

所の介護力向上に対する支援等を実施。 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

重症心身障がい児者医療従事者研修受講者数 

0人（平成 25年度末）⇒ 650 人（平成 30年度末） 
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アウトプット指

標（達成値） 

ＮＩＣＵ等出生児が大半を占める、医療依存度が高い重度障がい児

者の在宅支援体制の充実を図ることで、長期入院児の抑制・減少を図

る。 

事業の有効性・効

率性 

（１）事業の有効性 

1. 岐阜県小児在宅医療実技講習会の開催 

・岐阜大学医学部と連携し、医師、看護師、セラピストを対象とし

た在宅重度障がい児向けの実技講習会を開催したところ、定員を

上回る受講希望が寄せられており今後の継続が期待されている。 

2. 在宅重度障がい児者看護人材育成研修の実施 

・重度障がい児者の在宅受入推進に対応できる看護人材の育成の為

に、実習を交えた通年型プログラムによる専門研修及びその修了

者等を対象としたフォローアップ研修を実施することで、実際の

受入れに対応できる即戦力の育成が図られた。 

3. 小児リハビリ専門研修の実施 

・重度障がい児者のリハビリテーションに対応できる理学療法士等

の育成の為に、小児リハビリに関する専門研修を実施したとこ

ろ、定員を上回る受講希望が寄せられており今後の継続が期待さ

れている。 

4. 喀痰吸引等研修に対する支援 

・重度障がい児者の在宅受入推進に対応できる介護職員の育成促進

の為に、喀痰吸引等研修のうちの基本研修の受講料無料化を実施

したところ、定員を超える受講希望が寄せられており、今後の継

続が期待されている。 

・実地研修に要する受講費用の一部補助については、実地研修の受

講に係る経費のうち、外部講師の講師料に対して補助を行う仕組

み（自施設内部で講師を賄った場合は対象外）としており、受講

拡大が期待されている。 

5. 県直轄のオーダーメイド型及び福祉事業所向け人材育成 

・医療的ケアが必要な重度障がい児者を受け入れる福祉事業所の介

護職員を対象に、リハビリや口腔ケア等の指導を行う理学療法士

等を招へいし、実際のケアを通じて日常でもできるケアを習得す

ることにより、介護職員の介護力の向上が図られた。 

（２）事業の効率性 

1. 岐阜県小児在宅医療実技講習会の開催 

・本事業は、重度障がい児者の在宅支援を進めるうえで中心となる

医師育成を目的としていることから、県内唯一の医師養成機関で

かつ障がい児者の実情に精通している岐阜大学医学部への委託

とすることで、県内関係者のコンセンサスを得ながら迅速かつ効
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率的に実施できた。 

2. 在宅重度障がい児者看護人材育成研修の実施 

・本事業は、重度障がい児者の在宅支援を進めるうえで中心となる

看護師育成を目的としていることから、重度障がい児者の実情に

精通した岐阜県看護協会への委託とすることで、県内関係者のコ

ンセンサスを得ながら迅速かつ効率的に実施できた。 

3. 小児リハビリ専門研修の実施 

・本事業は、重度障がい児者の在宅支援を進めるうえで中心となる

理学療法士の育成を目的としていることから、小児・重度障がい

児者の実情に精通した岐阜県理学療法士会への委託とすること

で、県内関係者のコンセンサスを得ながら迅速かつ効率的に実施

できた。 

4. 喀痰吸引等研修に対する支援 

・基本研修の実務に関しては、これに精通した登録研修機関への委

託事業とし、受講者の募集・選考・決定については県直轄とする

ことで事業の効率性を確保している。 

・実地研修の受講費用の補助に関しては、今後、上記基本研修の実

施による実地研修の受講者数の増加が見込まれることから継続

実施が必要となるため、効率的な実施に努めていく。 

5. 県直轄のオーダーメイド型及び福祉事業所向け人材育成 

・福祉事業所に対して理学療法士等の招へいに要する経費の一部を

補助することで、福祉事業所の介護職員が実際のケアを通じて理

学療法士等から直接指導を受けることができ、効率的に介護力の

向上が図られた。 

・重度障がい児者のケアや福祉制度に知見がない事業所は、経験が

ないことによる心理的な不安が大きいことが理由で、受入れが進

まないケースが多い。よって、そうした事業所に対して新たに支

援を始めてもらう際には、各事業所の個別の課題に対応した実践

的な研修の実施が必要となることから、本事業の継続実施の必要

性は高く、今後も効率的な実施に努めていく。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.10】 

小児在宅医療推進事業 

【総事業費】 

1,798千円 

事業の対象となる

区域 

県全域、（１）については西濃医療圏に特化した事業を含む 

事業の実施主体 （１）岐阜県及び岐阜県（大垣市民病院へ委託）、（２）岐阜県 

事業の期間 平成２８年７月～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・

介護ニーズ 

 医療的ケアを要する重度障がい児者が増加する一方、その在宅支

援体制は未だ不十分であり、今後更に充実を図る必要がある。 

アウトカム指標：ＮＩＣＵ等長期入院児（６ヶ月以上）数 

 ７人（平成 25年度末）⇒ ７人以下（平成 30年度末） 

事業の内容（当初

計画） 

（１）小児在宅医療研究会の開催 

医療・看護・福祉・教育・行政等の関係者が一堂に会して課題

や情報を共有しつつ、相互に理解を深め顔の見える関係を構築す

る場として、小児在宅医療研究会を開催。 

（２）障がい児者支援を考える公開連続講座の開催 

障がい児者医療に関心を持つ医療・看護・福祉・教育・行政 

等の関係者が参集し、幅広い見地から障がい児者支援への理解を

深める場として公開連続講座を開催。 

アウトプット指標

（当初の目標値） 

岐阜県小児在宅医療研究会参加者数 

196人（平成 25年度末）⇒ 2,400 人（平成 30年度末） 

アウトプット指標

（達成値） 

岐阜県小児在宅医療研究会参加者数 

のべ 2,511人（平成 30年度末） 

事業の有効性・効

率性 

（１）事業の有効性 

1. 小児在宅医療研究会の開催 

・岐阜県及び圏域版の小児在宅医療研究会を開催したところ、県内

外から多数の受講者が参加され、今後の継続が期待されている。 

2. 障がい児者支援を考える公開連続講座の開催 

・年間計 6 回の公開連続講座を開催したところ、延べ 917 人と多数

の受講者が参加されており、今後の継続が期待されている。 

3. 重度障がい児者支援連携会議の開催 

 （岐阜県障がい者総合支援懇話会（重症心身障がい・医療的ケア

部会）） 

 ・県内関係機関の実務担当者による連携会議の開催に加え、児童

福祉法の改正に伴い継続的な協議の場の設置が求められている「医

療的ケア児の協議の場」についても上記連携会議の改組により新た

な会議として設置し、保健・医療・障害福祉・保育・教育等多職種
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の連携が図られている。 

（２）事業の効率性 

1. 小児在宅医療研究会の開催 

・医療・看護・福祉・教育・行政等の関係者が一堂に会する研究会

を県直轄（一部委託）で行い、直接支援機関と関係を持つことで、

県の支援施策全体における連携体制の強化につながるだけでなく、

研究会の開催にあたっては県が交流会等で収集した家族の意見も反

映させることができ、実情にあったテーマ設定を効率的に実施する

ことができた。 

2. 障がい児者支援を考える公開連続講座の開催 

・受講者に対して希望テーマに関するアンケート調査を実施したこ

とで、受講者である県内支援機関の生の声を集約しながらニーズの

高いテーマ設定を効率的に実施することができた。 

3. 重度障がい児者支援連携会議の開催 

・保健・医療・障害福祉・保育・教育等関係者が一堂に会し、医

療的ケアを要する重度障がい児者等の支援について協議すること

で、効率的に各現場の現状や課題の共有が図られているだけでなく、

効果的な県施策の実現にもつながっている。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.11】 

認知症サポート体制構築事業 

【総事業費】 

1,700千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の実施主体 一般社団法人 岐阜県医師会 

事業の期間 平成２８年８月～平成３１年３月 

背景にある医

療・介護ニーズ 

認知症サポート医を中心に、医療・介護職の連携強化を図り、県

内の認知症サポート体制を構築する。 

アウトカム指標：認知症新規入院患者２か月以内退院率の増加 

（精神保健福祉資料） 

平成２６年６月 ２０％→平成３０年 増加 

事業の内容（当

初計画） 

認知症サポート医を中心とした多職種の連携会議の開催に対して助

成 

アウトプット指

標（当初の目標

値） 

多職種連携会議への認知症サポート医の参加人数（年間５０人） 

アウトプット指

標（達成値） 

（平成 30年度） 

 多職種連携会議への認知症サポート医の参加人数 ６４人 

事業の有効性・

効率性 

（１）事業の有効性 

 認知症サポート医を中心として医療・介護従事者及び行政の連携

体制を構築することで、認知症の人の容態に応じた循環型の仕組み

を構築する。 

（２）事業の効率性 

 認知症サポート医が多く属する県医師会が事業を実施することに

より、より多くの医師が参加し、連携体制の中心となるような会議

の実施ができている。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.12】 

発達障がい診療支援促進事業 

 

【総事業費】 

10,176千円 

事業の対象となる区

域 

県内全域（５圏域） 

事業の実施主体 医療機関 

事業の期間 平成２８年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・介

護ニーズ 

発達障がいの診断にあたっては生育歴などの聞き取りや行動観察などを行

うため、他の診療と比べると時間を要する。また、発達障がいの外来診療

においては投薬を行うことが他と比べて少ないこともあり、他科外来に比

べて得られる報酬が少ない。一方で、発達障がいに関する相談や診療に対

するニーズは、年々高まっており、発達障がいの診療待機が数カ月の医療

機関がある。 

県内５圏域に専門外来を設け、在宅の発達障害児者の身近な医療機関での

診察機会を確保するとともに、医療相談の体制を支援し、診療待機中の在

宅支援体制の充実を図る。 

アウトカム指標：発達障がい児者専門外来等診療件数 

 １６，５５６人（平成２５年度）→２３，２６７人（平成３０年度）  

事業の内容（当初計

画） 

医療機関の協力を得て、１ヵ月に２回程度発達障がい専門外来の設置及び、

県が設置する発達障がい支援機関が開催するケース会議や医療相談への協

力に対して財政支援を行う。 

アウトプット指標

（当初の目標値） 

専門外来の設置数 ９か所 

アウトプット指標

（達成値） 

専門外来の設置数 ９か所（５圏域）（平成３０年度） 

事業の有効性・効率

性 

（１）事業の有効性 

 県内５圏域の発達障がいの専門外来を設置する医療機関に補助すること

により、発達障害障がい児者が身近な地域で専門的な支援を受けることが

できる。 

（２）事業の効率性 

 県内５圏域に専門外来を設置することにより、発達障がい児者がそれぞ

れの身近な地域で専門的な診療が可能となり、各医療機関における初診ま

での待機日数の軽減が図られて、より多くの診療が可能となる。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.13】 

 在宅歯科医療連携室整備事業 

【総事業費】 

4,345 千円 

事業の対象とな

る区域 

県全域 

事業の期間 平成２６年１０月～平成３１年３月３１日 

事業の目標 歯科訪問診療を実施している医療機関数の増加を図る。 

・歯科訪問診療を実施している歯科医療機関数 

６４７（平成 23年 12月）→ 増加（平成 26年度） 

・在宅歯科医療人材育成研修受講人数（年間２０人） 

事業の達成状況 歯科訪問診療を実施している歯科医療機関数は平成 28 年 5 月末時

点で 645 件であったが、令和 2 年 1 月現在 671 件と増加している。 

在宅歯科医療人材育成研修受講者数 193 人（平成 30 年度） 

事業の有効性・効

率性 

 

（１）事業の有効性 

在宅歯科医療を提供する上での地域間調整や地域在宅歯科医療連

携室の後方支援により、岐阜県内の在宅歯科医療提供体制が整備され

た。 

また、岐阜県内の在宅歯科診療の実態調査により、在宅歯科医療の

現状や今後在宅歯科医療を推進する上での問題点を把握し、今後の有

効な施策の展開に活用できる。 

（２）事業の効率性 

専門の非常勤職員を雇用、配置したことで、効率的に事業を実施す

ることができた。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.14】 

 在宅療養あんしん病床登録事業 

【総事業費】 

1,722千円 

事業の対象となる

区域 

県全域 

事業の期間 平成 28 年４月１日～平成 31 年３月 31 日 

☑継続 ／ □終了 

事業の目標 在宅療養あんしん病床登録事業登録患者数  

166人（H28年度） → 800人（H30年度） 

事業の達成状況 在宅で療養している方が、かかりつけ医を通じて入院を希望する

病院等 

に情報登録を行うことで、速やかに入院できる体制を構築した。 

・入院医療機関登録件数 77 医療機関（平成 30 年度） 

事業の有効性・効

率性 

 

（１）事業の有効性 

在宅で療養している高齢者を対象に、かかりつけ医を通じて入

院を希望する病院等への情報登録を実施。 

登録することで体調不良時に登録情報をもとに病院での早期治

療と速やかな在宅復帰を実現する。 

（２）事業の効率性 

 在宅療養者の入退院が円滑に実施されるよう、緊急時のバック

ベッドの確保を通じて、在宅療養者及びかかりつけ医が安心して

在宅医療の受療提供体制の整備を支援するとともに、病診連携の

一層の強化に繋げる。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.15】 

訪問歯科衛生士人材育成事業 

【総事業費】 

900千円 

事業の対象となる

区域 

県全域 

事業の実施主体 一般社団法人岐阜県歯科衛生士会 

事業の期間 平成２８年８月～平成３１年３月 

背景にある医療・

介護ニーズ 

高齢社会の伸展に伴い、誤嚥性肺炎の予防等、歯科医療の重要

性は増し、在宅歯科医療の提供体制を構築していくための人材確

保・育成が必要とされている。 

アウトカム指標：歯科衛生士による居宅療養管理指導費１および

２の請求件数の増加 

（平成２８年１１月 延べ５０７５件→平成３０年 増加）  

事業の内容（当初

計画） 

不足する歯科技工士や訪問歯科診療ができる即戦力となる歯

科衛生士の復職を支援し、歯科診療所等への定着率を向上させる

ことで、高齢社会における通院困難者を含む歯科診療提供体制の

充実を図る。 

アウトプット指標

（当初の目標値） 

県内の就業歯科衛生士数の増加 

（平成２６年 ２，４５７人 → 平成３０年 増加） 

アウトプット指標

（達成値） 

（平成３０年度） 

  研修会参加人数 １３３人 

事業の有効性・効

率性 

（１）事業の有効性 

 要介護者等に対応できる人材を育成することで、受診困難な患

者に対し充実した歯科医療を提供することが出来る。 

（２）事業の効率性 

 要介護者等に対応できる人材を育成することで、在宅における

歯科医療の提供が出来る体制の充実が図られた。 

その他  
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業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.16】 

がん在宅緩和ケア専門人材育成事業 

【総事業費】 

1,000 千円 

事業の対象となる

区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（公益社団法人岐阜県看護協会へ委託） 

事業の期間 平成２８年６月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・

介護ニーズ 

がんに罹患する者が増加傾向にあるなか、がん看護やがん在宅緩

和ケアに関するニーズは今後一層高まるため、高度な知識と技術を

有した看護師を育成するとともに、がんの在宅緩和ケアの連携体制

を構築することが必要である。 

アウトカム指標： 

 看護師等の医療従事者の在宅緩和ケアに関する技術の向上 

 がん患者の在宅死亡割合  

10.9%（平成 22 年度）→15.2（平成 26 年度）→増加（平成 29 年

度）  

事業の内容（当初

計画） 

がん専門看護師を講師に活用し、緩和ケアに携わる看護師等を対

象に高度な知識と技術を学ぶ研修会を開催し、高度なスキルを有す

る看護師を育成する。また、育成した看護師の連携体制の構築を図

り、がんの在宅緩和ケア体制を推進する。 

アウトプット指標

（当初の目標値） 

・緩和ケアに携わる看護師育成研修 １回／年 

・がんの在宅緩和ケア関係者連携強化研修 １回／年 

アウトプット指標

（達成値） 

（平成 30年度） 

  ・緩和ケアに携わる看護師育成研修    １回開催 

・がんの在宅緩和ケア関係者連携強化研修 １回開催 

事業の有効性・効

率性 

（１）事業の有効性 

当事業の実施により、がんの在宅緩和ケアに関する高度な知識と

技術を有する看護師等の育成や、資質の向上につながっており、が

ん患者等の療養の質の向上が図られている。 

（２）事業の効率性 

研修は、各地域のがん在宅緩和ケアに従事する看護師等の顔の見

える関係づくりにも役立っており、在宅緩和ケアの連携体制の強化

につながっている。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.17】 

地域栄養管理確保促進事業 

【総事業費】 

3,500千円 

事業の対象となる

区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県 

（公益社団法人岐阜県栄養士会へ委託） 

事業の期間 平成２８年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・

介護ニーズ 

 高齢者人口が増加し平均寿命が延伸する中で、栄養管理に寄与

する高齢者の要入院・要介護状態への移行を防止し、同時に生活

習慣病の発症・重症化を予防することは、健康寿命の延伸と共に、

医療・介護費の抑制に極めて重要である。 

アウトカム指標：低栄養傾向者（高齢者）の増加の抑制 

  20.6％(H28) → 22％以下(H35) 

事業の内容（当初

計画） 

 療養病床から在宅医療、介護への転換を着実に進めるうえで、

地域における切れ目ない栄養管理の向上及び定着を図るため、慢

性的な入院療養を招いている高齢者の低栄養を予防するための

早期の対策を検討し、県下のリーディング事業として提案、実践

するほか、地域の栄養管理を支える栄養士人材の育成、確保を図

る。 

アウトプット指標

（当初の目標値） 

栄養講座：５圏域で 70 回  人材育成講座：20 回 

アウトプット指標

（達成値） 

 平成 30年度：栄養講座 5圏域で 71回 3,320名 

人材育成講座 20回 657名 

事業の有効性・効

率性 

（１）事業の有効性 

向老期（60~64 歳）から前期高齢者（65 歳～74 歳）のアクテ

ィブシニアへ食の再教育を行うことで、低栄養予防のための早期

対策の必要性が認識された。また、地域の栄養管理を支える管理

栄養士や在宅・介護予防に関わる人材の育成を図ることができ

た。 

（２）事業の効率性 

 低栄養予防対策における指導書を作成し、統一的な内容で効果

的に栄養管理指導が図られる体制を整えることができた。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.18】 

医科歯科連携推進事業 

【総事業費】 

3,301千円 

事業の対象となる医

療介護総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 地域歯科医師会 

事業の期間 平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・介護

ニーズ 

在宅歯科医療を県全域で推進するためには、中核病院が口腔機能管

理による生活の質の向上等の歯科の重要性を認識し、医科歯科連携体

制を構築することが必要である。 

アウトカム指標：周術期口腔機能管理計画策定料、周術期口腔機能管 

理料を算定している保健医療機関数の推移 

40（H28年７月） → 45（H30年） 

事業の内容 地域歯科医師会が歯科標榜の無い地域の中核病院内のチーム（NST・

周術期・摂食嚥下等）や会議、研修会へ参画し、病院スタッフとの連

携を実施。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

・連携体制を構築している地域数  

５地域（H28 年）→ 増加（H30 年） 

アウトプット指標（達

成値） 

地域の実情にあわせ、在宅歯科医療に取組む歯科医療機関の量の増

加や質の向上、多職種との連携の場となり、在宅医療・介護の連携が

推進できる。 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

全地域歯科医師会（２３地域）において、在宅歯科医療連携室が

設置され、そのうち１６地域において多職種との連携会議等が実

施され、地域における在宅歯科医療を推進していくための体制を

整えることが出来た。更に、１６地域のうち５地域において歯科

標榜のない地域の中核病院と連携するための会議や研修会を開

催し、連携体制の構築を図り、歯科の重要性をアピールすること

が出来た。 

（２）事業の効率性 

１６地域が本補助金を活用し事業を実施したことにより、多職種

との連携体制が構築され、広域で効率的に在宅歯科医療に繋げる

体制を整えることが出来た。更に、１６地域の内の５地域におい

て、歯科標榜のない地域の中核病院との連携体制の構築を図り、

歯科の重要性について病院と病院内の多職種に効率的にアピー

ルすることが出来た。 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.19】 

訪問看護体制充実強化支援事業 

【総事業費】 

6,881千円 

事業の対象となる医

療介護総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜県訪問看護ステーション連絡協議会） 

事業の期間 平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・介護

ニーズ 

医療ニーズのある要介護者が、住み慣れた地域で在宅療養生活を継

続するためには、訪問看護体制が不十分な地域における訪問看護体制

の充実、訪問看護ステーションの支援が必要。 

アウトカム指標： 

訪問看護ステーション(サテライト)のある市町村の増加 

 ３１（H28年） → ４２（H31年） 

事業の内容（当初計

画） 

・訪問看護が不十分な地域における訪問看護事業所サテライトの設立 

・訪問看護コールセンターの運営による小規模訪問看護ステーション 

等への支援 

・新人訪問看護師の技術向上を目的とした教育カリキュラムの検討等             

を支援する。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

新たに設立した訪問看護ステーション ５     

アウトプット指標（達

成値） 

訪問看護ステーション数の増加により、訪問看護が提供される地域

の拡充を図る。 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

訪問看護事業所に対する研修や相談受付、病院看護師や介護関

係者への同行研修等により、訪問看護事業所の抱える経営及び人

材確保といった課題に対して支援し、新たな事業所の開設や事業

所の継続に繋げることができた。 

（２）事業の効率性 

訪問看護師に対する研修とともに、病院看護師、介護関係者へ

の研修を行うことで、訪問看護事業所経営における幅広い課題に

対し効率よく対策を実施している。 
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.20】 

小児・ＡＹＡ世代のがん等成育医療支援体

制強化事業 

【総事業費】 

7,750千円 

事業の対象となる医

療介護総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜大学医学部附属病院 

事業の期間 平成２９年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・介

護ニーズ 

小児期やＡＹＡ世代に、がんやてんかん等の疾患を抱えると、小児

期から長期にわたり在宅療養を続けることになるが、小児・AYA世代

に特化した在宅医療や福祉に関する相談を集約して受けられる窓口

や地域の関係機関につなぐ連携体制はないことから、長期に療養が必

要な若年患者や家族の在宅療養を支援する体制を構築する必要があ

る。 

アウトカム指標： 

相談支援センターへの小児・ＡＹＡ世代に関する相談件数 

32件（H28年度・岐阜大学病院）→ 67件（H30年度）  

事業の内容（当初計

画） 

小児期やＡＹＡ世代の患者への支援体制の充実を図るため、岐阜大

学医学部附属病院が実施する相談支援センターの設置、医療連携会議

及び医療従事者向け研修会、県民公開講座に対して助成する。 

アウトプット指標

（当初の目標値） 

・医療連携会議の開催     １回／年 

・県民公開講座等の開催    １回／年 

アウトプット指標

（達成値） 

（平成 30 年度） 

・県内の地域がん診療連携拠点病院との連携会議 １回 

・県民公開講座を通じて、相談支援センターの周知・啓発を実施 

事業の有効性・効率

性 

（１）事業の有効性 

小児・ＡＹＡ世代のがんやてんかん等の長期に支援が必要な疾患に

ついては、患者数も少なく希少性が高いため、患者の集約化と専門医

による高度で専門的な医療及び相談支援の提供が必要である。 

（２）事業の効率性 

岐阜大学医学部附属病院は都道府県がん診療連携拠点病院であり、

小児やＡＹＡ世代のがん患者支援についても、専門的知識と経験があ

る。また、県下の医療機関を牽引していく役割があり、県全域を対象

とした当事業を効率的に実施できる。 

備考  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.21】 

理学療法士等人材育成研修事業 

 

【総事業費 

（計画期間の総額）】 

1,416千円 

事業の対象となる区域 県全域 

 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜県理学療法士会、岐阜県言語聴覚士会） 

 

事業の期間 平成 30 年４月１日～平成 31年３月 31日 

背景にある医療・介護

ニーズ 

高齢化の進展等により、在宅医療・介護分野において、理学療法士

等のリハビリテーション専門職の果たす役割の重要性が高まりつつあ

ることから、リハビリテーション専門職の在宅医療・介護における専

門的知識の向上を図る必要がある。 

アウトカム指標：要介護認定者数の増加率の低下 

3.9％（H26年）→ 2.7％（H30年） 

事業の内容（当初計画） 地域包括ケアシステムを推進するためのリーダー研修会の開催や、

訪問リハビリテーションの実務者研修会などを開催する。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

・研修参加者数 200人 

アウトプット指標（達

成値） 

リハビリテーションと在宅医療・介護の知識を有する人材を育成す

ることで、増加し続ける要介護認定者数の増加率の低下を図る。 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

 理学療法士等へのリハビリテーションの在宅医療・介護に必要

な知識・技術を習得するための研修や、情報共有等を行うことに

より、地域包括ケアシステムの中で多職種と協働し、リハビリテ

ーションを提供できる人材を育成することができた。 

 

（２）事業の効率性 

 リハビリテーション専門職３職種が合同で研修会を開催する

ことで、幅広く人材育成を進められるほか、他の職種を理解し、

多職種で地域を支えるための基盤づくりができた。 

その他  
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事業の区分 ２．居宅等における医療の提供に関する事業 

事業名 【No.22】 

在宅医療連携強化事業 

【総事業費】 

58,404円 

事業の対象となる医

療介護総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（岐阜県医師会） 

事業の期間 平成 30年 4月 1日～平成 31年 3月 31日 

背景にある医療・介護

ニーズ 

医療ニーズのある要介護者が、住み慣れた地域で在宅療養生活を継

続するためには、在宅医療・介護が適切に受けられる体制整備や医療・

介護の連携が求められる。 

アウトカム指標：在宅医療・介護連携に必要なコーディネーター人材 

の増加 

30人（H29年度）→ 50人（H32年度） 

事業の内容 在宅医療相談窓口による医療・介護関係者等への在宅医療に関する

相談支援、在宅医療・介護連携を担うコーディネーター人材の育成研

修及び在宅医療に関わる者を対象とした在宅医療の知識や必要性等を

学ぶ研修を実施。 

アウトプット指標（当

初の目標値） 

・在宅医療・介護連携に関する研修参加者 

   80人（H29年度）→ 100人（H32年度） 

アウトプット指標（達

成値） 

在宅医療・介護連携を推進する上で必要な医療・介護に関する研修

や関係機関との連携・調整を学ぶ研修の実施により、在宅医療・介護

連携をコーディネートできる人材の育成を図る。 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

医療関係者だけでなく、介護従事者や地域包括支援センター等

の職員の在宅医療に関する知識、技術が向上し、在宅医療・介護

連携機能の一層の強化を図ることができた。 

 

（２）事業の効率性 

患者や利用者の状態に応じて必要なサービスを適切に提供で

きるよう、地域医療、介護及び福祉系ケアマネ等、医介連携に携

わる人を対象に研修を行うことで、いわゆる４つの場面における

多職種連携の必要性に対し効果的に習得できる。 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業  

事業名 【No.23（医療分）】 

小児救急電話相談事業 

【総事業費】 

13,248千円 

事業の対象となる医療介護

総合確保区域 

県全域 

事業の実施主体 岐阜県（民間事業者委託） 

事業の期間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

背景にある医療・介護ニー

ズ 

小児の保護者等が休日夜間の急な病気やけがにどう対処したらよいか

判断に迷う事例が増えている。また、軽症の患者が二次、三次救急を

担う中核病院を受診することにより、重症患者の受入に支障をきたし

ている。そのため、時間外受診の適正化を図る必要がある。 

アウトカム指標：時間外受診をせずに済んだ相談対象者の割合 

72.9%（平成 28年度）→75.0%（平成 29年度） 

事業の内容（当初計画） 専門業者に委託し、夜間・休日（休日は 24時間体制）に全国共通の

「#8000」小児救急電話相談を実施する。 

アウトプット指標（当初の

目標値） 

小児患者の保護者患者の向けの電話相談体制を整備し、不急の小

児患者の時間外受診を適正化し、医療従事者の負担軽減を図る。 

○指標となる項目：小児救急電話相談件数 

  19,034件（29年度） 

→19,500件程度（30年度） 

アウトプット指標（達成値） 小児救急電話相談件数： 

18,731件（平成 30年度） 

事業の有効性・効率性 （１）事業の有効性 

小児の保護者等が休日夜間の急な病気やけがにどう対処したらよい

か判断に迷った際の電話相談に応じる事業を実施し、軽症の小児の救

急患者が時間外に二次救急を担う小児救急医療拠点病院を受診する数

を抑制し、小児の重症患者の受け入れに支障を来すことを防ぐことが

できた。 

（２）事業の効率性 

全国共通の「＃８０００」小児救急電話相談事業を専門業者に委託

する方法により、夜間・休日（休日は２４時間体制）を絶え間なく効

率的に実施している。 

その他  

 


